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令和４年（2022 年）４月２５日

区 民 委 員 会 資 料

区 民 部 区 民 文 化 国 際 課

旧中野刑務所正門の基本計画・保存活用計画について

旧中野刑務所正門（区指定有形文化財：旧豊多摩監獄表門）の基本計画と保存活用

計画について、下記のとおり報告する。

記

１ 計画の策定

基本計画（別紙１のとおり）では、 旧中野刑務所正門（以下、「門」という。）

の曳家・保存の前提となる、建物構造、地盤等の諸条件及びその他必要となる事項に

ついて、策定する。

保存活用計画（別紙２のとおり）では、基本計画の検討に基づき、学識者から意見

聴取を行い、保存管理や環境保全、防災、活用方法等について、策定する。

２ 基本計画の項目と内容

（１）基本計画の策定にかかる条件整理

①全体工程

②保存に必要な措置と修復基本方針の策定

③耐震診断の実施

「煉瓦造建築物の耐震診断基準（改訂第２版）一般社団法人 北海道建築技

術協会」に基づき、耐震診断を実施した。

（２）構造検討にかかる各種試験

①煉瓦コア各種試験

煉瓦単体の圧縮強度試験、目地材の引張強度試験、目地材のせん断強度試験、

煉瓦単体の吸水率の測定を行った。

②壁体表面の目視・打診調査

煉瓦躯体のひび割れ状況について調査を行った。

③鉄筋探査

煉瓦躯体内部の鉄筋等鋼材の有無を、電磁波レーダーにより探査した。

④地盤調査

今後の設計、施工に必要となる地盤の構成、各種特性を把握するため、正門

現存地、曳家予定ライン、移築予定地において、機械ボーリング、サウンディ

ング試験並びに室内土質試験を実施した。

（３）部分解体工事及び解体調査

文化財の価値を損なわない範囲で、復原のための基礎資料を収集するため、

屋根や守衛室東面及び部屋西面の内部仕上、土間部分の一部解体を行った。調

査終了後、現状復旧をしている。

（４）後藤慶二史料の調査・関係者ヒアリング

東京工業大学所蔵の後藤慶二史料や、日本の行刑制度における旧中野刑務所

の位置づけ、豊多摩監獄から中野刑務所に至る歴史について調査し、学識者等

からヒアリングを行った。
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３ 基本計画における各種調査結果の概要

項 目 結 果

（１）耐震診断 面内方向は壁量が多く、比較的良好な結果となっており、地

震の震動または衝撃により倒壊し、または崩壊する危険性は低

いと判断される。

一方、面外方向は建物上部に臥梁や床スラブがないことから、

独立壁に近い形状となっており、耐震性が低い結果が出ている。

以上により、補強計画時において、建物の一体性を確保する

とともに、面外補強を行う必要がある。

（２）煉瓦コア抜取

り調査

室内側から径１０×長さ３５㎝を３本、径２０×長さ３５㎝

の煉瓦コアを６本抜き取り、各種強度を測定。同時代の煉瓦と

比較して、焼成密度は高く、吸水率は低いことが判明した。抜

取穴観察では目地仕上げは良好である。

（３）躯体劣化調査 内部一部解体調査と外部観察から壁面レンガ各所に縦方向の

ひび割れが認められ、充填材の注入、周辺目地補強、破損が激

しい煉瓦の新規置き換えが必要となる。

（４）鉄筋探査 電磁波レーダーによる探査で、煉瓦躯体内部には鉄筋などの

鋼材は確認されなかった。

（５）部分解体調査 屋根部分は、創建期の天然スレート葺から瓦棒葺青色鋼板へ、

また昭和５５年改修のグレー系のカラー鋼板の変遷が認められ

た。

また、土間部分の試掘調査の結果、中央通路の南及び北側の

地下に基礎がないことが判明した。

（６）地盤調査 地層は、埋土層以下、関東ローム層、段丘礫層の順に分布し

ており、現在地・曳家予定ライン・移転先ともに、層厚の多少

の違いはあるものの、概ね同じ地層構成となっている。

写真１ 外部調査用足場設置の様子

写真２ 小屋組調査の様子 写真３ 採取した煉瓦コア
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４ 保存活用計画の項目と内容

（１）保存管理計画

①劣化状況

東西壁面の中央、東面アーチ開口部と庇、南面窓の金具周辺の煉瓦部分ひび

割れ、部屋内内壁の漆喰・モルタルの剥離、天井漆喰のひび割れ・剥離、小屋

組み木材のボルトのゆるみ、屋根材鉄板の経年劣化等が認められた。

②復原の方針

復原にあたっては、後藤慶二の設計意匠を残しつつも、現在の姿が整った豊

多摩刑務所時代（大正１１年(1922)～昭和２０年(1945)）を復原年代とする。

復原可能な部分（屋根・地盤）、復原根拠が不十分な部分（樋・各部屋入口

と内部仕上げ・建具・円形庇の軒裏の仕上げ）を分別する。外構再現（一部）

は古写真等を参考にする。

③保護の方針

文化庁「重要文化財（建造物）保存活用標準計画の作成要領」に基づき、屋

根・壁面外観、各部屋などを単位として、それぞれ「保存部分」、「保全部分」、

「その他の部分」に設定し、保護の方針を定める。また、室内の壁面・床面な

ど一連の部材等を単位として設定される「部位」については、４段階の基準を

設定し、それぞれ保護の方針を定める。

④修理計画

令和６年度から移築・修復工事を開始する。上記①劣化状況に記す、ひび割

れ・剥離・経年劣化等の補修を行う。

（２）環境保全計画

「平和の森公園周辺地区地区計画」に基づき、門の移築先の計画を行う。

①保存区域・整備区域

移築先敷地には、保存区域（文化財保護審議会答申の門の保存公開必要範囲）

と整備区域（保存公開必要範囲外で活用のために必要な施設等の設置範囲）と

に分け、保存方針を定める。

②浸水・土砂災害対策

透水性の高い土地利用を想定する。

③周辺樹木管理

門の保存及び活用に影響のないよう管理する。

（３）防災計画

①耐震診断

耐震診断の結果、面内方向（壁と並行方向）は、必要な耐震性能を有するこ

とが確認された。一方、面外方向（壁と直交方向）は、耐力が不足し、地震の

震動及び衝撃に対して「倒壊または崩壊する危険性がある」、もしくは「倒壊

し又は崩壊する危険性が高い」と判断された。

②耐震補強計画

文化庁「重要文化財（建造物）耐震診断指針」の「安全確保水準」に沿って、

大地震時においても倒壊せず、人命の安全が図られるものとする。

③耐震補強案

（ア）屋根面補強（天井内側部分に水平ブレースを増設）

（イ）基礎補強（ＲＣ基礎を新設する）

（ウ）基礎下部に免震装置を設置する。

上記の（ア）～（ウ）の補強を行った場合、基礎の免震化により地震時の安全
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が確保され、かつ臥梁や銅棒の増設が不要のため、文化財への意匠性と部材への

影響を最小にとどめることが可能となる。

（４）活用計画

①公開その他の活用の基本方針

公開その他の活用の基本方針は、現存する門の価値及び中野刑務所が果たし

た社会的役割から、次のとおりとする。

（ア）日本近代建築史上に影響を与えた煉瓦造建築物である門の価値を伝える。

（イ）日本の行刑の近代化を推進する先駆的役割を担った旧豊多摩監獄の歴史を

伝える。

（ウ）地域の近代発展を示す公開施設（哲学堂公園・旧野方配水塔等）と連携す

る。

②公開基本計画

門の四周を望見できる状態にして、門の「外観」は常時公開とし、門の「通

路」、内側の「部屋」及び「元守衛室」は公開日を設ける限定公開とする。

③活用基本計画

（ア）建築基準法第 3条第 1 項三号に基づき、建築審査会による同意を得て文化

財としての適用除外の指定を受け、消防法による「重要文化財」相当建造物と

して消火器、自動火災報知設備を設置し、機械警備を導入する。

（イ）正門の移築先の配置については、旧状からの平行移動（西側約１００ｍ）

で敷地北寄りに移築（曳家）する。西側及び南側民家との距離を保つことで、

プライバシーに配慮する。

（ウ）敷地内には、接道する西側と東側に出入口を設け、見学動線および二方向

避難動線に配慮する。

④管理・運営計画

計画地全体の経常管理（清掃・設備点検・機械警備等）については、業務委

託を想定する。

５ 区民からの意見等の聴取について

門の保存活用に係る具体的事項（展示方法、VR を活用した案内の導入、門周辺の整

備内容など）については、令和４年度から５年度にかけて区民からの意見、要望等を

聴取し、設計に反映させていく。

６ 今後の予定

令和４年度 基本設計・実施設計業務の着手

門の保存活用に係る具体的事項に関する区民意見聴取

令和５年度 基本設計・実施設計業務の完了

令和６年度 修復・移築工事の着工

令和８年度 修復・移築工事の完了

正門の公開開始
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例 言 

1. 本書は、旧中野刑務所正門（中野区新井三丁目 37 番）の基本計画である。 

 

2. 本業務は、中野区区民部区民文化国際課の委託を受け、株式会社建文が行った。 

 

3. 本業務遂行中の令和 3 年（2021）6 月に旧中野刑務所正門は、中野区教育委員会によ

り「旧豊多摩監獄表門」として中野区有形文化財に指定された。そのため、本文の各

章冒頭では文化財名である「旧豊多摩監獄表門」とし、以下、「表門」と表記する。 

  なお、表門の読み方については、法務省の慣例に沿って「ひょうもん」とする。1 

 

4. 耐震診断・補強計画の検討にあたっては、神奈川大学客員教授・三重大学特任教授の

花里 利一氏に意見聴取を行った。 

 

5. 本書の編集・執筆は、株式会社建文が行った。 

 

6. 本書に掲載の写真は、株式会社建文が撮影した。他機関提供写真には、提供元を表記

した。また古写真等の資料の出典元は鉤括弧(『』)内に記載した。 

 

7. 本文、図面ともに表示寸法はメートル法にて記し、必要に応じて尺貫法を用いて併記

した。 

 

8. 図表及び写真番号は、「図○(章)- 00(通し番号)」とした。 

 

9. 図面作成は株式会社建文が行った。 

  

 
1 矯正会館、中野刑務所に勤務された方々への聞き取りから「表門」の読み方は「ひょうもん」が通例であることが判

明。「ひょうもん」の採用にあたっては、旧中野刑務所正門保存活用策定委員会の確認及び了承を得た。 
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（１）基本計画の策定 

基本計画では、建物構造調査や地盤調査、破損劣化調査、部分解体による痕跡調査や史

料調査等の各種調査結果を基に、復原年代方針、修復基本方針、耐震補強方針を計画し、

計画図及び工事工程（案）を作成した。 

また、表門の移設・修復工事の計画にあたっては、表門の移設後に着工予定である平和

の森小学校新築工事のスケジュールとあわせて検討する必要があることから、関係部署

と調整を図りながら、工事工程等の検討を行った。 

なお、令和 4 年度（2022 年度）より行われる旧矯正研修所関連建物の解体工事にあた

っては、区指定有形文化財である表門に汚損・損傷、沈下等の影響が及ばないよう対策す

るとともに、表門周りの解体物の区分について十分協議する必要があるため、担当部署間

で相互に調整を図りながら検討を進めた。 

なお、基本計画策定にあたって行った各種調査の目的、概要、結果等については、「（２）

構造検討に係る各種試験」「（３）部分解体工事及び解体調査」「（４）後藤慶二史料等の調

査・関係者ヒアリング」を参照されたい。 

 

 ①基本計画条件整理 

 ア 小学校新築工事との工程調整 

旧豊多摩監獄表門（以下、「表門」という）の移設にあたっての全体工事工程は、令和

元年度（2019 年度）の『旧中野刑務所正門学術調査報告書』の保存・活用に係わる検討に

おいて、30 ヶ月程度と示されており、この工程を基に検討を行う。さらに、表門は令和 8

年度（2026 年度）からの公開開始を目指して計画が進められており、平和の森小学校新

築工事のスケジュールと合わせて表門の各種工事工程を考える必要がある。 

小学校の新築工事の工程の関係で、工事着工前の令和 7 年（2025）7 月 10 日までに学

校敷地外に門の曳家が完了していることが求められていることから、表門は工事着工予

定である令和 6 年（2024）4 月～令和 7 年（2025）7 月 10 日までの 15 ヶ月で曳家を完了

し、その後、令和 8 年（2026）9 月までの 15 ヶ月間で表門の劣化修理、耐震補強工事及

び復原工事等の工事を行う必要がある。なお、表門の移設・修復工事の工程検討について

は「⑤工事工程検討」で行った。 

令和 4 年度（2022 年度）以降の表門のスケジュール（基本設計～移設・修復工事完了

まで）と、旧矯正研修所関連建物の解体及び小学校新築工事スケジュールとの兼ね合いは、

「資料 1 旧中野刑務所正門（旧豊多摩監獄表門）基本・実施設計及び移設・修復工事工

程（案）」参照されたい。 

 

イ 解体工事設計との調整 

 令和 4 年度（2022）より行われる旧矯正研修所関連建物の解体工事（以下、「解体工事」

という）にあたっては、区指定有形文化財である表門に汚損・損傷、沈下等の影響が及ば
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ないよう対策を施す必要があるため、解体手順や重機の侵入経路、低振動工法の検討、表

門への仮囲いや騒音振動計の設置といった仮設計画の検討を行い、担当部署間で相互に

調整を図りながら旧矯正研修所の解体設計を進めた。 

 また、舗装や樹木、桝等の雨水排水設備といった表門周りの解体物の区分については、

解体工事で行う範囲と、表門の移設・修復工事で解体する範囲とを、現地で相互に確認を

行った。表門の移設・修復工事で解体する外構範囲は、「資料 2 解体範囲図（表門）」に

示す通りである。 

 

ウ 法手続き 

中野区指定有形文化財建造物である表門は、建築基準法第 3 条第 1 項第三号に基づい

て、建築審査会による同意を得て適用除外の指定を受ける予定である。そのため、建築審

査会までのスケジュール等について、建築課と調整を行った。 

建築審査会は毎月第 1 水曜日に開催しており、審査会 2 ヶ月前までに書類提出が必要

となる。書類提出は、事前に建築課との協議（4～5 ヶ月程度）を経た上で、必要書類や図

面を用意していくため、予定している建築審査会の 6～7ヶ月前から建築課と協議をはじ

め、準備をしていくこととなる。ただし、協議にあたっては、ある程度設計内容が定まっ

ている必要がある。 

その他にも、計画地が「平和の森公園周辺地区地区計画」の制限を受けることに伴う協

議や、下記条例等に関する協議及び確認が今後の計画の具体化に伴い必要となる。 

・東京都福祉のまちづくり条例（窓口：建築課建築審査係） 

・中野区福祉のまちづくり環境整備要綱（窓口：建築課建築審査係） 

・雨水流出抑制施設設置指導要綱（窓口：道路課土木事業調整係） 

・みどりの保護と育成に関する条例（窓口：公園緑地課緑地推進係） 

 

エ 構造評定 

 建築基準法第 3 条第 1 項第三号に基づく適用除外の申請にあたっては、構造の安全性

を示すために、「第三者機関による評定の取得が必要である」と建築課から指導があった

ため、評定取得までのスケジュールについて、第三者機関にヒアリングを行った。 

 ヒアリングを行った機関では、評定取得にあたっての委員会を毎月第 1 月曜日に開催

しており、委員会での指摘内容を部会で確認し、再度委員会を行うという流れで、委員会

は 3～4 回開催されることが一般的であるとのことであった。そのため、評定取得までは

3～4 ヶ月程度の期間を見込む必要があるとのことであった。 

 よって、建築審査会に伴う建築課との事前協議と並行して、構造評定取得に向けた対応

も行い、建築審査会資料提出に構造評定書が間に合うよう、進めていく必要がある。 
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なお、上記ア、ウ、エを含めた来年度以降のスケジュールを、「資料 1 旧中野刑務所

正門（旧豊多摩監獄表門）基本・実施設計及び移設・修復工事工程（案）」にまとめたの

で参照されたい。 
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資料1 旧中野刑務所正門（旧豊多摩監獄表門）基本・実施設計及び移設・修復工事工程（案）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

★

移設工事【30ヶ月(仮)】

R6.4〜R8.9 4，5月着工 7/10曳家完了 工事完了

■矯正研修所 

解体工事 R4.7〜R5.6【約11ヶ月】

■平和の森小学校

基本設計・実施設計 R4.7〜R6.10

新築工事 R7.7〜R9.8

■道路予定地

■広場整備工事

建築審査会
審査会2ヶ月前までに書類提出
建築課とやり取り4〜5ヶ月
委員会：毎月第1水曜

令和4年度（2022-2023） 令和5年度（2023-2024） 令和6年度（2024-2025） 令和9年度（2027-2028）令和8年度（2026-2027）令和7年度（2025-2026）

基本設計
【10ヶ月】
 現地調査
 基本設計
 検討会(2回)

実施設計
【6ヶ月】
 実施設計
 検討会(3回)

構造評定
評定取得まで3〜4ヶ月
委員会：毎月第1月曜

代替措置等協議
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②保存に必要な措置と修復基本方針 

 区指定有形文化財である表門を今後保全、公開、活用していくにあたって、令和 6年度

（2024 年度）から行われる表門の移設・修復工事における、復原の方針ならびに煉瓦躯

体や木部、各種仕上げの修復方針について検討を行った。検討にあたっての基礎資料とし

て、令和 3年度（2021 年度）に行った歴史調査や資料調査、痕跡調査結果を用いた。 

 

ア 豊多摩監獄から中野刑務所に至る歴史 

※旧豊多摩監獄の歴史は、江戸時代の小伝馬町牢屋敷から始まるが、ここでは、小伝馬

町牢屋敷の流れを汲む市谷監獄が豊多摩郡野方村に移転したところから記載する。 

 

市谷監獄は、明治 43 年（1910）に豊多摩郡野方村に移転し、5 年の歳月をかけて大正

4 年（1915）に竣工し、同年、市谷監獄から豊多摩監獄へと名称が変更された。豊多摩監

獄は男子受刑者を拘禁することを目的に作られ、定員は 1400 名、普通監に累犯囚及び長

期の初犯囚、特別監に短期の初犯囚を拘禁した。 

豊多摩監獄の設計監督は、司法技師の横濱勉と後藤慶二、司法技手の久田喜一で、工事

主任を後藤慶二が務めた。敷地の総坪数は 40,641 坪 8 合（構内坪数（周囲塀内）15,966

坪、構外坪数 24,675 坪 5 合）、建物の総坪数は 8,452 坪 1 合（地坪15,183 坪 6 合）で、

外周の煉瓦塀は 491.73 間（約 900m）に及んだ。敷地は市谷の 3 倍、収容人員は 4 倍であ

る。工費予算は 640,000 円（竣功高 656,428 円 665 銭）、建設にあたっては、そのほとん

どが受刑者の労力によるもので、受刑者の延労働人口 120 万人、その内職工の技術を持つ

ものは 34 名にすぎなかった。 

その後、大正 11 年（1922）に、組織法上、豊多摩監獄から豊多摩刑務所に名称が改め

られた。翌 12 年（1923）には関東大震災が発生し、大損傷を受ける。死傷者は職員重傷

1 名、軽傷 1名、受刑者死亡 2 名であった。また、刑政の震災号に各刑務所建物の被害状

況が報告されており、豊多摩刑務所については以下抜粋の通りである。 

一、外圍煉瓦塀倒壊 七ヶ所 

地上三尺乃至八尺を餘し倒壊せるもの三百尺 

   以上の外倒壊せざる所と雖(ｲｴﾄﾞ)も殆ど全部亀裂を生ず 

一、構内仕切煉瓦塀倒壊 四拾間 

一、倉庫一棟崩壊 一棟半壊 

一、塵芥焼場倒壊 

一、検身場一部破壊 

一、監房は屋根墜落一ヶ所、獨居監房の大部分は内部に亀裂を生じ其他上壁数ヶ所墜落す 

一、工場(煉瓦造)二棟共に十数ヶ所亀裂を生ず 

 
1 地坪＝建坪 
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以上の外屋外の瓦は大部分落下或は粉砕す 

その他作業器具、當置器具の破壊尠なからず 

  甚大な被害を受けた豊多摩刑務所は、大部分を新築することとし、翌大正 13 年（1924）

12 月に復旧工事を起工している。復旧工事の設計者は司法省建築課で、小菅刑務所の設

計を行った蒲原重雄が、昭和 5～6年（1930～31）に豊多摩刑務所復旧工事に協力してい

たとの記録が残る。 

復旧工事の殆ど全部は収容者によって行われ、7 年の歳月を経て昭和 6 年（1931）5 月

10 日に竣工した。新築坪数は 6,252 坪余、改造坪数は 1,127 坪余（表門はこれにあたる）、

旧存坪数は 2,772 坪余で、工費は 989,767 円 52 銭である。敷地面積は震災以前から少し

縮小し 21,403 坪 6 合、庁舎敷地（構内坪数）は拡張され 21,403 坪 6 合と約 1.3 倍とな

った。庁舎敷地は拡大したが、収容定員は 1280 名に減っている（ちなみに収容者は刑期

10 年以下の初犯者）。これは、職員の休養設備の増加と、舎房を従来の放射型から、安定

した採光が得られる平行配置に変更したことが要因と考えられる。その他にも、中央庁舎

の周囲を「事情の許す限り刑務所在来の陰惨な気分から解放」するために池や庭園を配し、

構外にも「異常の激務に服する」職員の慰安施設（演武場等）を建設している。このよう

に、震災復旧時の設計は、受刑者並びに職員の環境改善を積極的に図ったことが伺える。 

昭和 16 年（1941）には治安維持法の改正に伴う予防拘禁制度の発足により、豊多摩刑

務所第 7 舎（赤煉瓦造り放射状舎房）が日本で唯一の東京予防拘禁所に指定され、多くの

思想犯が拘禁された。 

その後、昭和 20 年（1945）4 月 13 日には山手大空襲により豊多摩刑務所被爆。仮設工

場 1 棟を焼夷弾により焼失した。5 月 25 日には豊多摩刑務所及び東京予防拘禁所が被爆

し、官舎、工場 2 棟及び作業倉庫を全焼し、予防拘禁所は舎房 2 棟が大破した。また、同

年司法省が東京拘置所に移転し、東京拘置所は豊多摩刑務所へ、豊多摩刑務所は浦和刑務

支所跡へ移転した。 

昭和 21 年（1946）、豊多摩刑務所は連合国軍人、軍属等の犯罪者を収容する拘禁所に充

てるため、連合軍に接収される。拘禁所時代の詳細は現在不明であるが、古写真では表門

の裏にあった庁舎にペンキが塗られていたことがわかる。 

昭和 31 年（1956）9 月に 10 年ぶりに日本側に返還される。翌 32 年（1957）1 月に管内

施設の技能受刑者 155 名を集め復旧工事に就業、改修工事予算は 170,000,000 円で、ペン

キで塗られた刑務所の全面改装や教誨堂の改修、病舎の新築工事を行った。同年 7月 1 日

には中野刑務所が発足し2、日本ではじめての試みである「分類センター」として、また

「職業訓練所」のモデル処遇施設として再スタートを切る。以後、昭和 58 年（1983）の

廃庁までの 26 年間、中野刑務所時代は続いた。 

中野刑務所の移転運動は昭和 29 年（1954）から始まり、中野刑務所が再スタートした

 
2 中野刑務所が設置されたことに伴い、浦和市所在の豊多摩刑務所は浦和刑務所に改められた 
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ことで一度下火になったが、住宅の密集や交通量の激増といった都市化や、公害、騒音と

いった社会問題を背景に、昭和 41 年（1966）には中野刑務所解放運動が再燃した。各省

庁への陳情は 30 余回、区民大会 5回を経て、昭和 50 年（1975）法務大臣が「中野刑務所

廃止」を声明。昭和 58 年（1983）3 月をもって廃庁する旨が決まった。移転運動は 20 年

間におよんだ。中野刑務所廃庁前には地域住民の一般参観も行われた。 

昭和 58 年（1983）3 月 31 日に廃庁、4 月には解体工事に着手し、10 月末には表門以外

のすべての建物の解体が完了した。解体前・解体時には建築学会協力のもと映像記録が残

されており、解体時の調査報告書も株式会社間組によりまとめられている。 

刑務所解体後の敷地は、都の下水処理場（東京都下水道局中野水再生センター）、区の

防災公園（平和の森公園）、法務省矯正研修所東京支所となった。矯正研修所は平成 29 年

（2017）に昭島市に移転され、表門を含む敷地は財務省用地となる。その後、令和 3 年

（2021）に中野区が土地を取得し、敷地内に保存されていた表門は同年 6 月 4 日に中野

区指定有形文化財となった。 

次頁に、旧豊多摩監獄の変遷をまとめた年表（資料 3-1）と、旧豊多摩監獄の変遷に表

門についての内容を赤字で追記した年表（資料 3-2）を示す。 

 

【参考文献】 

『紀年寫眞帖』豊多摩監獄,大正 4年（1915） 

『監獄協會雑誌 第 28 巻 第 6 号』監獄協会,大正 4 年（1915） 

『建築雑誌 第 342 号』建築学会,大正 4 年（1915） 

『豊多摩監獄要覧』豊多摩監獄,大正 11 年（1922） 

『各刑務所建物配置図 大正 12 年現在』司法省,大正 12 年（1923） 

『刑政 震災号 第 36 巻 第 10 月号』監獄協会,大正 12 年（1923） 

『豊多摩刑務所落成記念』豊多摩刑務所,昭和 6 年（1931） 

『刑務所総覧 各刑務所配置図 昭和 7 年現在』司法省,昭和 7 年(1932) 

『建築雑誌 第 45 輯 第 549 号』建築学会,昭和 6 年（1931） 

『中野刑務所 20 周年記念』中野刑務所,昭和 52 年（1977） 

『中野のまちと刑務所』中野区企画部,昭和 59 年（1984） 

『史料としての竣工年代と設計者記名方式―小菅刑務所と蒲原重雄―』近江栄,昭和 46 年

（1971） 
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資料 3-1 旧豊多摩監獄年表 

■旧豊多摩監獄年表 

和暦 西暦 月 日 内容 備考 出典 

※旧豊多摩監獄の歴史は、江戸時代の小伝馬牢屋敷から始まるが、本年表では、小伝馬町牢屋敷の流れを汲む市谷監獄が豊多摩郡野方村に移転を計画するところから記載する 

明治 42 1909 5 19 市谷監獄建築事業が認定され、東京府豊多摩

郡野方村の用地買収が進められる 

市谷監獄新築計画書に配置図と建物概要あり 

表門は『煉瓦造二階建 貮拾四坪』 

市谷監獄建築事業認定ノ件 

添付：収用認定調書、市谷監獄新築計

画書 

明治 42 1909 5  工事着手 

 

『當初の一箇年は敷地買収と舊監獄（市谷監獄

を指すか）建物を取崩し現在敷地の一隅に運搬

假監建設等の豫備工事に全く之を費し』 

→市谷監獄の部材を解体し運搬した可能性があ

る 

紀年寫眞帖「監獄ノ沿革」 

明治 43 1910 3 31 市谷監獄、東京府豊多摩郡野方村に移転 明治 43.3 には外周の煉瓦塀と高見張ができて

いたことが古写真からわかる（須藤亮作アルバ

ムより：歴民所蔵） 

紀年寫眞帖「監獄ノ沿革」 

明治 43 1910 4  新監の工事に着手※1 

 

■工事関係技術家※2 

司法技師:山下啓次郎、横濱勉、後藤慶二（工事

主任） 

司法技手:北井治三郎(故)、久田喜一 

■設計監督※2 

横濱勉、後藤慶二、久田喜一 

※1：紀年寫眞帖「監獄ノ沿革」 

※2：建築雑誌 第三百四十二號 p68-

71 

大正 4 1915 3  工事竣工 大正 2 年における政府財政整理の結果、竣工が

1年延びた 

表門は『煉瓦造平屋建 二十八坪四合』 

紀年寫眞帖「敷地及建物坪数」 

大正 4 1915 5 20※3 『豊多摩監獄』に改称  豊多摩監獄要覧 

※3：中野刑務所開設二十周年記念 

p26 に日付が記載されている 

大正 4 1915 5 23 教誨堂において落成式を行う 司法技師山下啓次郎が工事報告を行った 

→報告内に『舊監古材使用』とある 

■落成式出席者 

鈴木司法次官/小山元司法次官/豊島法務局長/

谷田監獄局長/山下司法技師/牧野東京地方裁判

所長/中川東京地方裁判所検事正/谷野大審院刑

事/眞木監獄事務官 他 

監獄協會雑誌 第 28 巻 第 6 号 

大正 11 1922   『豊多摩刑務所』に改称 組織法の改正 中野まちと刑務所 P82 

大正 12 1923 9 1 関東大震災発生、大損傷を受ける 

全般の建造物に精密な検査を行い、大部分を

新築することに決定した※4 

 

■震災被害の概況※5 

・外圍煉瓦塀倒壊 七ヶ所 

地上三尺乃至八尺を餘し倒壊せるもの三百尺 

 以上の外倒壊せざる所と雖(ｲｴﾄﾞ)も殆ど全部

亀裂を生ず 

・構内仕切煉瓦塀倒壊 四拾間 

・倉庫一棟崩壊 一棟半壊 

・塵芥焼場倒壊 

・検身場一部破壊 

・監房は屋根墜落一ヶ所、獨居監房の大部分は

内部に亀裂を生じ其他上壁数ヶ所墜落す 

・工場(煉瓦造)二棟共に十数ヶ所亀裂を生ず 

以上の外屋外の瓦は大部分落下或は粉砕す 

その他作業器具、當置器具の破壊尠なからず 

※4：豊多摩刑務所落成記念「豊多摩刑

務所震災復舊工事概要」 

※5：刑政 震災號 第参拾六巻 第

十號 p15 

大正 13 1924 12 2 復旧工事起工 建築主：司法省※6 

設計者：司法省建築課※6 

施工者：直営※6 

監督者：司法省建築課※7 

豊多摩刑務所落成記念「豊多摩刑務所

震災復舊工事概要」 

※6：建築雑誌 昭和 6年 12 月 

※7：建築雑誌 昭和 6年 9月 

昭和 6 1931 5 10 復旧工事竣工 

工事の殆ど全部を収容者が行った 

・復旧工事において各建物は新築、改築、修繕に

分類され、表門は「改築」とされている※8 

・配置図に「表門（門衛所及喞筒置場）」と記載

あり※9 

※8：豊多摩刑務所落成記念「豊多摩刑

務所震災復舊工事概要」 

※9：刑務所総覧 13/211 

昭和 16 1941   豊多摩刑務所第 7舎（赤レンガ造り放射状舎

房）を「東京予防拘禁所」とする 

 中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p28 

昭和 20 1945   豊多摩刑務所内の東京予防拘禁所は府中刑

務所内に移転と決まる 

 中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p28 

昭和 20 1945 4～5  4/13 被爆により仮設工場 1棟焼失 

5/25 被爆により官舎、工場 2棟、作業倉庫

が全焼 

 中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p28 

昭和 20 1945   豊多摩刑務所は浦和刑務支所跡に移転 豊多摩刑務所を移転するために浦和刑務支所が

廃止される（刑政甲第 1611 号） 

中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p28 

昭和 21 1946   連合国軍人、軍属等の犯罪者を収容する拘禁

所に充てるため、連合軍に接収される 

 中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p28 

昭和 31 1956 9 25 豊多摩刑務所中野復旧作業場発足 

連合国軍側の拘禁所として使用されていた

旧豊多摩刑務所が 10 年 5 月ぶりに日本に返

還される（法務沿革誌） 

 中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p29 

昭和 32 1957 1 30 管内施設の技能受刑者 155 名を集め復旧工

事に就業 

 中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p29 

昭和 32 1957 7 1 『中野刑務所』発足  中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p29 

 
 
 



 

和暦 西暦 月 日 内容 備考 出典 

昭和 32 1957 9 25 開庁式 

 

唐沢法務大臣他 100 余名参列 

改修工事予算 1億 7000 万円 

中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p29 

昭和 52 1977 10 8 開設 20 周年記念文化祭開催。記念誌発行  中野のまちと刑務所「年譜」p87 

昭和 54 1979 2 14 昭和 58 年 3 月末日をもって廃庁が決定した

旨、所長から全職員に告知 

 中野のまちと刑務所「年譜」p87 

昭和 55 1980 5 21 廃庁に備え構内外の植木、芝等を近在施設へ

移設開始 

 中野のまちと刑務所「年譜」p88 

  9 9 敷地（84，000 ㎡）、建物及び工作物を大蔵省

へ所管換 

9/15 廃庁になるまで普通財産の無償使用につ

いて大蔵省に承認を得る 

中野のまちと刑務所「年譜」p88 

昭和 56 1981 3～  順次閉鎖 印刷作業のみ府中刑務所へ移設 中野のまちと刑務所「年譜」p88 

  5 25 中野区測量開始  中野のまちと刑務所「年譜」p88 

昭和 57 1982 6 9 収容人員ゼロとなる  中野のまちと刑務所「年譜」p89 

  6 27 地域住民の一般参観実施 3907 名  中野のまちと刑務所「年譜」p89 

  11 1 道場・志誠寮・第二クラブ・第三クラブ、西

宿舎 1棟 2戸解体工事完了 

 中野のまちと刑務所「年譜」p89 

昭和 58 1983 3 31 廃庁  中野のまちと刑務所「年譜」p89 

  4 2 刑務所施設解体着手 ○映像記録 

「豊多摩監獄」（豊多摩(中野)刑務所を社会運動

史的に記録する会） 

「建築解体 中野刑務所」(株式会社間組) 

○解体調査報告書 

「旧豊多摩監獄の解体調査報告書」(株式会社間

組 1985.01) 

中野のまちと刑務所「年表」p95 

  4 2 

～3 

地元住民等の刑務所跡見学会  中野のまちと刑務所「年表」p95 

  5 14 区、解体工事及び刑務所舎房の壁の一部切り

取り保存を都下水道局と打合せ 

一部切り取り保存の詳細不明 中野のまちと刑務所「年表」p95 

  10 28 表門以外の刑務所施設解体完了 北側の跡地は下水道局（都）と防災公園（区）と

して活用 

南側は法務省東京矯正管区管轄となり、矯正研

修所が建設される 

中野のまちと刑務所「年表」p95 

昭和 61 1986 3 25 東京矯正管区 外構工事完了 法務省矯正研修所東京支所として使用される 東京矯正管区 A工区外構工事完成図 

平成 29 2017   矯正研修所移転に伴い、財務省所管用地とな

る 

敷地及び表門は財務省の管理となる  

令和 3 2021   3 月、中野区土地取得 現在、敷地（敷地内既存建物含む）及び表門の管

理は中野区が行っている 

 

令和 3 2021 6 4 『旧豊多摩監獄表門』区指定有形文化財とな

る 

  

 
  



 

資料 3-2 表門の年表 

■表門年表 

和暦 西暦 月 日 内容 備考 出典 

※旧豊多摩監獄の歴史は、江戸時代の小伝馬牢屋敷から始まるが、本年表では、小伝馬町牢屋敷の流れを汲む市谷監獄が豊多摩郡野方村に移転を計画するところから記載する 

※赤字：表門についての記載 

明治 42 1909 5 19 市谷監獄建築事業が認定され、東京府豊多摩

郡野方村の用地買収が進められる 

市谷監獄新築計画書に配置図と建物概要あり 

→表門は『煉瓦造二階建 貮拾四坪』 

市谷監獄建築事業認定ノ件 

添付：収用認定調書、市谷監獄新築計

画書 

明治 42 1909 5  工事着手 

 

『當初の一箇年は敷地買収と舊監獄（市谷監獄

を指すか）建物を取崩し現在敷地の一隅に運搬

假監建設等の豫備工事に全く之を費し』 

→市谷監獄の部材を解体し運搬した可能性があ

る 

→表門小屋組には転用材が多くみられる 

紀年寫眞帖「監獄ノ沿革」 

明治 43 1910 3 31 市谷監獄、東京府豊多摩郡野方村に移転 明治43.3には外周の煉瓦塀と高見張ができてい

たことが古写真からわかる（須藤亮作アルバム

より：歴民所蔵） 

紀年寫眞帖「監獄ノ沿革」 

明治 43 1910 4  新監の工事に着手※1 

 

■工事関係技術家※2 

司法技師:山下啓次郎、横濱勉、後藤慶二（工事

主任） 

司法技手:北井治三郎(故)、久田喜一 

■設計監督※2 

横濱勉、後藤慶二、久田喜一 

※1：紀年寫眞帖「監獄ノ沿革」 

※2：建築雑誌 第三百四十二號 p68-

71 

大正 4 1915 3  工事竣工 表門は『煉瓦造平屋建 二十八坪四合』 

正面向かって右を「消防具置場」、左を「人民控

所及職員弁當置場」とした 

ただし、同史料内に、「人民控所 1ヶ所、喞筒置

場 1 ヶ所、門衛控所 1 ヶ所、中央通路」とも記

載あり 

正面には「市谷監獄」の看板が付く 

→同年 5/20 に「豊多摩監獄」となる 

紀年寫眞帖 

 

大正 4 1915 5 23 教誨堂において落成式を行う 司法技師山下啓次郎が工事報告を行った 

→『舊監古材使用』の見積高を報告している 

→表門の小屋組には転用材が多くみられる 

■落成式出席者 

鈴木司法次官/小山元司法次官/豊島法務局長/

谷田監獄局長/山下司法技師/牧野東京地方裁判

所長/中川東京地方裁判所検事正/谷野大審院刑

事/眞木監獄事務官 他 

監獄協會雑誌 第 28 巻 第 6 号 

大正 11 1922   『豊多摩刑務所』に改称 組織法の改正 中野まちと刑務所 P82 

大正 12 1923 9 1 関東大震災発生、大損傷を受ける 

全般の建造物に精密な検査を行い、大部分を

新築することに決定した※4 

 

■震災被害の概況※5 

・外圍煉瓦塀倒壊 七ヶ所 

地上三尺乃至八尺を餘し倒壊せるもの三百尺 

 以上の外倒壊せざる所と雖(ｲｴﾄﾞ)も殆ど全部

亀裂を生ず 

・構内仕切煉瓦塀倒壊 四拾間 

・倉庫一棟崩壊 一棟半壊 

・塵芥焼場倒壊 

・検身場一部破壊 

・監房は屋根墜落一ヶ所、獨居監房の大部分は

内部に亀裂を生じ其他上壁数ヶ所墜落す 

・工場(煉瓦造)二棟共に十数ヶ所亀裂を生ず 

以上の外屋外の瓦は大部分落下或は粉砕す 

その他作業器具、當置器具の破壊尠なからず 

→表門については被害状況の記載なし 

※4：豊多摩刑務所落成記念「豊多摩刑

務所震災復舊工事概要」 

※5：刑政 震災號 第参拾六巻 第

十號 p15 

大正 13 1924 12 2 復旧工事起工 建築主：司法省※6 

設計者：司法省建築課※6 

施工者：直営※6 

監督者：司法省建築課※7 

→後藤慶二の後輩で、小菅刑務所の復旧工事に

携わった蒲原重雄が豊多摩刑務所復旧に協力し

たといわれている※8 

豊多摩刑務所落成記念「豊多摩刑務所

震災復舊工事概要」 

※6：建築雑誌 昭和 6年 12 月 

※7：建築雑誌 昭和 6年 9月 

※8：「史料としての竣工年代と設計者

記名方式-小菅刑務所と蒲原重雄」近

江栄,昭和 41 年 

昭和 6 1931 5 10 復旧工事竣工 

工事の殆ど全部を収容者が行った 

・復旧工事において各建物は新築、改築、修繕に

分類され、表門は「改築」とされている※9 

・配置図に「表門（門衛所及喞筒置場）」と記載

あり※10 

→用途は創建時から変わっていないと考えられ

る 

※9：豊多摩刑務所落成記念「豊多摩刑

務所震災復舊工事概要」 

※10：刑務所総覧 昭和 7年 1月現在 

昭和 6年 1931 7 以前 刑政の口絵に落成式を挙げた豊多摩刑務所

の写真が掲載される 

表門向かって右側の石柱と鉄格子塀が写る 

→昭和 6の震災復旧工事で鉄格子塀が作られた 

→表門は写っていないが、痕跡より表門東面の

半円形の開口部と鉄格子塀は一体で作られて

いた 

 

昭和 16 1941   豊多摩刑務所第 7舎（赤レンガ造り放射状舎

房）を「東京予防拘禁所」とする 

 中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p28 

昭和 16 1941 6 以前 刑政から予防拘禁所特輯号がでる 「東京豫防拘禁所正門と同所員諸氏」として、表

門向かって左側の石柱と鉄格子塀前で記念写

真を撮影している 

→表門は写っていないが、痕跡より表門東面の

半円形の開口部と鉄格子塀は一体で作られて

いた 

刑政第五十四巻七月號第七號 



 

和暦 西暦 月 日 内容 備考 出典 

昭和 20 1945 4～5  4/13 被爆により仮設工場 1棟焼失 

5/25 被爆により官舎、工場 2棟、作業倉庫

が全焼 

表門については被害状況の記載なし 中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p28 

昭和 21 1946   連合国軍人、軍属等の犯罪者を収容する拘禁

所に充てるため、連合軍に接収される 

・通路から東側の部屋に出入りする開口上に

「SGT.OF THE GUARD」（守衛室）と記載あり。

接収時代の痕跡と考えられる 

・昭和 26 の古写真に、石柱、鉄格子塀、表門東

面の半円形の庇が写る 

中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p28 

昭和 31 1956 9 25 豊多摩刑務所中野復旧作業場発足 

連合国軍側の拘禁所として使用されていた

旧豊多摩刑務所が 10 年 5 月ぶりに日本に返

還される（法務沿革誌） 

 中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p29 

昭和 32 1957 1 30 管内施設の技能受刑者 155 名を集め復旧工

事に就業 

復旧工事の主な内容は不明 中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p29 

昭和 32 1957 7 1 『中野刑務所』発足 ・昭和 32 の返還直後の写真より、表門北面の東

側の開口部が、創建当時の掃き出しから窓に

改変されていることがわかる 

→改変時期不明 震災復旧 or 拘禁所時代 

・屋根がスレート葺から変更されている 

・表門は部屋としては使われておらず、リヤカ

ーや掃除器具を置いていた（ヒアリングより） 

中野刑務所開設二十周年記念「年譜史

料」p29 

昭和 58 1983 3 31 廃庁 ・昭和 58 の解体前の映像より、表門北面の東西

の開口部がどちらも掃き出しに改変されてい

る 

中野のまちと刑務所「年譜」p89 

昭和 58 1983 10 28 表門以外の刑務所施設解体完了 北側の跡地は下水道局（都）と防災公園（区）と

して活用 

南側は法務省東京矯正管区管轄となり、矯正研

修所が建設される 

中野のまちと刑務所「年表」p95 

昭和 58～ 1983～   法務省の矯正研修所となる 表門は矯正研修所敷地内に位置し、使われ方は

不明 

・昭和 58 に掃き出しだった北面の東西の開口部

をどちらも窓に改変 

・屋根を改修し、破風を取り付ける 

※いずれも時期は不明 

 

平成 29 2017   矯正研修所移転に伴い、財務省所管用地とな

る 
  

令和 3～ 2021～   3 月、矯正研修所跡地を区が取得し、表門も

区の管理となる 

【現在】 

6 月 4日「旧豊多摩監獄表門」区指定有形文化財

となる 
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イ 資料・痕跡調査に基づく変遷考察 

令和元年度（2019 年度）に行われた学術調査では、現在の姿に近くなった（東面に円

形の開口部と庇ができた）のは拘禁所時代（昭和 21 年（1946）〜昭和 31 年（1956））で

あったと推測したが、今回業務でより詳細な痕跡調査や資料調査を行った結果、大正 11

年（1922）の「監獄官制改正」により監獄から刑務所への呼称変更に代表されるイメージ

の刷新といった行刑制度の転換の翌年に発生した、関東大震災の復旧工事による改修に

よるものであることが判明した。 

建物の変遷期と改修履歴を以下の表にまとめた。また、復原年代等の設定にあたって作

成した考察資料を資料 4 として次頁以降にまとめる。 

  

 図 1-1 建物の変遷期と改修履歴 

変遷期 年代 改修履歴等 

１期 創建時 明治 42 年(1909)着工

～大正4年(1915)竣工

～大正 10 年(1921) 

－ 

２期 豊多摩刑務

所時代 

大正 11 年(1922)～ 

昭和 20 年(1945) 

・豊多摩監獄から豊多摩刑務所へと名称

の変更 

・「元守衛室」の東面に半円形の受付窓と

庇を新設 

・「元守衛室」の北面開口部を掃き出しか

ら窓に改修 

・通路から「元守衛室」へ通ずる出入口を

新設 

・表門両脇の塀を煉瓦塀から竪格子塀に

改修 

３期 拘禁所時代 昭和 21 年(1946)～ 

昭和 31 年(1956) 

・「元守衛室」の出入口上に英字の室名

「SGT. OF THE GUARD」（守衛室）を記載 

４期 中野刑務所

時代 

昭和 32 年(1957)～ 

昭和 58 年(1983) 

・屋根をスレート葺から瓦棒葺に改修 

・「元守衛室」北面の開口部を窓から掃き

出しに改修 

・「部屋」北面の開口部を窓から掃き出し

に改修 

・「通路」正面に木製柵を設置 
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変遷期 年代 改修履歴等 

５期 廃庁以降 昭和 58 年(1983)～ 

令和 3 年(2021) 

・「元守衛室」北面の開口部を掃き出しか

ら窓に改修 

・「部屋」北面の開口部を掃き出しから窓

に改修 

・通路南北の大扉以外の建具を取替 

・屋根をカラー鉄板段葺に改修 

 ※瓦棒葺を残したまま改修している 

・周辺地盤の嵩上げ 

 現在(区所有)  － 

 



１）旧豊多摩監獄表門の変遷

年代・主な出来事

明治42年（1909）5月19日

明治42 工事着手

大正4　工事竣工

着工から6年の歳月を経て、大正4年に

竣工。表門については竣工時の『記念

写真帳』より「煉瓦造平屋建二十八坪

四合」で、表門の写真解説に「正面向

かって右を消防具置場、左を人民控所

及職員弁當置場」と記載がある。※た

だし同史料内の「敷地及建物坪数」で

は「人民控所1ヶ所、喞筒置場1ヶ所、

門衛控所1ヶ所、中央通路」とも記載あ

り。

　～大正10年（1922）

昭和21年（1946）

　～昭和31年（1956）

昭和32年（1957）

　～昭和20年（1945）

令和3年（2021）

１期:豊多摩監獄設計図(『後藤慶二氏遺稿』) １期:創建時正面(『記念写真帳』) １期:創建時背面(同左)

３期
左側に表門が一部写る
(中野区提供)

４期:年代不明

４期:昭和32年　返還直後(『中野刑務所開設20周年記念』)

４期:昭和57年 解体前の映像(『豊多摩監獄』)

５期:現在の表門　正面（南面） ５期:現在の表門　北東面 ５期:現在の表門　背面（北面） ５期:現在の正門　西面

２期:震災復旧工事後の鳥瞰写真
(『刑務所総覧 各刑務所配置図 昭和7年現在』)

２期:終戦直後の豊多摩刑務所
(『中野のまちと刑務所』)

創
建
時

豊
多
摩
刑
務
所
時
代

拘
禁
所
時
代

中
野
刑
務
所
時
代

変遷
期

廃
庁
以
降

大正11年（1922）

　～昭和58年（1983）

昭和58年（1983）

平成29年（2017）

明

治

大

正

昭

和

平

成

令

和

１期

２期

３期

４期

５期

時
代

２期:昭和6.7月以前
(『刑政 第44巻7月号』)

２期:昭和16.6月以前(『刑政 第54巻7月号』)
表門脇の鉄格子塀が写る

古写真等室の使われ方

大正13 震災復旧工事起工

昭和6　復旧工事竣工

昭和20 東京大空襲で被災

　　   刑務所の大半を焼失

大正11年、監獄官制改正に伴い名称を

変更。翌大正12年の関東大震災で煉瓦

塀等多くの建物が倒壊、表門の被害状

況については確認されていない。

震災の翌年から震災復旧工事が始まり7

年の歳月を経て、昭和6年に竣工。多く

の建物を新築する中、表門は「改築」

された。史料並びに痕跡より、東面の

円形庇及び開口部と表門脇の鉄格子塀

は震災復旧工事によるものと推定され

る。復旧工事の設計者は司法省建築課

で、小菅刑務所を設計した蒲原重雄も

協力していたとされる

昭和21 拘禁所に充てるため

　　   接収される

昭和31 日本に返還

戦後10年間、米軍に接収され拘禁所に

充てられた。

創建時に掃き出しだった北面東側の開

口は窓に改変されている。

[３期以前の改修]

表門概要／改修履歴

昭和32 復旧工事始まる

昭和32 中野刑務所発足

昭和54 廃庁決定

昭和58 3月 廃庁

　　   解体工事着手

       10月 完了

返還後、中野刑務所が発足し、廃庁ま

での26年間使用された。

３期では窓であった北面の開口部が、

中野刑務所時代にはどちらも掃き出し

に改変されている。屋根はスレート葺

から瓦棒葺に変更している。

また、解体時に両脇の鉄格子塀も取り

外されたが、門扉は保管されている。

　～平成29年（2017）

法務省矯正研修所東京支所

として使用される

財務省用地となる

中野区用地となる
6月中野区指定有形文化財
となる

中野刑務所廃庁後、表門は矯正研修所

敷地内に残された。室の使われ方は不

明であるが、この時、４期では掃き出

しであった北面の開口部が、どちらも

窓に改変されている。

屋根はｶﾗｰ鉄板段葺きに替えられ、腰

折れ屋根下部のｽｶｰﾄ状の跳ね上がりは

直線に改変された。また、その際に破

風がつけられた。

N

通路

通路

通路

不明不明 不明

:出入口

赤は推定

守衛室不明

○『刑務所総覧 昭和7年1月現在』より
「表門（門衛所及喞筒置場）」と記載あり

○『記念写真帳』敷地及建物坪数では
「人民控所1ヶ所、喞筒置場1ヶ所

門衛控所1ヶ所、中央通路」と記載あり
⇒喞筒(ﾎﾟﾝﾌﾟ)置場＝消防具置場か

⇒門衛控所の場所不明

消防具
置場

人民控所
職員弁當

置場

マド

マド マド

マド マド

マド マド

マド マド

マド マド

マド マド

マド マド

豊
多
摩
刑
務
所
（
司
法
省
）

拘
禁
所
（
連
合
軍
）

中
野
刑
務
所
（
法
務
省
）

名称
(所有)

（
中
野
区
）

矯
正
研
修
所
（
法
務
省
）

（
財
務
省
）

豊
多
摩
監
獄

（
司
法
省
）

市
谷
監
獄

（
司
法
省
）

４期:昭和50年代

※室名は『記念写真帳』の
写真解説より

大正11 豊多摩刑務所に改称

大正12 関東大震災で被災

　　   大損傷を受ける
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物置
職員
控室

物置

マド マド

N

N

N

N



１期 創建時（設計図）　『後藤慶二氏遺稿』 １期 創建時（竣工写真）『記念写真帳』

４期 昭和50年代の写真（中野刑務所時代）
５期　現在の写真

※煉瓦塀
高さ:15尺2寸
　　(4605.6㎜)

※控柱:
2間間隔

犬走りがまわる

建具(上げ下げ窓)[後補,昭和58以降]
※格子は当初と推定建物両側の煉瓦塀は撤去され、

鉄格子塀、門扉、石柱がみられる
[昭和6以前,震災復旧時の改修か]

周辺地盤は昭和58以降に盛土している

破風[昭和58以降］

※写真は背面

大扉は黒っぽく写る

大扉は白っぽく写る
(拘禁所時代にペンキが塗られたか)

創建時写真にも写る

現在の大扉
創建時の写真より
鉄板部分の色が薄い

屋根改修時に破風が取り付
く[昭和58以降の改変]

刑務所

レリーフ、部屋内に保管
※台風で落下

正面

建築物

正面図

※混凝土造の笠石

建具(上げ下げ窓)[後補,昭和58以降]
※格子は当初と推定

破風[昭和58以降]

昭和6の写真に写る
⇒鉄格子塀は
　震災復旧時の改修か

２期 昭和6年の写真
『刑政 第44巻7月号』

※は『記念写真帳』の記載による

木製柵

２）現況・資料照合 －正面(南)立面－
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※中仕切煉瓦塀
高さ:10尺(3030)

掃出し
両開き板戸

上げ下げ窓か
※格子なし

※便所 窓に改変[震災復旧時の改修か]
建具は確認できず

無かった可能性もある 窓
建具種類不明
塞がれているか

円形庇あり

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀

屋根：瓦棒葺(緑色)

掃出しに改変

窓から掃き出し(両開き腰付ｶﾞﾗｽ戸)
に改変［昭和32～57の間］

既存鋼製建具
腰部に幕板がつく

１ 創建時（竣工写真）『記念写真帳』
３ 昭和32年7月（米軍から返還後）の写真
　『中野刑務所開設20周年記念』

４ 昭和57年（解体前）の映像より　『豊多摩監獄』 ５ 現在の写真

掃出しに改変

庇がつく

噴水池
[昭和6,震災復旧時の改修]

上げ下げ窓に改変
[昭和58以降]

屋根材不明、白っぽく写る
(昭和20年代はｽﾚｰﾄ葺)

鉄格子塀撤去
[昭和58以降]

腰部の幕板が撤去される

屋根：カラー鉄板
　　　段葺[昭和58以降]

※鉄格子造の建具

※煉瓦塀
高さ:15尺2寸
　　(4605.6㎜)

※中仕切煉瓦塀
高さ:10尺(3030㎜)

建物両側の煉瓦塀は撤去され、
鉄格子塀、門扉、石柱がみられる
[昭和6以前,震災復旧時の改修か]

鉄格子塀撤去
[昭和58以降]

上げ下げ窓に改変
[昭和58以降]

※は『記念写真帳』の記載による

３）現況・資料照合 －背面(北)立面－
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３期 昭和26年(拘禁所時代)の写真　中野区提供 ４期 年代不明　昭和31年以降（中野刑務所時代）の写真か

屋根：スレート葺か

円形庇

石柱 石柱

有刺鉄線

鳥居状のものに照明がつく

ペンキが塗られている

門扉
鉄格子塀 鉄格子塀

[昭和6以前,震災復旧時の改修]

円形庇

屋根：瓦棒葺

石柱 石柱

ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ

門扉鉄格子塀 鉄格子塀

開き戸か縁石 土間

壁の補修跡が確認できる

５期 現在 屋根：カラー鉄板
　　　段葺[昭和58以降]

壁の補修跡

鉄格子塀撤去[昭和58以降]

煉瓦目地改修跡、煉瓦表面に傷
⇒２期の仮塀跡か

【東面の円形庇と開口部について】

①昭和6年撮影の古写真より、表門両脇の鉄格子塀と門柱、門扉が写っている

　⇒震災復旧時の改修工事によるものと推定

②痕跡調査より、円形庇下に土間と鉄格子塀の基礎と思われる敷石がみられる

　⇒円形庇と鉄格子塀は一体であったと推定

①②より、円形庇及び開口部は昭和6年の震災復旧時の改修と推定

土間

縁石が一部残る
[時期不明]

鉄格子塀基礎(推定)

土間、端部切断

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ@710

鉄格子塀取り付き跡(推定)

昭和6年の写真
『刑政 第44巻7月号』

４）現況・資料照合 －東立面－
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⑪開口上下に
　創建時の仕様なし
　⇒後補の開口部
　[２or３］
⑫開口上に室名が残る
　[３]

⑤床痕跡：床表面に環状の傷
　　　　　⇒床材を剥がした際の痕跡[時期不明]

㉔現状地盤より下の
煉瓦壁面に犬走り痕跡[１]

N

+153

⑬煉瓦積直し[５]

１：創建時（大正4～大正10）

２：関東大震災後の復旧（大正11～昭和20）による改変

３：拘禁所時代（昭和21～昭和31）の改変

４：中野刑務所時代（昭和32～昭和58）の改変

５：廃庁後（昭和58以降）の改変

㉖２期の仮塀撤去跡[２]

㉙犬走りが残る[２]

①煉瓦積直し[５]

㉓２期の仮塀撤去跡[２]

㉒１期の煉瓦塀撤去跡[１・２]

㉗鉄格子塀基礎が残る[２] 御影石、一部ｺﾝｸﾘｰﾄ

㉘切断されたｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ[２]

+153

+542

+577

±0

⑭腰壁:ﾓﾙﾀﾙによる
改修跡[５]

④床痕跡：床に置床の痕跡
　　　　　巾木表面(FL+65)に床仕上げの痕跡[時期不明]

②腰壁:ﾓﾙﾀﾙによる
改修跡[５]

⑥床痕跡：黒い床材が一部残る、ﾘﾉﾘｳﾑか[時期不明]

⑤床痕跡
別途記載

⑥床痕跡
別途記載

④床痕跡:別途記載

部屋 床痕跡

⑲　：ﾓﾙﾀﾙ補修跡(140×140程度)
　35×35×D60の穴を埋めている
　⇒間仕切り壁の痕跡か[時期不明]
　同位置の壁と天井にも間仕切り壁の痕跡

⑱　：ﾓﾙﾀﾙ補修跡(φ50、単管か)×5ヶ所
　⇒間仕切り壁の痕跡か[時期不明]

　：旧照明［１］

⑳部　　屋⇒照明欠失、木製台のみ残る×6ヶ所

㉑元守衛室⇒照明、木製台とも欠失。跡のみ残る×2ヶ所

－凡　例－

赤字：改変時期が未確定の痕跡

：開口部周りにﾓﾙﾀﾙ補修跡

　⇒建具の取替[５］

③

⑦

⑧
⑨

⑩

⑮

⑯

⑰

㉕１期の煉瓦塀撤去跡[１・２]

煉瓦舗装[５]

土留め石:御影石積[５]

縁石:煉瓦[５]縁石:煉瓦[５]

土留め石:御影石積[５]

階段[５]

煉瓦舗装[５]

階段[５]

部　屋

通　路

元守衛室

痕跡図 S=1/100

５）痕跡図
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資料 4-6 変遷考察資料 
６）痕跡写真-1 

①煉瓦積直し[５] ②③ﾓﾙﾀﾙ補修跡[５] ④置床の痕跡[時期不明] ⑤床材を剥がした際の痕跡[時期不明] ⑥黒い床材が一部残る[時期不明] 

  

 

  

⑦窓周りにﾓﾙﾀﾙ補修跡[５] ⑧開口部周りにﾓﾙﾀﾙ補修跡[５] ⑨⑩開口部周りにﾓﾙﾀﾙ補修跡[５]  ⑪後補開口部(開口上下に創建時仕様なし)[２or３] 

⑫開口上に室名表記[３] 

       

⑬煉瓦積直し[５]  ⑭⑮ﾓﾙﾀﾙ補修跡[５] ⑯開口部周りにﾓﾙﾀﾙ補修跡[５] ⑰開口部周りにﾓﾙﾀﾙ補修跡[５] ⑱床にﾓﾙﾀﾙ補修跡(単管が一部残る)[時期不明] 

      

床仕上げの痕跡 

巾木 床表面に環状の傷 

黒い床材 

リノリウムか 

ﾓﾙﾀﾙ 

⑩ 

⑨ 
⑩ 

⑪陸迫アーチなし 

⑪石敷居なし 

⑫開口上の室名 

「SGT.OF THE GUARD」 

直訳すると「警備の軍曹」⇒守衛室か 

巾木:ﾓﾙﾀﾙ洗い出しから煉瓦積に改修(①も同様) 

ﾓﾙﾀﾙ洗い出し 



資料 4-7 変遷考察資料 
６）痕跡写真-2 

⑲床にﾓﾙﾀﾙ補修跡[時期不明] ⑲壁と天井に間仕切り壁の痕跡か[時期不明] ⑳旧照明の木製台が残る[１] ※機器は欠失 ㉑旧照明の跡が残る[１] ※機器、木製台欠失 

    

 

 

 

㉒１期の煉瓦塀撤去跡[１・２] ㉓仮塀撤去跡[２]  ㉔煉瓦壁面に犬走の痕跡[１] ㉕１期の煉瓦塀撤去跡[１・２] ㉖仮塀撤去跡[２] 

     

㉓㉖共通 仮塀接続部の煉瓦表面に傷※写真は㉓ ㉗鉄格子塀の基礎が残る[２] ㉘切断されたｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ[２] ㉙犬走りと縁石が一部残る[２]  

    

㉒ ㉓ 

㉒ ㉓ 

ﾓﾙﾀﾙが一部残る 
㉕ ㉖ 

犬走り 

縁石:御影石 基礎 

犬走り 

基礎 

基礎(御影石) 基礎(ｺﾝｸﾘｰﾄ) 

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 
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現況平面図　S=1/100

N

い
又
に

又
と ぬろ は ほ へ ち り

一

二

三

四

五

小屋番付

：推定

旧番付以外の墨書

東側の室のみ旧吊木受痕跡あり
⇒天井改修されているか[時期不明]

小屋組でみられた番付

小屋束北面　旧番付「ろ四」 小屋梁天端　旧番付「又と四」 小屋梁天端　旧番付「ぬ三」

　小屋組の各部材には、北面を番付面とし、南西隅から桁行に「い・ろ・は…ぬ」、梁間に「一・二・三…五」とつける組み合わせ番付

が見られた。

　これらの番付は、部材状況等から、創建時に記された番付と考えられる。

痕跡

梁天端の欠き込み＋釘穴痕跡

天井吊木受け材の痕跡。吊木受け材を取り

外した可能性が高い（天井の改変痕跡）

未使用枘穴を持つ吊木、天井野縁

一部の部材に、未使用の枘穴等の痕跡が見られ

た。竣工時の『紀年寫眞帖』より、「旧監獄建

物(市谷監獄を指すか)を取崩し現在敷地の一隅

に運搬仮監建設～」と記載あり。市谷監獄の転

用古材が使われている可能性もあるが、表門の

部材がこれにあたるかは不明。

※○は判読不能

　一部の部材では、側面（記載面は統一されていない）に、上から「木拾い調書の番号と思われる

もの／材の長さ／断面寸法／建物名もしくは室名／部材名／員数」の記載が確認された。「木拾」

という墨書や規格寸法、員数の記載もあることから、木拾い表をもとに各部材の検品作業が行われ

た可能性が考えられる。

　建物名もしくは室名の部分では、「表門」だけでなく「事務所」や「分房監」といった異なる建

物名称がみられるとともに、部材名には「挟梁」「胴差」「野縁」「野縁受」「筋違」「棰」「タ

ルキ」といった墨書もみられたが、部材名通りに部材が使われていないものがみられた。（例えば

「筋違」が野縁や野縁受に、「野縁受」が垂木に使われているものもある）

　このような部材には未使用の枘穴や欠き込みがみられることから、転用材を使用している可能性

が指摘された。『紀年寫眞帖』の記述によれば、豊多摩監獄建設にあたっては、「（市谷監獄を指

すと思われる）旧監獄建物を取崩し現在敷地の一隅に運搬仮監建設～」と書かれているため、市谷

監獄の部材を転用した可能性が考えられた。

表 門 小 や
中 央 通 路 上 梁

事務所筋違

分
房

監
野

縁

通路の小屋梁の墨書
建物名だけでなく室名（「中央通
路」）の墨書もみられた

元守衛室の野縁受の墨書
「事務所」「筋違」と書かれた部
材が野縁受として使われている。
未使用の欠き込みあり

方杖の墨書
小屋組を構成する方杖に
「分房監野縁」と墨書あり。
分房監が何を指すかは不明

部屋の小屋梁

未使用の欠き込み

木 拾 ○ ○ 長 拾 三 尺 表 門 小 屋 梁 拾 本 □

四 寸 五 分

三 寸

木拾い調書の番号と
思われるもの

部材寸法
(長さ)

部材寸法
(断面寸法)

建物名
もしくは室名

部材名 員数

７）痕跡図（小屋裏）
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上げ下げ窓

鉄格子 鉄格子

上げ下げ窓

鋼製両開き戸
(潜戸付)

石敷居

犬走り 犬走り

鉄格子鉄格子

上げ下げ窓

コーナーガード

煉瓦塀:高さ15尺2寸
(4605.6㎜)

1
枚

半

石張

石敷居

木製両開き戸
(板戸又はガラリ戸)

木製両開き戸
(潜戸付)

片
開

き
戸

煉瓦塀:高さ15尺2寸
(4605.6㎜)

石敷居

石敷居

N

門衛控室
人民控室

部　屋

通　路

通　路

喞筒置場

元守衛室 

④木製両開き戸
⇒窓(形式不明)

③壁⇒掃き出し
　外部:洗出し仕上

⑦壁⇒窓[時期不明]
通路側:洗出し仕上 

⑥壁⇒掃き出し
[2or3]

②壁⇒開口(受付台)
　外部:洗出し仕上

②円形庇:洗出し仕上

②縁石

縁石

②犬走り

植栽帯植栽帯

⑤腰壁:
ﾓﾙﾀﾙの上、塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ製の仮塀
※復旧工事完了後に撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ製の仮塀
※復旧工事完了後に撤去

N

鉄格子塀 開き戸 両開き戸
(鉄格子)門柱 門柱

鉄格子塀

①

鉄格子塀開戸
(鉄格子) 門柱門柱

鉄格子塀

①

通　路

通　路
※不明

元守衛室

※不明

部　屋 

屋根:天然スレート葺き

１期 創建時：明治42年(1909)着工～大正4年(1915)竣工～大正10年(1921)

２期 豊多摩刑務所時代：大正11年(1922)～昭和20年(1945)

屋根:天然スレート葺き

【1期からの変更】

震災で倒壊した煉瓦塀を
撤去し、鉄格子塀に変更

① 昭和6年の写真に鉄格子塀が写る

東面に受付機能を持つ円
形の開口部と庇ができる

② 痕跡より、①の鉄格子塀と円形
の開口部は一体で造られている
ため、①と同時期の改修と推定

北面東側の開口を掃き出
しから窓に変更

④ 昭和32年の返還直後の古写真で
は窓になっている＝2期or3期の
改変
③の改変に伴い、掃き出しから
窓にしたと推定

東面に外部との出入口を
新設

③ ②と一体で造られているため、
②と同時期の改修と推定

元守衛室の腰壁をﾓﾙﾀﾙ塗
に改変

⑤ ④の改変に伴う改変と推定

通路東面に出入口を新設⑥ 出入口上に英語の室名があるた
め、拘禁所時代には開口部があ
ったと推定＝2期or3期の改変

変更内容 根　拠

現部屋名

当時の部屋名
もしくは用途

－凡　例－

現部屋名

当時の部屋名
もしくは用途

－凡　例－

通路東面に窓を新設⑦ 時期不明であるが、元守衛室の
改修と合わせて行ったと推定し
2期に設定

※室用途について

　『刑務所総覧 昭和7年1月現在』より、

　「門衛所」と「喞筒(ﾎﾟﾝﾌﾟ)置場」と

　記載があるが、どちらの室かは不明

資料4-9　変遷考察資料 ８）変遷図-1



   

①窓⇒庇＋両開き戸
(腰上はｶﾞﾗｽ)

②窓⇒両開き戸
(腰上はｶﾞﾗﾘ＋ｶﾞﾗｽ)

植栽帯

鉄格子塀両開き戸
(鉄格子) 門柱門柱

鉄格子塀

④犬走り

N

鉄格子塀 開き戸 両開き戸
(鉄格子)門柱 門柱

鉄格子塀

⑤木製柵

職員控室

部　屋

物　置

通　路

物　置

元守衛室 

③開口上に
「SGT.OF THE GUARD」
と記載

縁石[推定]

植栽帯植栽帯

②窓(形式不明) ①窓(形式不明)

N

鉄格子塀開戸
(鉄格子) 門柱門柱

鉄格子塀

鉄格子塀 開き戸 両開き戸
(鉄格子)門柱 門柱

鉄格子塀
通　路

通　路

守衛室

元守衛室

不　明

部　屋 

屋根:天然スレート葺き

③屋根:瓦棒葺き

【3期からの変更】

北面東側の開口を窓から
掃き出しに変更

① 昭和57年の解体前の映像記録よ
り

北面西側の開口を窓から
掃き出しに変更

② 昭和57年の解体前の映像記録よ
り

北面庇下の犬走り範囲変
更か

④ 昭和57年の解体前の映像記録よ
り　※不鮮明なため推定

屋根を瓦棒葺きに改修③ 昭和57年の解体前の映像記録よ
り

変更内容 根　拠

３期 拘禁所時代：昭和21年(1946)～昭和31年(1956)

４期 中野刑務所時代：昭和32年(1957)～昭和58年(1983)

【2期からの変更】

北面東側の窓形式変更か① 昭和32年の返還直後の古写真で
は窓が黒く写り建具が確認でき
ない。建具がなかった可能性も
ある

変更内容 根　拠

北面西側の窓形式変更か② 昭和32年返還直後の古写真では
窓が塞がれているように写る

通路東面の開口上に英語
で室名を記載

③ 痕跡より。現在も残る

正面通路前に木製柵設置⑤ 昭和50年代の写真より

現部屋名

当時の部屋名
もしくは用途

－凡　例－

現部屋名

当時の部屋名
もしくは用途

－凡　例－
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UP

UP

植栽帯植栽帯

④
鋼

製
片

開
き

戸
(
新

)
内

開
き

か
ら

外
開

き
に

変
更

か

②両開き戸⇒窓 庇+両開き戸⇒窓

④
鋼

製
片

開
き

戸
(
新

)

③上げ下げ窓(新) ③上げ下げ窓(新)

⑤周辺地盤かさあげ

⑤周辺地盤かさあげ

⑤周辺地盤かさあげ

N

④
引

き
違

い
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
窓

(
新

)
は

め
殺

し
窓

(
新

)

④鋼製片開き戸(新)

⑤周辺地盤かさあげ

不　明

通　路

不　明

元守衛室

不　明

部　屋 

⑥屋根:カラー鉄板段葺き

５期 廃庁以降：昭和58年(1983)～令和3年(2021)

【4期からの変更】

北面東側の開口を掃き出し
から窓に変更

① 矯正研修所建設時の改変か
開口周りの煉瓦が新しい

変更内容 根　拠

北面西側の開口を掃き出し
から窓に変更

② 矯正研修所建設時の改変か
開口周りの煉瓦が新しい

南面の上げ下げ窓取替え③ ①②と同じ上げ下げ窓となって
いる

建具取替え④ 比較的新しい建具であるため、
昭和58年以降の改変と推定

周辺地盤のかさあげ⑤ 矯正研修所建設に伴い盛り土
（約580㎜）

屋根をカラー鉄板段葺きに
改修

⑥ 矯正研修所建設時の改変か
現況の仕様

【時期不明な変更、もしくは創建時仕様】

・元守衛室に間仕切りがあった可能性あり。時期は不明

・元守衛室天井をやり替えた可能性もあり

　※梁天端に吊木受けの欠き込みと釘痕跡が残る

・部屋の床がリノリウムだった時代あり

・部屋の床がシート貼だった時代あり

・部屋の床が置床だった時代あり

現部屋名

当時の部屋名
もしくは用途

－凡　例－
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 ウ 復原年代と復原方針 

上記ア及びイの考察を基に、表門を復原するにあたっての方針を定めた。 

 

１）復原の方針 

表門の痕跡及び資料調査により、創建時を含め、現在までに 5 期の変遷があったことが

確認されている。 

文化財の価値を特に有する時期は、『旧豊多摩監獄表門 中野区文化財指定調書』（1-13

～1-20）により創建期であることは明らかであるが、現在の表門の姿は、ほぼ 2 期の豊多

摩刑務所時代に改変されたものである。この改変は大正 11 年（1922）の「監獄官制改正」

により監獄から刑務所への呼称変更に代表されるイメージの刷新といった行刑制度の転

換期の翌年に発生した関東大震災の復旧工事と合わせて行われたものであり、東面には

受付の機能が付加され、円形の窓とコンクリート造の円形庇が設けられた。 

これにより表門は、創建当時の後藤慶二設計の意匠を残しつつも、行刑制度の転換期に

行われた震災復旧工事による改変も残る貴重な遺構と考えられ、その保存状態も良いこ

とから、現在の姿が整った 2 期の豊多摩刑務所時代を復原年代として復原方針の検討を

行った。 

 
２）復原年代の設定 

建物の復原年代は、2 期の豊多摩刑務所時代（大正 11 年（1922）～昭和 20 年（1945））

とする。 

また、外構については、最も写真資料のある豊多摩刑務所時代～拘禁所時代（大正 11 年

（1922）～昭和 26 年（1951））の古写真等の資料を基に、情景再現のひとつとして整備す

る。 

 

３）復原基本方針 

本建物は、2期の豊多摩刑務所時代の姿を良く留めてはいるものの、2期以降の改変に

より復原年代の姿が変わっている部分・部位については、各種調査結果に基づき復原整備

を行うこととする。ただし、復原年代の痕跡や仕様が失われており、かつ復原根拠となり

得る資料が乏しい部分・部位については、現状のまま保全することを復原基本方針とする。 

 

復原可能な部分 

仕様・痕跡調査や古写真等の資料調査結果を基に復原可能な以下の部分については、

現状変更を行い復原整備を行う。 

 
・地盤高さ 

表門周辺の地盤は、中野刑務所解体後、矯正研修所として整備された際に当時の地盤
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から約 550 ㎜程度かさ上げされていることが、地中に残る犬走の痕跡や古写真等の資

料より明らかであり、復原年代の地盤と建物の高さの関係に復原する。 

 
・屋根 

復原年代の屋根は創建時同様の天然スレート葺きであったことが古写真等の資料か

ら明らかであり、天然スレート葺きに復原を行う。天然スレート葺き屋根の仕様につい

ては、現状屋根の下に残る天然スレート葺屋根下地の下地状況、釘跡、天然スレートの

破片等の痕跡資料を基に、実施設計時に詳細な検討を進める。また、屋根下地は一部漏

水等による腐朽等は見られるが、修理を行うことで再用が可能である。 

 
  資料等が少なく復原根拠が不十分な部分 

改変前の痕跡等が欠失しており、かつ復原年代の資料が少ない部分については、復原

根拠が不十分であるため、現状のまま保全とする。ただし、今後の現地調査や、資料調

査により新たな根拠が発見された場合は、調査結果に基づき復原に向けて検討を行う

こととする。 

 
・樋（軒樋・竪樋） 

屋根の復原にあわせて樋の設置も行うが、復原年代の樋の仕様ならびに位置は不明

である。樋の大きさは、表門西側の地中から発見された樋受け石と思われるもの（年代

不明）から、おそらくφ100～110 程度である。位置は現状のままとして計画する。 

 
・開口部の煉瓦積み工法と建具形式及び意匠 

北面の通路以外の各室の開口部は創建時から何回か改修が行われており、現状は近

年の改修により掃き出しから通常の窓へと積み直されたものである。2 期の豊多摩刑務

所時代に復原した場合、北面の開口部は現状と同じく窓であったと推定されるが、旧状

を示す痕跡が失われており、また古写真からは煉瓦の積み方や建具の意匠といった詳

細までは確認できないことから、復原は行わず現状のままとする。 

 
・建具 

「部屋」と「元守衛室」の南面及び北面の上げ下げ窓や鋼製建具等は、中野刑務所廃

庁後に取り替えられた建具である。前身建具及び復原年代の建具は既に失われており、

また当時の仕様や意匠がわかる資料も確認されていないため、復原は行わず現状のま

まとする。 

 
・「部屋」「元守衛室」の内部仕上 

「部屋」と「元守衛室」の内壁は、煉瓦躯体の上に生漆喰、砂漆喰、漆喰、塗装の順
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に塗り重ねているが、塗装は層の変遷回数にムラがあり、復原年代の色を断定すること

ができなかった。そのため、現時点で明らかな漆喰までの工法復原を行うにとどめる。

塗装については、設計時にさらなる詳細調査を行い復原資料の収集を行うこととする。 

 
・東面コンクリート造り円形庇の軒裏仕上げ 

復原年代の 2 期に設置された東面のコンクリート造の円形庇の軒裏仕上げには、ス

タッコ仕上げの上に後補塗装仕上げが施されているため、今後、構造検討の中で計画さ

れているコンクリート庇の煉瓦躯体との接続状況調査の中で、当初仕様の詳細調査を

行い復原仕様の検討を行うこととする。 

 
４）外構再現の基本方針 

表門の復原年代である 2 期の外構とは、監獄から刑務所への呼称変更に代表されるイ

メージの刷新の一環として、塀と表門による閉鎖主義が廃止され、庁舎（事務所棟）の正

面が刑務所のファサードとして現れるようになった時期のものである。そのため、時期を

同じくして行われた震災復旧工事により、煉瓦塀から鉄格子塀に変更され、外部から庁舎

（事務所棟）の正面を望められるようになった。鉄格子塀は、塀、石柱、門扉で構成され、

痕跡や古写真等より、これらは表門の東面に付加された円形の窓とコンクリート造の円

形庇をもつ受付と一体で作られたものであると考えられる。 

上記鉄格子塀を含む表門の外構（鉄格子塀、石柱、門扉、犬走等）は、中野刑務所解体

時に解体されているため、現状の表門からは、外構の痕跡は断片的にしか確認できず、推

定を含んだ復原となる。そのため、外構については、最も写真資料のある豊多摩刑務所時

代～拘禁所時代（大正 11 年（1922）～昭和 26 年（1951））の古写真等の資料を基に、情

景再現のひとつとして整備し、往時の表門の姿を感じられるように計画する。復原にあた

っての範囲は、計画地に制限があるため、東西ともに門側の石柱 1基までとする。 
なお、令和 4 年（2022）3 月に区で行った表門西側の発掘調査で、創建時の煉瓦塀の基

礎ならびに 2 期の石柱の独立フーティング基礎が、創建時の煉瓦塀の軸線上に確認され

た。創建時の煉瓦塀の基礎下と、表門の基礎下はほぼ同じ高さであり、一体的につくられ

ていたことを示唆する。石柱の基礎天端は現地盤面から約 550 ㎜下にあり、創建時の地盤

面と近い高さ関係であった。また、石柱の独立フーティング基礎の位置は、表門西面の南

寄りの壁面から基礎芯までで約 3645 ㎜であった。 

なお、表門の東側にあった石柱脇の片開きの門扉についても保管が確認されており、門

扉の実測を行うことで、東側の鉄格子塀の寸法について詳細な検討を行うことができる。 

これらの貴重な遺構を活かし、今後、外構の再現に向けて詳細な検討を行うこととする。 
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図 1-2 外構の遺構 
埋蔵文化財の発掘調査より、表門西側にて、創建時
の煉瓦塀の基礎と2期の石柱の基礎が確認された。 
 

図 1-3 外構の遺構 
創建時の煉瓦塀の軸線上に石柱の基礎が
発見された。 
 

 

  
図 1-4 石柱の基礎 
基礎天端にφ27 の丸鋼が 4 本みられた。基礎
の西側半分（写真の下半分）は削り取られて
いた。 

図 1-5 石柱の基礎 
煉瓦ガラ入りのコンクリートを用いた独立フ
ーティング基礎で、立ち上がりは 850 角、底
部で 1550 角と推定される。 
 

石柱の基礎 煉瓦塀の基礎 
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図 1-6 創建時の煉瓦塀の基礎 
煉瓦 4 段分の煉瓦積が確認された。天端の幅
は 735 ㎜で、基礎の部分は煉瓦 3 枚積み相当
にあたる。 
 

図 1-7 創建時の煉瓦塀の基礎 
捨てコンの上に 4 段分の煉瓦積が確認され
た。下 2段は天端より 50 ㎜せり出す。 

 
図 1-8 各基礎の高さ関係を示す図 
創建時の煉瓦塀基礎の基礎下と、表門の基礎下はほぼ同じ高さであり、一体的につくられてい
たと考えられる。煉瓦塀基礎は 2 期の塀をつくるにあたって部分的に解体された。 
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図 1-9 震災前の配置図 
大正 11 年(1922)『豊多摩監獄要覧』 
ホームベース型の外周煉瓦塀の南面中央に表
門があり、塀の内部は閉鎖された空間となっ
ていた。 
 

図 1-10 震災復旧後の配置図※矢印が事務所棟 
昭和 6 年(1931)『豊多摩刑務所落成記念』 
外周の塀は RC 造になり、長方形の区画となっ
た。また、表門周りについても創建時から変
更されている。 

  
図 1-11 図 1-9 の拡大図 
表門脇に塀が取り付く。塀に開口部はなく閉
鎖的である。 
赤枠が今回煉瓦塀基礎が発見された部分。 
 

図 1-12 図 1-10 の拡大図 
震災復旧工事により、表門脇の塀に門柱と開
口部がつくられる。 
赤枠が今回石柱基礎が確認された部分。 
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図 1-13 竣工時の写真 
表門脇に煉瓦塀が取り付く。煉瓦塀の高さは
文献より 15 尺 2 寸(4605.6 ㎜)である。 
今回発見された煉瓦塀基礎は、表門西側の煉
瓦塀の延長線上であった。 

図 1-14 昭和 16年(1941)の写真『刑政第 54巻
7 月号』 
表門の西側の鉄格子塀と門柱が写る。今回の
発掘調査で写真の右側に写る石柱の基礎が発
見された。 
 

  
図 1-15 昭和 6 年(1931)の写真『刑政第 44 巻
7 月号』 
震災復旧工事竣工後すぐの写真。石柱と鉄格
子塀越しに事務所棟が見える。 

図 1-16 昭和 26 年(1951)の写真（中野区広報
課提供） 
図 1-15 と同様の意匠の石柱、門扉、鉄格子塀
が写る。赤枠部分の門扉が現在も残る(図 2-
2-19)。 

  
図 1-17 外構再現根拠写真 年代不明 
年代不明であるが、屋根が瓦棒葺なので中野
刑務所時代の写真と思われる。図 1-12 と同様
の意匠の鉄格子塀が白く写る。 
 

図 1-18 外構再現根拠写真 年代不明（中野区
広報課提供） 
年代不明であるが、屋根が瓦棒葺なので中野
刑務所時代の写真と思われる。図 1-12 と同様
の意匠の鉄格子塀が白く写る。 
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図 1-19 保管されている門扉 
東側の鉄格子塀の石柱脇の門扉が残されてい
る(図 1-16 赤枠参照)。塗装は後補のもの。 

 

 
 

 
図 1-20 復原した外構図（青枠が整備に伴う復原範囲） 上:立面図 下:平面図 
上記資料を基に、鉄格子塀、石柱、門扉、犬走を復原した図。寸法については、調査内容を
基に今後詳細な検討を行う必要がある。 
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図 1-21 整備に伴う外構の再現範囲（青枠） 
図 1-20 を移転先の敷地に落とし込んだ図。敷地の大きさに制限があるので、再現にあたって
は表門脇の石柱 1 基まで（青枠の範囲）とする。 
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図 1-22 外構再現イメージ 
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エ 破損調査結果 

表門は大正 4 年（1915）竣工の煉瓦造平屋建の建物で小屋組は木造である。基礎及び上

部構造のひび割れ、変形に影響を及ぼすような沈下及び経年劣化による煉瓦壁の傾きは

みられず良好な状態である。各部の詳細な劣化状況については以下を参照されたい。 

 

１）煉瓦躯体の破損状況 

①東・西壁面のほぼ中央で縦方向に外部から内部に向かって壁を貫通していると思わ

れるひび割れが発生している。ひび割れ幅は 0.4～5.0mm である。ひび割れは目地の

割れだけでなく煉瓦の割れも混在している。 

  

図 1-23 東面外部のひび割れ 
幅 2.0mm 程度のひび割れが見られる 

 

図 1-24 元守衛室東面のひび割れ 
幅 2.0～5.0mm 程度のひび割れが見られる 

  

図 1-25 西面外部のひび割れ 
幅 2.0mm 程度のひび割れが見られる 

図 1-26 部屋西面のひび割れ 
幅 2.0mm 程度のひび割れが見られる 
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②創建時に煉瓦塀が取付いていた位置に目地補修跡があり、補修範囲の境界部にひび

割れが発生している。 

  

図 1-27 西面外部の目地補修跡 図 1-28 西面外部のひび割れ 
目地補修跡に沿ってひび割れがみられる 

 
③部屋西面では、ひび割れ部に沿って表面の煉瓦が欠けていて、モルタル・漆喰により

欠損補修がなされている。 

  

図 1-29 部屋西面のひび割れ 
西面のほぼ中央にひび割れがみられる 

図 1-30 部屋西面のひび割れ 
ひび割れ部表面の煉瓦が欠けていて、モル
タル・漆喰により欠損部補修がなされてい
る 
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④東面は、創建時は煉瓦壁であったがアーチ状の開口に改修されており、アーチ部分は

コンクリートとなっている。アーチ開口上部のコンクリート部分から、煉瓦面の壁体

頂部までひび割れが連続して発生している。 

  

図 1-31 元守衛室東面のひび割れ 
アーチ開口上部にひび割れがみられる 

図 1-32 元守衛室東面のひび割れ(天井裏) 
天井裏でもひび割れが確認された 
 

  

図 1-33 東面ｱｰﾁ開口上部のひび割れ 
外部もひび割れが発生している 

図 1-34 東面壁頂部のひび割れ 
外部もひび割れが発生している 

 

⑤窓抱き部分、水切り面等の埋め込み金物周りに幅 0.5～1.3mm のひび割れや煉瓦の破

損が生じている。金物の腐食の影響や地震時に煉瓦壁の変形を金物が拘束すること

による影響でひび割れが発生したものと思われる。 

  

図 1-35 南面開口部 金物周りのひび割
れ・破損 
 

図 1-36 南面開口部 金物周りのひび割
れ・破損 
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図 1-37 南面開口部 金物周りのひび割れ 図 1-38 南面開口部 金物周りのひび割れ 
 

  

図 1-39 通路東面 金物周りのひび割れ 
幅 1.3mm のひび割れが見られる 

図 1-40 通路東面 金物周りのひび割れと
覆輪目地仕上げの剥離 

 

⑥東・西壁面の頂部に煉瓦積の一部が破損し欠失している箇所がある。 

  

図 1-41 西面壁頂部の煉瓦積破損 図 1-42 西面壁頂部の煉瓦積破損 
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⑦化粧煉瓦面には風化が進んで表層の浮きや剥離が生じている箇所がある。 

  

図 1-43 通路東面 煉瓦の表層剥離・浮き 
マスキングテープは煉瓦表層の浮きを示す 
 

図 1-44 通路東面煉瓦の表層剥離 

  

図 1-45 通路西面 煉瓦の風化 図 1-46 南面外部 煉瓦の表層剥離 
 

⑧南・北壁面の天井裏側では、小屋組みのボルト頭部が壁に干渉する箇所で煉瓦表面を

削り落としている。 

  

図 1-47 小屋裏北面 煉瓦の部分欠損 図 1-48 小屋裏北面 煉瓦の部分欠損 
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⑨目地仕上げの覆輪目地が剥離している箇所がある。煉瓦の表層剥離がなく覆輪目地

の成形が可能な箇所については、覆輪目地の復元補修を行う。 

  

図 1-49 通路西面 覆輪目地の剝離 図 1-50 通路西面 覆輪目地の剝離 
 

２）東面コンクリート庇の破損状況 

コンクリート円形庇の見付面及び上面に幅 4.0～8.0mm のひび割れが発生している。

また、庇上面には全体的に浮きが生じている。仕上げモルタルの浮きによるひび割れな

のか、鉄筋の腐食による浮き・ひび割れであるか不明である。庇を保存する場合、補修

方法の選定には部分斫りによりひび割れ・浮きの発生原因を調査する必要がある。 

  

図 1-51 ｺﾝｸﾘｰﾄ庇のひび割れ 図 1-52 ｺﾝｸﾘｰﾄ庇のひび割れ 
 

  

図 1-53 ｺﾝｸﾘｰﾄ庇のひび割れ・浮き 
庇上面は全体的に浮きが生じている 

図 1-54 ｺﾝｸﾘｰﾄ庇のモルタル浮き 
庇上面の補修跡部分に浮きが確認される 
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３）内部仕上の破損状況 

①内壁では仕上げ材（漆喰・モルタル）の浮き・剥離が多数生じている。元守衛室及び

部屋の北面では全面的に仕上げ材が剥離している。 

  

図 1-55 元守衛室東面 仕上げ材の浮き 図 1-56 元守衛室東面 仕上げ材の浮き 
 

  

図 1-57 元守衛室北面 仕上げ材の剥離 
仕上げ材が剥落し、煉瓦面が露出している 
 

図 1-58 元守衛室北面 仕上げ材の剥離 
仕上げ材が剥落し、煉瓦面が露出している 
 

  

図 1-59 部屋北面 仕上げ材の剥離 
仕上げ材が剥落し、煉瓦面が露出している 

図 1-60 部屋北面 仕上げ材の剥離 
仕上げ材が剥落し、煉瓦面が露出している 
 

 

  

これより下は全面 

仕上材が浮いている 



(1)-28 

 

②天井面には漆喰のひび割れ、塗装の剥離が多数生じている。通路の天井では全面仕上

げ材が欠失して木摺り3が露出している。 

  

図 1-61 元守衛室天井 漆喰のひび割れ・
塗装剥離 

図 1-62 元守衛室天井 漆喰のひび割れ・
塗装剥離 
 

  

図 1-63 部屋天井 漆喰のひび割れ・塗装
剥離 

図 1-64 部屋天井 漆喰のひび割れ・塗装
剥離 
 

  

図 1-65 通路天井 仕上げ材の剥離・木摺
りの露出 

図 1-66 通路天井 仕上げ材の剥離・木摺
りの露出 

 

  

 
3 木摺り：塗り壁の下地に用いる小幅板。 
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４）木部の破損状況 

小屋組部材（桁・梁等）に腐朽等有害な破損はみられなかったが、建物隅部の野地板

4や野垂木に雨染み跡があり、白色変色もみられた。建物中央では野地板に穴があき、

野垂木が一部欠失している状態であった。欠失している野垂木直下のはさみ梁や方杖

は新材に取り換えられている。また、母屋では継手5（追掛け大栓継ぎ6）部分でひび割

れが発生し、添え木補修しているものもみられた。 
一部の母屋束ではボルトのゆるみや仕口の隙間がみられ、最大で 8 ㎜程度の隙間が

確認されている。 
また、東面の化粧軒裏には、小屋裏に雨染み跡のある位置と同位置に腐朽がみられた。

外部の破風や軒先等の白ペンキ塗装には剥がれがみられる。 
屋根解体調査により、けらば7側の厚板の棟部に著しい腐朽が確認された。移設・修

理工事にあわせて矧木8補修等が必要である。 

  

図 1-67 野地板の雨染み跡、白色変色 図 1-68 同左 

  

図 1-69 野地板の穴、野垂木の一部欠失 
当初野地板を修理せずに、その上に新たな
屋根下地を設けている 

図 1-70 ボルトのゆるみ 
 
 

 
4 野地板：屋根葺き材の下地板。普通、垂木の上に張る。 

5 継手：部材をその材軸方向で継ぐ方法。またはその箇所。 

6 追掛け大栓継ぎ：木造継手の一。胴差し、梁、桁など比較的断面の大きなものに使われる。継手の中央で継ぎ合わせ
を良くするために、木材せいの 1/80 ほどの滑り勾配をとり、側面より 2 本の栓を打つ。 

7 けらば：切妻屋根の妻側の端部。端部の軒の短いのを昆虫のケラの羽にたとえていう。 

8 矧木(はぎき)：矧ぎ足した材もしくは矧ぎ足すこと 
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図 1-71 仕口のあき 
母屋束と母屋の仕口に隙間あり 
 

図 1-72 母屋のひび割れ 
継手（追掛大栓）部分にひび割れがみられ
る 

 
 

図 1-73 化粧軒裏の腐朽 
東面の化粧軒裏に腐朽あり 
 

図 1-74 けらば側の厚板の腐朽 
屋根の頂部に腐朽あり 
 

  

図 1-75 けらば側の厚板の軒裏の腐朽 
屋根の頂部の軒裏に腐朽あり 
 

図 1-76 塗装の剥がれ 
外部の木部にぬられている白ペンキ塗装は
全体的にはがれている 
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５）屋根の破損状況 

屋根はカラー鉄板（グレー）の段葺で、

詳細な年代は不明であるが、昭和 58 年

（1983）以降に葺き替えられたものであ

る。全体的に塗装の剥がれや、錆の発生

といった経年劣化がみられた。 

 

 図 1-77 屋根 塗装の剥がれ、錆の発生 

 

６）建具の破損状況 

創建時の建具である南面の木製大扉に関しては、建具下部の下框9や縦框、建具枠下

部の木部に腐朽がみられる。木部を覆っている鉄板の腐食も大きく、太鼓鋲10やマイナ

スビス11の欠失もみられる。また、木部表面のペンキの剥がれが全体的にみられる。建

具は壁に固定されているため、動作の確認はできなかった。今後、建具を固定している

金物を取り外し、動作の確認や建具金物も含めた詳細調査を行う必要がある。 
同じく創建時の建具である北面の鋼製建具は、西側の建具の足元の固定金物が外れ

てズレたことで建具が下がり、開閉が困難な状態である。また、表面のペンキの剥がれ

や錆が全体的にみられる。 
南面の木製建具及び北面の鋼製建具ともに創建時と思われる鉄製の戸当たり金物が

床に残る。現状、床から出っ張っている状態であるが、上面にある半円形の窪みを利用

して収納できる機構であった可能性がある。北面の戸当たり金物は破損が著しく形状

を留めていないが、おそらく南面と同様のものであったと思われる。 
元守衛室及び部屋の北面、南面にある上げ下げ窓は、後補のものであり、改修時期は

不明であるが、窓枠含め破損はみられず良好である。 

 
9 框：建具の四方を固める部材 

10 太鼓鋲：直径 10〜20mm の半球頭で⻑さ 60mm 以下の鋲釘。鉄、真鍮、銅製があり、寸法により山椒鋲、鐶甲鋲、蟹目
鋲などの呼称もある。 

11 マイナスビス：ビスとは一般的に小ネジを指し、頭にマイナスの切込みがあるものを言う。マイナスビスはプラスビ
スよりも歴史的に古いとされる。 
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図 1-78 南面大扉鉄板の腐食、木部の腐食 
建具及び建具枠の木部は腐朽により一部欠
失し、鉄板も腐食が著しい 
 

図 1-79 南面大扉 太鼓鋲の欠失 
太鼓鋲がとれ、鉄板がはがれている 

  
 

図 1-80 南面大扉 
表面のペンキが剥落している 
 

図 1-81 北面大扉 
表面のペンキが剥落して
いる 
 

図 1-82 北面大扉 
足元の金物がズレている 

  

図 1-83 南面大扉の戸当たり金物 
上面に半円形の窪みのある戸当たり金物が
残る 

図 1-84 北面大扉の戸当たり金物 
鉄の腐食が著しく、戸当たり金物が欠失し
ている 
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 オ 各部の修理計画 

１）今後の保存修理計画 
令和 6 年度（2024 年度）から予定している移設・修復工事における修復工事の概要は

以下の通りである。なお、工事にあたっては、旧中野刑務所正門保存活用計画の「第 2 章 

保存管理計画」における保護の方針や「第 4章 防災計画」、「第 5 章 活用計画」に基づい

た整備と合わせて検討を行う必要がある。 

 

煉瓦工事 外壁煉瓦ひび割れ部の補修、外壁洗浄 
木工事 木部破損箇所の繕い補修、一部新材に取り替え 
左官工事 漆喰壁塗直し、漆喰天井塗直し 
塗装工事 外部塗装塗直し、内部塗装塗直し 
建具工事 木製及び鋼製建具の補修 

 

２）各部の修理計画 

表門の破損劣化状況をふまえ、各部の修理計画を定める。修理にあたっては、在来の部

材は建造物の保存に支障がない限り、極力再用することが原則であり、破損した部材は全

面的に取り替えるのではなく、部分的な補修等で対応し、可能な限り部材を再用すること

とする。ただし、構造や耐久性等において、明らかな欠陥が認められる場合においては、

現代工法を用いた修理を行う。また、文化財の価値を損ねないよう、保存のために必要な

措置は最小限の範囲としなければならない。 

 

煉瓦躯体の修理計画 

1）概要 

①東・西壁面のほぼ中央で縦方向に外部から内部に向かって壁を貫通していると思

われるひび割れが発生している。 
②埋め込み金物周辺に煉瓦のひび割れ・破損が生じている。 
③これらの損傷は、構造体としての煉瓦壁の機能を低下させる要因となるため、補修

を実施する必要がある。ひび割れは目地部の割れだけでなく煉瓦自体の割れを伴

っている部分が見られ、煉瓦の部分修理を行う。 
 

2）ひび割れの要因と改善内容 

①東・西面の貫通ひび割れは、旧煉瓦塀が取付いていた位置に発生している。煉瓦塀

と外壁の取り合いは不明であるが、煉瓦塀と接する位置に応力が集中してひび割

れが発生した可能性が考えられる。なお令和元年（2019）の調査結果より建物に不

同沈下や傾斜は生じていないため、進行性のひび割れではない。 
②東・西面の貫通ひび割れの周辺には煉瓦積のゆるみは生じていないため、積み直し
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までは行わず、ひび割れ部の補修で良いと考えられる。但し、応力伝達性が低下し

ていると考えられるため、ひび割れ部の一体性及び応力伝達の改善を図る補修対

策が必要である。 
 

3）基本的な考え方 

A:ひび割れ・破損が著しい箇所は、部分的に新規煉瓦に置き換える。 
B:ひび割れに充填材を注入して、煉瓦壁の応力伝達の改善を図る。 
C:ひび割れ拡大防止と一体性を図るために、補修として目地部にアラミドロッド（連

続繊維補強材の一種）を挿入、置換目地モルタルで埋め戻して補修する。ひび割れ

が開く力に対し、目地内に埋め込んだアラミドロッドが抵抗し、開くのを防止する。 
D:補修部と未補修部の調和を考慮した補修とする。 

 
4）具体的な修理区分 

①ひび割れ幅が 0.1mm 以下のもの 
構造的に問題ないと判断し無補修とする。 

②ひび割れ幅が 0.1mm より大きく 1.0mm 未満のもの 
グラウト材を注入することができないため、アラミドロッドを配することにより、

ひび割れ幅の拡張・進行を防止する。 
③ひび割れ幅が 1.0mm 以上のもの 

a.化粧煉瓦面の補修 
目地部にグラウト材を注入し、アラミドロッドによる補強を行う。 

 表面仕上げ： 
・大きく破損している煉瓦においては煉瓦半枚分を斫り取って新たに化粧煉瓦

を埋め込む。 
・破損していない煉瓦においては注入部表面に煉瓦と色調を合わせたパテ埋め

補修を行う。 
b.煉瓦面に漆喰仕上げがあるもの 
b-1.ひび割れ部に欠損がない場合 

目地部に削孔してグラウト材を注入し、アラミドロッドによる補強を行う。 
b-2 ひび割れ部に欠損がある場合 

ひび割れに沿って溝堀してグラウト材を充填する。その後アラミドロッドによ

る補強を行う。 
④ひび割れ・破損が著しいもの 

破損した煉瓦を斫り取り化粧煉瓦を埋め込む。 
⑤煉瓦の表層剥離は構造的に影響が小さいと判断し現状保存とする。 
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図 1-85 補修区分表 

 

 

【参考】アラミドロッドを用いたひび割れ補修について 

 ひび割れに沿って目地内部にアラミドロッドを挿入し、ひび割れの開き止めを図る補修

方法である。既存目地を切削し、アラミドロッドを挿入、置換目地モルタルで埋め戻して補

修を行い、ひび割れが開く力に対し、目地内に埋め込んだアラミドロッドが抵抗し、開くの

を防止する。 

 目地内部に補強材を埋め込むため、煉瓦自体を傷つけずに補修を行うことが可能であり、

表面に鋼材が露出するかすがい筋工法による補修と比べて、見た目への影響が軽微である。 

 同じ目地置換工法として、目地にステンレス筋を埋め込む工法もあるが、これはステンレ

ス筋の径が大きく目地内に収まらない場合があり、かつ熱膨張が大きいのでモルタル目地

にひび割れが発生する場合があり、好ましくない。 

 またその他にも、ステンレスピン挿入工法や炭素繊維シート貼り工法といったものも事

例として挙げられるが、どちらも文化財へ与える影響が大きいため、好ましくない。 

 よって、ひび割れ補修にあたっては、目地置換工法であるアラミドロッドによる補修が最

適と考えられる。 

 各工法の特徴等は以下の比較表を参照されたい。 
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図 1-86 ひび割れ補修（開き止め補修）比較表 

 

○アラミドロッドの施工フロー 

  
①目地の切削 ②モルタル床付け 

  
③アラミドロッド挿入 ④モルタル埋戻し 
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木部の修理計画 

小屋組や軒裏の木部を補修する場合は、既存部材の材種及び工法・仕上げを踏襲し、

当初材を極力残して行うこととする。 

現存している屋根下地については、腐朽しているものも多くみられるが、極力当初材

を採用し、新規材については同材種、同仕様を用いて取り替える。 

構造材で破損のみられるものは、破損箇所を十分に見極め、最小限の範囲で矧木補修

や継手補修を行う。 

 

内外部仕上げの修理計画 

1）東面のコンクリート庇と開口部まわり 

庇上面には全体的に浮きが生じている。仕上げモルタルの浮きによるひび割れな

のか、鉄筋の腐食による浮き・ひび割れであるか不明であるため、庇を保存する場合

は、部分斫りによりひび割れ・浮きの発生原因を調査し、補修方法を選定する必要が

ある。 
現状は、コンクリート庇の下地及び仕上げともに解体撤去とし、新たに塗り直す計

画とする。 
 

2）内部漆喰仕上 

「部屋」、「元守衛室」とも壁・天井の仕上げ材(漆喰・モルタル)の浮き・剥離が多

数生じており、全面的に仕上げ材が剥落している部分がみられた。調査によりモルタ

ル塗りの部分は後補の修理の際に入れられたものであることが判明しており撤去を

行う。漆喰については、調査により当時の仕様が概ね判明している。 

現状の漆喰は、全体的に劣化が著しく、浮いている箇所については落下の危険性が

高いため、壁・天井とも全面的に撤去し、工法復原を行い補修することとする。 
近年、地震による天井仕上げの剥落が生じているため、付着を強化するために下げ

苧を増やしたり、下地への食い込みを良くするために木摺の間隔を広げるような対

策を検討する必要がある。ただし、検討にあたっては、元の仕様を尊重する上で行う

必要がある。 
床については、曳家のための基礎補強の方法によっては、施工の関係上、解体する

可能性がある。解体の場合は、現況の仕様を詳細調査し、部材を一部サンプル保管の

上、復原を行うこととする。 
 

3）建具 

通路南面の木製大扉の外観目視調査の結果、下框等に腐朽がみられ、框を覆ってい

る鉄板の腐食も大きく、下地にも腐朽が生じている可能性が高いことが明らかとな

った。修理にあたっては一度取り外し、根本的な修理を行う必要があるため、設計時
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に建具の取り外しを行い建具金物も含めた詳細調査を行う必要があると判断された。 

通路北面の鋼製大扉についても錆や部材の腐食、建付け不良がみられるため、南面

同様、取り外しての修理を行う必要があり、設計時に建具の取り外しを行い建具金物

も含めた詳細調査を行う必要がある。 

なお、現在の建具の塗装は後補のものであるため、あわせて塗装調査を行い、復原

期の塗装仕様の確認が必要である。 
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③耐震診断・補強計画等検討 

耐震診断については、一般社団法人日本建築学会、日本建築防災協会で煉瓦造建物の耐

震診断方法として定められた基準がないことから『煉瓦造建築物の耐震診断基準 改訂 

第 2 版 平成 27 年 5 月 一般社団法人 北海道建築技術協会』（以下、『北海道の耐震診

断基準』）の規準に準じて耐震診断を行った。 

補強計画方針は、可能な限り現状の意匠性を変更しないことに重点を置くとともに、将

来の可逆性を考慮して、文化財的価値や既存の部材に与える影響を小さくする工法を選

定することとする。 

建物本体の耐震性能の目標は、文化庁の『重要文化財（建造物）耐震診断指針』におけ

る「安全確保水準」とし、大地震時においても倒壊せず、人命の安全確保が図られるもの

とする。 また、本施設の耐震安全性の分類は、『官庁施設の総合耐震・対津波計画規準及

び同解説(令和 3 年度版 (一財)公共建築協会)』によるⅢ類相当とし、基準の 1.00 倍の

耐震性能を確保する。これは、1981 年(昭和 56 年)改正の現行の建築基準法により設計さ

れる建物とほぼ同程度の耐震性能を保有することを意味する。 

なお、建築基準法第 3 条第 1 項第 3 号に基づく適用除外申請にあたっては、構造の安

全性を示すために、第三者機関による評定を取得する。 

 

ア 耐震診断 

煉瓦壁の面内方向(壁と並行方向)は、煉瓦目地のせん断耐力の実験値を用いて診断を

行った。診断方法は上記基準により保有水平耐力を求め、そこに経年劣化、建物全体の一

体性および形状のバランス、変形性能等各係数を掛け合わせ耐震性能の評価を行った。そ

の結果、必要な耐震性能を有することが確認された。 

煉瓦壁の面外方向(壁と直交方向)も面内方向と同様に煉瓦目地の引張耐力および煉瓦

の圧縮強度の実験値を用いて診断を行った。診断方法は屋根面および基礎の補強を行う

ことを前提に、屋根面および基礎部分を支持点として評価し、面外応力を算出する方法を

とっている。診断の結果、X、Y 方向両方向とも面外の耐力が不足し、地震の震動および

衝撃に対して「倒壊し又は崩壊する危険性がある」、もしくは、「倒壊し又は崩壊する危険

性が高い」と判断された。 

 

図 1-87 面内、面外の Is 値・q 値の判定結果 

 

判定 判定

Is≧0.6 q≧1.0

面内 0.82 面内 2.48

面外 0.25 面外 0.42

面内 1.74 面内 5.28

面外 0.41 面外 0.68

0.25

0.41

Is

面内/面外別 最小値

NG

NG

構造耐力上主要な部分の地震に
対する安全性

地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は
崩壊する危険性が高い

地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は
崩壊する危険性がある

0.42

0.68

Ⅰ

Ⅱ

ランク

q

面内/面外別 最小値

NG

NG

X 1

Y 1

方向 階
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図 1-88 Is 値・q 値指標の判定値 

 

 

耐震診断結果についての考察を以下に示す。 

1) 面内方向について 

面内方向は壁量が多く比較的良好な結果となっている。Is 値（構造耐震指標）は 0.6

以上の値が確認されており、地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性

は低いと判断されている。ただし、壁体上部に臥梁や床スラブが無いこと、基礎は通路

部分に無く連続していないことから一体性を欠き、形状指標で減点を受けている。 

 2) 面外方向について 

面外方向は建物上部に臥梁や床スラブが無いこと、基礎が通路部分に無く連続して

いないことから、独立壁に近い形状となっており、耐震性が低い結果となっている。 

 

 なお、詳細な計算については巻末の「旧豊多摩監獄表門 耐震診断報告書」を参照され

たい。 

 

 イ 耐震補強案 

耐震診断結果の考察より、表門の構造上の問題点は以下のようにまとめることができ

る。 

① 壁体の面外方向について崩壊の危険がある点 

② 南面及び北面の妻壁についても壁体面外方向の崩壊の危険がある点 

③ 壁体上部に臥梁や床スラブが無いこと、基礎が通路部分に無く連続していないこと

から、建物の一体性を欠いている点 

 

構造上の問題点に対する補強案を、以下のとおり A～D 案の 4 案を計画した。 

 補強案 A  

   補強案 A は、東面壁体面外崩壊の対策として、ステンレス鉄筋の挿入により面外補強

を行う案。 

 

  補強案 B  

補強案 B は、東面壁体面外崩壊の対策として、東面の円形庇部分を構成するアーチを

ランク

I

Ⅱ

Ⅲ Is≧0.6かつq≧1.0の場合 地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が低い

構造耐震指針及び保有水平耐力に係
る指針

指標値

構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性

Is<0.3またはq<0.5の場合 地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が高い

(1)及び(3)以外の場合 地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性がある
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RC 造で再構築し既存レンガ造部分との一体性を図り、面外変形の拘束を図る案。 

 

  補強案 C  

補強案 Cは、基礎の免震化を行うことにより建物に作用する地震力の低減を図る案。 

 

  補強案 D  

補強案 D は、壁体面外崩壊の対策として、PC 鋼棒を壁内に配置し緊張力を導入する

ことで壁面の面外補強を行う方法で、さらに、壁上部への RC 臥梁を設けることで、壁

上部を固め面外変形の拘束を図る案。 

 

  鉄骨の方杖補強  

A、B 案では、南北の妻壁部分の壁体面外崩壊を防止するために、小屋組内に「鉄骨

の方杖」を増設する。 

  

  鉄骨水平ブレース補強  

A、B、C 案では、建物の一体性を欠くことの対策について既存建物への影響が少ない

「鉄骨水平ブレース（筋かい）」を設けることで、建物の一体性を確保するとともに、

面外方向の拘束を行う。 

 

  RC 基礎の増設  

A～D の全ての案で、「RC 基礎の増設」により基礎部分の構造一体性の確保を図り、か

つ壁体面外の拘束をする。 

 

なお、「鉄骨水平ブレース」と「RC 基礎の増設」の補強をすることで、形状指標の改

善及び面外方向の崩壊防止が図れ、面内方向及び面外方向とも Is 値（構造耐震指標）

の向上につながる。 

 

補強位置別に各補強方法をまとめ、補強イメージ図を添えた表（資料5-1）と、工

法とその効果、文化財への影響についてまとめた各案比較表（資料5-2）を示す。 

A～D案について、保存活用計画策定委員会にて学識者委員に意見聴取を行った結

果、区指定有形文化財に指定された表門に対する補強としては、当初の煉瓦壁等への

負担が最も少なくなるC案が適切であるという意見で一致した。今後は、基礎の免震

化を図るC案を軸に設計の詳細検討を進めることが望ましい。 

ただし、基礎の免震化を図る C 案を今後進めるにあたり、以下の課題に対して詳細な

検討を行う必要がある。 
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資料 5-1 補強位置別各補強方法及び補強イメージ図 

補強イメージ図 

 

 

 

 

 

補強位置 A 案 B 案 C 案 D 案 

屋根面補強 

 

A～C 案共通 水平ブレース (天井面) 

 

 

 

 

 

 

 

 

D 案 RC 臥梁の増設 

基礎 A,B 案共通 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 案 

 

D 案 

 

面外転倒防止用鉄骨 A,B 案共通 

 

 

 

 

 

C 案 

 

 

不要 

D 案 

 

 

不要 

X4 通り面外転倒防止用 

 

 

 

 

 

A 案 

 

 

 

 

 

B 案 

 

 

 

 

 

C 案 

 

 

不要 

D 案 

 

 

不要 

PC 鋼棒挿入 A～C 案共通 

 

 

不要 

 

 

D 案 

 

▲
 

現

母屋束 ×

野縁 ×

吊ﾎﾞﾙﾄ

桁
×

敷桁
×

吊木受
×

吊木

陸梁
×

はさみ梁
×

方杖
×

方杖
×旧野垂木現状屋根

通　路 元守衛室部屋

庇：

母屋 ×

野垂木 ×

免震部材 

RC 臥梁/壁 
再構築 

RC 臥梁 
 

断面図 1 断面図 2 

断面図 3 断面図 4 

方杖
×

水平ブレース 

水平ブレース 

▼天井下地 

▲天井下地 

天井ふところが無いため 
通路部分は天井下に 

ブレースとなる 
 

水平ブレース取付詳細図 

屋根面 面外転倒防止用 
鉄骨取付詳細図 

屋根面 面外転倒防止用 
鉄骨⽴面図 

詳細図 



資料 5-2 工法とその効果・文化財への影響 各案比較 

※1：共通補強①～②を除いた各案について評価を行っている

項

目 
工法 概念図 効果 工法選定理由 A 案 B 案 C 案 D 案 

耐

震

補

強 

共通補強① 

水平面鉄骨ブレース増設 

 

・建物の一体性の確保 

・面外曲げ補強 

・煉瓦造の補強としては一

般的であり、実績が多い 

・意匠性への配慮 

通路部分は天井ふところがないため、天井下に鉄骨ﾌﾞﾚｰｽを設ける必要がある。 

施工にあたって屋根面の解体もしくは天井の解体が必要。 
不要 

A.B.C 案に適用 

共通補強② 

RC 造基礎の増設 

 

・建物の一体性の確保 

・面外曲げ補強 

 

・煉瓦造の補強としては一

般的であり、実績が多い 

基礎増設にあたり煉瓦の根積基礎下のラップルコンクリートを撤去する可能性がある。 

施工にあたって土間コンを一部解体する可能性がある。 
A.B.C.D 案に適用 

A.B 案共通 

面外転倒防止用鉄骨の増設 

 

・面外曲げ補強 ・可逆性への配慮 
小屋裏に小屋組部材をよけて鉄骨を設置する。 

通路部分は一部露出する可能性がある。 
不要 不要 

A 案 

ステンレス筋の挿入(鉛直) 

 

・面外曲げ補強 

・煉瓦造の補強としては一

般的であり、実績が多い 

・意匠性への配慮 

小屋組を全解体し煉瓦躯体の

頂部から施工する必要がある 
不要 不要 不要 

B 案 

RC 臥梁の増設 

(アーチの再構築) 

 

・面外曲げ補強 ・意匠性への配慮 
庇と煉瓦躯体の接合状況によ

っては必要となる可能性有 

東面の庇及び開口部の壁を解

体し、再構築となる 
庇と煉瓦躯体の接合状況によ

っては必要となる可能性有 

庇と煉瓦躯体の接合状況によ

っては必要となる可能性有 

C 案 

免震装置の増設 

 

・入力地震動の低減 ・意匠性への配慮 不要 不要 

免震装置の他に免震ﾋﾟｯﾄ、点

検用の出入口等が必要 

建物周囲に免震ｸﾘｱﾗﾝｽの設置 
不要 

D 案 

RC 臥梁の増設 

屋根面全体 

 

・面外曲げ補強 ・意匠性への配慮 不要 不要 不要 
煉瓦躯体頂部を RC に置き換

えるため、煉瓦躯体の損傷大 

D 案 

PC 鋼棒の増設(鉛直) 

緊張力導入 

 

・面外曲げ補強 ・意匠性への配慮    
小屋組を全解体し、躯体の頂

部から施工する必要がある 

補強工事に伴う工事 

小屋組天井解体・保管・復旧 
   全解体 一部解体 一部解体 全解体 

耐震補強工事費    中 低 高 中 

※

1 

文

化

財

へ

の

影

響 

意匠性を損なわない    〇 〇 〇 △(臥梁部分一部変更) 

部材を傷めない    
△ 

(木造屋根を全解体する必要有) 
△ 

(壁面の解体が必要) 
〇 

△ 
(木造屋根を全解体する必要有) 

可逆的である    
△ 

(ステンレス筋は取り外し不可) 
△ 

(臥梁は取り外し不可) 
〇 

△ 

(PC 鋼棒は取り外し不可) 

区別可能である    〇 
△ 

(再構築のため判別つかない) 
〇 

△ 
(臥梁・PC鋼棒とも判別つかない) 

最小限の補強である    
△ 

(木造屋根を全解体する必要有) 
△ 

(壁面の解体が必要) 
〇 

△ 
(木造屋根を全解体する必要有) 

維持管理    鉄骨部材の塗装 鉄骨部材の塗装 
鉄骨部材の塗装 

免震ﾀﾞﾝﾊﾟｰの点検・交換 
－ 

活用上の懸念事項    － － 
建物周囲に免震ｸﾘｱﾗﾝｽの設置 

⇒地震時稼働 注意喚起 
－ 

RC 臥梁/壁 
再構築 
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①コスト 

C 案（免震案）は他の補強案に比べ、工事費が高くなると見込まれ、詳細検討を基に

設計時での費用の精査及びコストダウンの検討が必要である。 

 

②工期 

現段階での工程検討では、A～D 案のいずれの補強計画案を選択した場合でも、曳家

完了及び工事完了の各工程が予定工程内で施工可能と考えられるが、更に詳細な工程

検討を行うことが必要である。 

 

 ③東面の円形庇の構造詳細調査 

今回の調査で東面の円形コンクリート庇と煉瓦躯体の接続部の状況把握ができなか

ったため、接続部の一部解体調査を行い、状況を把握する必要がある。調査結果によっ

ては、円形庇及び開口部の壁を解体し、再構築が必要な場合も考えられる。 

 

 

 
 
＜参考＞ 

巻末資料 01.旧豊多摩監獄表門耐震診断報告書 
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ウ 学術者の意見聴取 

 耐震診断及び補強方法の検討においては、神奈川大学客員教授・三重大学特任教授の花

里利一氏に意見聴取を行った（令和 3 年（2021）5 月～12 月、計 4 回）。 

診断にあたって、『煉瓦造建築物の耐震診断基準 改訂 第 2 版 平成 27 年 5 月 一

般社団法人 北海道建築技術協会』（以下、「北海道の耐震診断基準」）では、壁体の強度

の上限値として厳しい値が設定されているため、本業務では煉瓦コア各種試験で得られ

た試験結果をそのまま採用してはどうか、との助言をいただいた。そのため、本業務にお

ける耐震診断では試験結果の値を採用している。 

また、構造検討資料として行う煉瓦コアの各種材料試験の目地せん断強度について、軸

力を載荷した目地せん断強度試験を行うべきであるとの指摘を基に、煉瓦コアを追加で 3

本採取し、試験を行った。軸力を載荷した目地せん断強度と、軸力を加えない目地せん断

強度とでは、数値に明確な違いはみられなかったため、診断においては数値の低い（不利

側である）軸力を加えていない場合の試験結果を採用した。（詳細な試験結果は「（2）構

造検討に係る各種試験 ①ア 煉瓦コア各種試験結果」参照） 

 

エ 曳家のための補強 

移設・修復工事では、「①基本計画条件整理 ア 全体工程」でも述べた通り、平和の森

小学校新築工事の建築着工の関係で、令和 7 年（2025）7 月 10 日までに学校敷地外に門

の曳家が完了していることが求められていることから、表門は工事着工予定である令和 6

年（2024）4 月～令和 7年（2025）7 月 10 日までの 15 ヶ月で曳家を完了する必要がある。

曳家完了までの工期に制限があるため、工事にあたっては、建物の耐震補強や躯体の劣化

補修については曳家後に行うこととし、着工から 7 月までは曳家に関わる工事を主に行

うこととして各種工事工程の検討を行った結果、曳家完了及び工事完了の各工程が予定

工期内で施工可能と考えられる。ただし、耐震補強前に曳家を行うため、別途曳家のため

の補強を検討する必要がある。 

建具（特に通路南北の創建時建具や、各室の木製の上げ下げガラス窓）は曳家工事によ

って破損の懸念があることや、取り外しての根本修理を行う必要があることから、曳家前

に取り外す予定である。そのため、曳家のための補強として、開口部まわりについての補

強を行う必要があり、具体的には開口部まわりに鉄骨ブレースや鉄骨枠による補強を行

うこととする。 

また、令和 3 年度（2021 年度）の試掘調査により、元守衛室と部屋の基礎を東西につ

なぐ基礎がなく、基礎に一体性がないことが確認された（調査結果は「（３）部分解体工

事及び解体調査 ③部分解体調査報告 ウ 基礎試掘調査」参照）。そのため、施工上の観

点や、基礎部分の一体性と耐力確保のために、曳家前に RC 造にて基礎補強を行う。 

曳家のための補強については、今後、曳家方法等の詳細が決まっていくなかで、再度、

工程に配慮しながら詳細を検討していく必要がある。 
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 ④復原図・修復計画図 

 「②保存に必要な措置と修復基本方針」で定めた、復原方針、補修計画を基に、復原図と

修復計画図を示す。 

 図 1-89 図面リスト 

No. 図面名 縮尺(A3) 

 現況図 

01  平面図 S=1/60 

02  南立面図 S=1/60 

03  東立面図 S=1/60 

04  北立面図 S=1/60 

05  西立面図 S=1/60 

06  梁間断面図 S=1/60 

07  桁行断面図 S=1/60 

08  展開図-1 元守衛室 S=1/60 

09  展開図-2 通路 S=1/60 

10  展開図-3 部屋 S=1/60 

   

 復原図 

復 01 平面図 S=1/60 

復 02 南立面図 S=1/60 

復 03 東立面図 S=1/60 

復 04 北立面図 S=1/60 

復 05 西立面図 S=1/60 

復 06 梁間断面図 S=1/60 

復 07 外構復原図 S=1/100 

   

 修復計画図 

修 01  外部破損劣化状況・修理方針 南面 S=1/60 

修 02  外部破損劣化状況・修理方針 東面 S=1/60 

修 03  外部破損劣化状況・修理方針 西面 S=1/60 

修 04  外部破損劣化状況・修理方針 北面 S=1/60 

修 05  内部破損劣化状況・修理方針 元守衛室（壁） S=1/60 

修 06  内部破損劣化状況・修理方針 通路（壁） S=1/60 

修 07  内部破損劣化状況・修理方針 部屋（壁） S=1/60 

修 08  内部破損劣化状況・修理方針 元守衛室・通路・部屋（床） S=1/60 
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No. 図面名 縮尺(A3) 

 修復計画図 

修 09  内部破損劣化状況・修理方針 元守衛室・通路・部屋（天井） S=1/60 

修 10  小屋裏破損劣化状況・修理方針 南面（煉瓦躯体） S=1/60 

修 11  小屋裏破損劣化状況・修理方針 北面（煉瓦躯体） S=1/60 

修 12  小屋裏破損劣化状況・修理方針 小屋組 S=1/60 

   

 

  



No. ScaleTitle 旧中野刑務所正門保存活用計画

株式会社 建　文R4.02Date

1/60
(A3)

Drawing
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ひび割れあり（ℓ1710 W4 D30）

剥落

煉瓦表面に傷

スチール格子取り付け部に凍害による表面剥離大

破損状況

水切部：表面剥離、割れ多数、一部モルタル補修跡

横方向にひび割れ（ℓ503 W0.9）

水切部：表面剥離、割れ多数、一部モルタル補修跡

横方向にひび割れ（ℓ550 W0.5）

鉄格子のたわみ

塗装剥落

黒色の汚れ

欠け

鉄格子下部：煉瓦から鉄棒が露出

壁との取り合い部分の目地が消失

レリーフ穴補修

下端：汚れ、劣化等（茶色）

鉄棒に錆、汚れ

母屋鼻天端に白い汚れ、糞害か

青色の汚れ

【外部破損劣化状況・修理方針　南面】

共通 大扉
枠・建具下部の腐朽大、鋲、マイナスビスの欠失

ペンキの剥離、錆

修理方針

洗浄

錆止め塗布の上、塗装

取り外しの上、修理

現状維持

現状維持

表面化粧煉瓦取替え

※狭小部のためアラミドロッドに

よる補修はなし

現状維持

現状維持

現状維持

洗浄

洗浄

現状維持

覆輪目地にて復旧

修理方針

現状維持

※復原工事により撤去

洗浄

現状維持

現状維持

覆輪目地にて復旧

現状維持

洗浄

錆止め塗布の上、塗装

洗浄

洗浄

表面化粧煉瓦取替え

※狭小部のためアラミドロッドに

よる補修はなし

モルタル欠損

煉瓦ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

目地割れ・欠損

凡　例

煉瓦の表面剥離・剥落・欠損

汚れ

煉瓦表面の浮き
長手●枚　小口●枚　W×H(mm) ●㎡

白華

0.1

モルタル補修跡 

劣化番号00

モルタル浮き

打診高さ：地上より2400mm程度まで

目地補修範囲

コケ植生

0.1
洗出し面ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

修理方針

ひび割れ幅による
詳細は破損状況表に記載

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

覆輪目地にて復旧

剥離の程度により表面煉瓦取替え

現状維持

洗浄

洗浄

洗浄

アラミドロッド施工範囲は覆輪目地に復原

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

－

浮きの程度により表面煉瓦取替え
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修02

外部破損劣化状況・修理方針
東面
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14
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1217
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小口1枚

16

外部破損劣化図　東面

3.0

4.0

8.0

5.0

0.5

0.7

旧塀の跡

煉瓦積の破損 煉瓦積の破損

0.7

1.9

開口際ひび割れ

0.8

開口際ひび割れ

番号

共通

共通

01

02

04

05

06

07

08

09

10

番号

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

03

部位

煉瓦

屋根

煉瓦

煉瓦

化粧軒裏

煉瓦

庇

煉瓦

煉瓦

煉瓦

庇

庇

建具

化粧垂木

庇

煉瓦

洗い出し

仕上部

化粧垂木

煉瓦

煉瓦

煉瓦

たて樋

部位破損状況

白華

塗装の剥がれ、錆

旧塀の跡あり、表面に傷、汚れ

モルタル補修跡

欠け

ひび割れ（ℓ1850 W4 D15）

剥離

目地スキ

ひび割れ（ℓ1910 W3 D20）

ひび割れ（ℓ1650 W8 D25）

窓枠に錆

ひび割れ（ℓ1000 W5 D50）

破損状況

黒色の汚れ

目地補修

先端割れ

ひび割れ

角部：欠け多数

欠損

欠損

【外部破損劣化状況・修理方針　東面】

腐朽

北面外壁から2つ目腐朽

洗い出し

仕上部

現たて樋の裏に旧金物が残る、モルタル補修跡あり

ズレ

修理方針 修理方針

洗浄

錆止め塗布の上、塗装

現状維持

現状維持

腐朽部分のみ取替えの上、塗装

現状維持

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

現状維持

覆輪目地で復旧

目地部にグラウト材注入の上、アラミドロッ

ドによる補強

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

錆止め塗布の上、塗装

腐朽部分のみ取替えの上、塗装

現状維持

積直し

洗浄

アラミドロッド施工範囲は

覆輪目地に復原

現状維持

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

現状維持

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

モルタル欠損

煉瓦ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

目地割れ・欠損

凡　例

煉瓦の表面剥離・剥落・欠損

汚れ

煉瓦表面の浮き
長手●枚　小口●枚　W×H(mm) ●㎡

白華

0.1

モルタル補修跡 

劣化番号00

モルタル浮き

打診高さ：地上より2400mm程度まで

目地補修範囲

コケ植生

0.1
洗出し面ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

修理方針

ひび割れ幅による
詳細は破損状況表に記載

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

覆輪目地にて復旧

剥離の程度により表面煉瓦取替え

現状維持

洗浄

洗浄

洗浄

アラミドロッド施工範囲は覆輪目地に復原

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

－

浮きの程度により表面煉瓦取替え
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外部破損劣化状況・修理方針
北面
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01

小口1枚

小口1枚

外部破損劣化図　北面

1.0

番号

共通

共通

01

02

04

05

06

07

08

09

03

部位

煉瓦

大扉

煉瓦

煉瓦

煉瓦

化粧軒裏

煉瓦

煉瓦

庇

煉瓦

破損状況

白華

西側の開戸が下がり開かない、塗装の剥離、錆

モルタル補修跡

剥離

塗装の剥落、腐朽

母屋鼻天端に白い汚れ、糞害か

アーチ下端　汚れ

側面にひび割れ

欠損

角部　欠け

【外部破損劣化状況・修理方針　北面】

表面に苔

旧煉瓦塀跡にある

コンクリート

洗浄

取り外しの上、修理

現状維持

現状維持

洗浄

腐朽部分のみ取替えの上、塗装

洗浄

洗浄

仕上げ撤去の上、塗直し

現状維持

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

修理方針

モルタル欠損

煉瓦ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

目地割れ・欠損

凡　例

煉瓦の表面剥離・剥落・欠損

汚れ

煉瓦表面の浮き
長手●枚　小口●枚　W×H(mm) ●㎡

白華

0.1

モルタル補修跡 

劣化番号00

モルタル浮き

打診高さ：地上より2400mm程度まで

目地補修範囲

コケ植生

0.1
洗出し面ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

修理方針

ひび割れ幅による
詳細は破損状況表に記載

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

覆輪目地にて復旧

剥離の程度により表面煉瓦取替え

現状維持

洗浄

洗浄

洗浄

アラミドロッド施工範囲は覆輪目地に復原

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

－

浮きの程度により表面煉瓦取替え
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外部破損劣化状況・修理方針
西面

外部破損劣化図　西面
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1.1

1.0

0.4 小口2枚
0.85

旧塀の跡

煉瓦積の破損煉瓦積の破損

番号

共通

共通

01

02

04

05

06

07

08

09

10

番号

11

12

13

14

15

03

部位

煉瓦

屋根

煉瓦

煉瓦

煉瓦

軒樋

煉瓦

煉瓦

煉瓦

煉瓦

たて樋

煉瓦

煉瓦

煉瓦

煉瓦

部位破損状況

白華

塗装の剥がれ、錆

モルタル補修跡

南面の外壁から3番目の垂木と煉瓦の間に隙間あり

剥離

折れ曲がり

表面に苔あり

旧塀の跡、表面に傷、汚れ

ひび割れ（ℓ550 W0.4 ）

現たて樋の裏にある旧金物が残る、モルタル補修跡あり

ひび割れ（ℓ610 W1.9 D15）

破損状況

ひび割れ（ℓ1700 W1.0）

【外部破損劣化状況・修理方針　西面】

破損、隙間あり

目地補修

ひび割れ（ℓ1100 W1.1）

モルタル補修跡

旧壁跡にある

コンクリート

煉瓦 黒い汚れ

洗浄

※復原工事により撤去

現状維持

積直し

積直し

現状維持

撤去の上、新規取り付け

洗浄

現状維持

アラミドロッドによる補修

目地部にグラウト材注入の上、アラミドロッ

ドによる補強

現状維持

アラミドロッド施工範囲は覆輪目地に復原

洗浄

修理方針 修理方針

目地部にグラウト材注入の上、アラミド

ロッドによる補強

現状維持

目地部にグラウト材注入の上、アラミド

ロッドによる補強

モルタル欠損

煉瓦ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

目地割れ・欠損

凡　例

煉瓦の表面剥離・剥落・欠損

汚れ

煉瓦表面の浮き
長手●枚　小口●枚　W×H(mm) ●㎡

白華

0.1

モルタル補修跡 

劣化番号00

モルタル浮き

打診高さ：地上より2400mm程度まで

目地補修範囲

コケ植生

0.1
洗出し面ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

修理方針

ひび割れ幅による
詳細は破損状況表に記載

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

覆輪目地にて復旧

剥離の程度により表面煉瓦取替え

現状維持

洗浄

洗浄

洗浄

アラミドロッド施工範囲は覆輪目地に復原

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

東面庇の洗出し:下地及び仕上げ撤去の上、塗直し
その他:現状維持

－

浮きの程度により表面煉瓦取替え
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内部破損劣化状況・修理方針
元守衛室（壁）
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内部破損劣化図（壁面）　元守衛室

漆喰の上、塗装
腰：ﾓﾙﾀﾙの上、塗装

元守衛室

漆喰の上、塗装

モルタル金鏝

天　井

壁

巾　木

床

備　考

洗出しの上、塗装

漆喰の上、塗装廻　縁

01

0.45～5.0

巾木の欠失巾木の欠失 巾木の欠失

モルタル欠損

仕上げ材の割れ

電管埋め込み欠損

破損状況

【内部破損劣化状況・修理方針　通路（壁）】

修理方針

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

モルタル撤去の上、既存巾木と同仕様で復原

番号

共通 壁

部位

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

モルタル撤去の上、漆喰塗で復原

※補修方法は、設備管等の詳細調査の上、決定

塗装の剥離、剥落多数

壁仕上げ、下地の剥落

01

02

04

05

06

03

壁

壁

巾木

巾木

壁

壁

モルタル補修跡

設備配管の鉄管あり（錆）

ひび割れ（ℓ1630 W5～0.45）

壁仕上げと壁下地の剥落（煉瓦躯体の露出）

モルタル補修跡

欠失

目地部に削孔してグラウト材注入の上、アラミ

ドロッドによる補強

漆喰塗直し

既存巾木と同仕様で復原

煉瓦ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

凡　例

0.1

劣化番号00

修理方針

ひび割れ幅による
詳細は破損状況表に記載

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

補修の上、塗直し

－

仕上げ材の剥離

モルタル補修跡 

仕上げ材・煉瓦表面の欠損

仕上げ材の浮き W×H(mm) ●㎡

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

撤去の上、漆喰塗で復原

煉瓦の表面剥離・剥落・欠損

煉瓦表面の浮き
長手●枚　小口●枚　W×H(mm) ●㎡

現状維持

現状維持
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部位 破損状況

07 欠損部補修の上、塗直し

破損方針

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

欠損壁

壁

ｶｳﾝﾀｰ

壁

ひび割れ
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設備配管の跡
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現状維持
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煉瓦
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欠損

電管のための欠損

ひび割れ（ℓ420 W2.2）
目地部にグラウト材注入の上、アラミ

ドロッドによる補強

現状維持

現状維持
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内部破損劣化状況・修理方針
通路（壁）
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煉瓦

通　　路

漆喰(現在は欠失し
　　　 木摺り下地が露出)

モルタル洗い出し

天　井

壁

巾　木

床

備　考

ー

廻　縁
漆喰(現在は欠失し
　　　 木製の下地が露出)

北面
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01

0101

01

01

長手1枚

01
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東面
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08 0404
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09

西面

10

11

01
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01

長手5枚

長手4枚

14
南面

小口1枚

長手1枚
小口1枚

長手7枚
小口18枚

小口4枚

内部破損劣化図（壁面）　通路

12

13

02

開口予定位置
煉瓦表面の風化

敷石の風化
敷石の風化

番号

共通

01

02

04

05

06

03

部位

煉瓦

煉瓦

煉瓦

煉瓦

煉瓦

煉瓦

煉瓦

破損状況

白華

目地すき

建具と煉瓦の取り合い部、欠損

【内部破損劣化状況・修理方針　通路（壁）】

表面剥離と一部欠け、目地モルタル剥離大

一部目地スキ大

表面剥離

アーチ下端：モルタル補修跡、目地スキ、

　　　　　　表面風化、雨じみ跡

モルタル補修跡

共通 煉瓦 東側の煉瓦壁、傷多数

修理方針

洗浄

現状維持

表面化粧煉瓦取替え

覆輪目地で復旧

洗浄

現状維持

現状維持

表面化粧煉瓦取替え

煉瓦ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

目地割れ・欠損

凡　例

煉瓦の表面剥離・剥落・欠損

煉瓦表面の浮き
長手●枚　小口●枚　W×H(mm) ●㎡

0.1

モルタル補修跡 

劣化番号00

修理方針

ひび割れ幅による
詳細は破損状況表に記載

覆輪目地にて復旧

剥離の程度により表面煉瓦取替え

浮きの程度により表面煉瓦取替え

現状維持

－

番号

08

09

10

11

12

14

部位

煉瓦

煉瓦

石敷居

煉瓦

煉瓦

建具枠

煉瓦

破損状況

モルタル補修跡の削れ(照明用設備配管による)

アーチ下端　煉瓦の表面風化大

風化

開口上部：モルタル補修跡の削れ(後補開口設置による)

開口下部：表面剥離　

開口予定位置　表面の風化

枠下部：木部腐朽、鉄腐食大

13 目地剥離

07 窓枠 洗い出し仕上げにモルタル補修跡 仕上げ撤去の上、塗直し

破損方針

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

覆輪目地で復旧

木部補修の上、鉄板新規
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内部破損劣化状況・修理方針
部屋（壁）
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340×120
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140×100

100×100

300×230

200×280

200×100260×160

460×250

01

0506

01

01

内部破損劣化図（壁面）　部屋

漆喰の上、塗装

部　　屋

漆喰の上、塗装

着色モルタル

天　井

壁

巾　木

床

備　考

洗出しの上、塗装

漆喰の上、塗装廻　縁

03

蓋の欠失

蓋の欠失

0.5～1.0程度

電管埋め込み欠損

破損状況

【内部破損劣化状況・修理方針　通路（壁）】

修理方針

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

モルタル撤去の上、漆喰塗で復原

番号

共通

01

02

04

05

06

03

壁

壁

巾木

壁

壁

壁

壁

塗装の剥離、剥落多数

欠失

設備配管の露出、割れ（W100）

割れ（W100）

壁仕上げと壁下地の剥落（煉瓦躯体の露出）

モルタル補修跡

蓋の欠失

東面の煉瓦に穴を開けている

部位

現状維持

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

既存巾木と同仕様で復原

現状維持

※補修方法は、設備管等の詳細調査の上、決定

ひび割れに沿って溝掘し、グラウト材注入の

上、アラミドロッドによる補強

漆喰塗直し

破損状況 修理方針番号 部位

目地部にグラウト材注入の上、アラミ

ドロッドによる補強

小屋裏01

小屋裏02

小屋裏03

煉瓦

煉瓦

煉瓦

欠損

電管のための欠損

ひび割れ（ℓ900 W2.0）

現状維持

現状維持

小屋裏04 煉瓦 電管の露出

小屋裏05 煉瓦 アンカー筋の露出

小屋裏06 煉瓦 目地充填不足

現状維持

現状維持

現状維持

煉瓦ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

凡　例

0.1

劣化番号00

修理方針

ひび割れ幅による
詳細は破損状況表に記載

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

補修の上、塗直し

－

仕上げ材の剥離

モルタル補修跡 

仕上げ材・煉瓦表面の欠損

仕上げ材の浮き W×H(mm) ●㎡

下地及び仕上げ撤去の上、塗直し

撤去の上、漆喰塗で復原

煉瓦の表面剥離・剥落・欠損

煉瓦表面の浮き
長手●枚　小口●枚　W×H(mm) ●㎡

現状維持

現状維持

小屋裏の破損

小屋裏の破損

06

110×120110×120110×120110×120110×120

小屋裏01

小屋裏02 小屋裏03
小屋裏01

小屋裏04

小屋裏05
2.0 アンカー筋の露出

小屋裏01
小屋裏01

小屋裏01
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内部破損劣化状況・修理方針
元守衛室・通路・部屋（床）
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庇：洗出し仕上
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内部破損劣化図（床）　部屋・通路・元守衛室

2.0～10

1.0～5.0

3.0

5.0～1.0

敷石に溝

0.3

0.3

1.0

0.5～2.0

0.1～2.0

0.5

0.3

凡　例

劣化番号00

修理方針

－

モルタル浮き W×H(mm) ●㎡

モルタル欠損

0.1
土間のひび割れ　

数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す（煉瓦以外）
下地及び仕上げ全て解体撤去の上、

新規

共通

01

02

04

05

06

07

03

通路

石敷居　風化

08

09

10

仕上剥離、モルタル下地に凸凹あり

11

12

13

14

15

17

18

19

20

16

21

元守衛室

ひび割れ（ℓ4260 W2～10）

ひび割れ（ℓ4100 W1～5）

ひび割れ（ℓ800 W2）

ひび割れ（ℓ880 W5）

ひび割れ（ℓ3500 W0.5～1.0）

敷石　風化

敷石　風化小、スチール建具の錆によるお損

モルタル補修跡

戸当たり（スチール製）　ペンキの剥離、錆

溝（90×460）

柵（スチール製）

ペンキの剥離、錆、一部変形あり

敷石　風化、割れ

ひび割れ（ℓ2100 W0.3）

ひび割れ（ℓ1200 W0.3）

ひび割れ（ℓ1300 W1）

ひび割れ（ℓ2900 W0.5～2）

ひび割れ（ℓ1950 W0.1～2）

ひび割れ（ℓ2200 W0.5）

ひび割れ（ℓ400 W0.3）

モルタル下地のえぐれ、へこみ

通路

通路

通路

通路

通路

通路

番号 部位 破損状況

【内部破損劣化状況・修理方針　部屋・通路・元守衛室（床）】

通路

通路

通路

通路

通路

通路

元守衛室

元守衛室

元守衛室

元守衛室

元守衛室

元守衛室

元守衛室

元守衛室

修理方針

現状維持

現状維持

洗浄

解体の上、修理

現状維持

解体撤去の上、新規

解体撤去の上、新規

解体撤去の上、新規

解体撤去の上、新規

錆止め塗布の上、塗装

同種材を用いて修復
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内部破損劣化状況・修理方針
元守衛室・通路・部屋（天井）

内部破損劣化図（天井）　部屋・通路・元守衛室
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凡　例

劣化番号00

修理方針

－

0.1

仕上げ(漆喰)：全て解体撤去の上、

新規塗直し

木摺り下地：解体保管の上、一部修

理して再用
塗装剥がれ

天井仕上げ材の浮き W×H(mm) ●㎡

天井仕上げ材の穴・欠け・剥離

天井仕上げ材のひび割れ　

数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

天井仕上げ材のモルタル補修跡 

記載無しは0.1mm以下

塗装の剥落多数、割れ多数（番号無しは0.1mm以下）

塗装剥がれ

穴、欠け

ひび割れ（W0.5）

ひび割れ（W0.3）

塗装剥がれ大

モルタル補修跡

穴

欠損

塗装塗り跡

ひび割れ（W0.5）

電管3本貫通

仕上げ及び下地の欠失、木摺りの露出

塗装の剥落多数、割れ多数（番号無しは0.1mm以下）

穴埋め跡

ひび割れ（W1.0）

ひび割れ（W0.2）

ひび割れ（W0.4）

ひび割れ（W2）

塗装剥がれ大

木摺り下地の欠損

共通
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03

部屋
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16

元守衛室

番号 部位 破損状況

【内部破損劣化状況・修理方針　部屋・通路・元守衛室（天井）】

通路

元守衛室

元守衛室

元守衛室

元守衛室

部屋

共通 通路

共通 元看守室

元守衛室

元守衛室

部屋

部屋

部屋

部屋

部屋

部屋

部屋

部屋

部屋

修理方針

仕上げ(漆喰)：

解体撤去の上、

新規塗直し

木摺り下地：

解体保管の上、

一部修理して再用
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南面（煉瓦躯体）

修10

981 1540 1551 1750 918

459 459

1750 1551 1540 981

12562

5
2
3
6
.
0
5

1
9
0

5
1
0

▲調査ＧⅬ±0

桁:
140×90

敷桁:
70×115

1
6
6
9

1
7
1
6

2
0
8

5
5
9
1

通　路元守衛室 部屋

2
8

1
0
0
5

5
3
6
6
.
0
5

2
0
5

3
8
3
6
.
0
5

7

01 01

02

03

02

0101

長手1枚

長手1枚

番号

共通

01

02

03

部位

煉瓦

煉瓦
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煉瓦

破損状況

目地すき

アンカー部欠損

欠損

【小屋裏破損劣化状況・修理方針　南面】

穴

小屋裏破損劣化図　通路・元守衛室・部屋　南面（調査面①）

通路上部 元守衛室

　上部

部屋上部

N

調査面①

キープラン

煉瓦ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

凡　例

煉瓦の表面剥離・剥落・欠損

煉瓦表面の浮き
長手●枚　小口●枚　W×H(mm) ●㎡

0.1

劣化番号00

修理方針

ひび割れ幅による
詳細は破損状況表に記載

現状維持

現状維持

－

修理方針

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

小屋裏の破損小屋裏の破損
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煉瓦
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煉瓦

破損状況

目地すき

アンカー部欠損

欠損

【小屋裏破損劣化状況・修理方針　北面】

表面剥離

小屋裏破損劣化図　通路・元守衛室・部屋　北面（調査面④）
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05

煉瓦

煉瓦

ひび割れ（ℓ220 W0.4）

目地不良

番号 部位 破損状況
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06 煉瓦 モルタル補修跡

0.4

通路上部 元守衛室

　上部

部屋上部

N

調査面④

キープラン

煉瓦ひび割れ
数値は表面のひび割れ幅(mm)を示す。

凡　例

煉瓦の表面剥離・剥落・欠損

煉瓦表面の浮き
長手●枚　小口●枚　W×H(mm) ●㎡
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劣化番号00

修理方針

ひび割れ幅による
詳細は破損状況表に記載
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現状維持

－

修理方針 修理方針

現状維持
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 ⑤工事工程検討 

【工程検討にあたっての前提条件】 

・令和 7 年（2025）7 月 10 日までに学校敷地外に門の曳家が完了していること（埋戻し・

整地・レールの撤去までを含む） 

・表門は移転先の整備工事を経て、令和 8 年度（2026 年度）の公開を目指す 

以上の条件を鑑み、以下の表に工事の流れを示す。着工から 7 月までは曳家に関わる工

事を主に行い、曳家完了後に耐震補強工事や劣化修理工事、復原工事を行うことで、予定

工期内で施工可能と考えられる。詳細な工程は次頁の「資料 6 旧中野刑務所正門（旧豊

多摩監獄表門）移設・修復工事工程（案）」を参照されたい。 

ただし、今後設計を進めていく中で、更に詳細な工程検討を行うことが必要である。 

 

 図 1-90 移設・修復工事の流れ 

工期 項目 内容 

令和 6 年 

4 月～ 

令和 7 年 

7月10日

まで 

仮設工事 共通仮設、直接仮設 

解体工事 表門周囲の舗装や配管等の解体・撤去 

建具、照明器具等の解体・保管 

曳家に伴う仮補強 開口部まわりの補強 

※曳家工法等とあわせて今後詳細検討が必要 

※本補強（耐震改修工事）は曳家後に行う 

曳家のための準備

工事 

建物周辺土の掘削、山留の設置、基礎補強、耐圧盤の

設置 

また、地盤調査結果より、ジャッキアップのための地

盤補強を行う 

曳家経路工事 曳家経路の地盤改良の上、砕石敷、敷鉄板養生（2 枚）、

移動通路設置、転動装置設置等 

曳家工事 ジャッキ台セット、ジャッキアップ、移動、ジャッキ

ダウン 

解体工事・土工事 移動通路の撤去、土留め撤去、埋戻し・整地 

新規基礎工事 移設場所にあらかじめ基礎と免震装置を設置し、建物

を据え付ける 

令和 7 年

7月10日

～ 

令和 8 年

10 月まで 

仮設工事 屋根解体中の雨養生として、素屋根を設置する 

解体工事 耐震補強工事で鉄骨ブレースを設置するに伴い、屋根

解体、小屋組(母屋・垂木・野地板)解体、天井解体 

あわせて、劣化のため剥落の恐れのある内部仕上をす

べて解体 
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工期 項目 内容 

令和 7 年

7月10日

～ 

令和 8 年

10 月まで 

耐震補強工事 曳家のための補強を撤去 

鉄骨ブレースの設置を行う 

劣化修理工事 アラミドロッドによる煉瓦躯体のひび割れ補修（躯体

の洗浄も合わせて行う） 

劣化した木部の修理 

解体した木部の修理→再取付 

内部仕上を左官仕上げで復旧 

復原工事 鉄骨ブレース設置後、母屋・垂木・野地板を修理・再

取付の上、天然スレート葺に復原 

外構工事 石柱、鉄格子塀、犬走の復原を行う 

設備工事 電気設備(照明・コンセント)、機械設備(換気)、防消

火設備(自動火災報知設備) 

 

 

 

 



年度
年 2024年 2025年 2026年 2027年
工期
月
週 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

〇本契約 〇7/10曳家完了 〇完了 令和8年度中に公開予定
〇着工

建具等解体・保管 舗装等解体

足場設置

曳家に伴う仮補強

周囲の掘削・⼟留め設置 ジャッキアップのための地盤補強 乗入構台設置 ⼟留め撤去・埋戻し・整地

既存基礎補強 ジャッキアップ

鉄骨セット・ジャッキ台セット 曳家

曳家経路の地盤改良・鉄板敷

レール設置

レール撤去

屋根・一部小屋組・天井等解体

周囲の掘削・⼟留め設置・地盤補強・耐圧盤設置

新規基礎設置・免震装置ｾｯﾄ ジャッキダウン ジャッキ台撤去

足場・素屋根設置

耐震補強工事

煉⽡躯体劣化補修

⽊部修理・小屋組復旧等

天然スレート屋根の復原

内部仕上の漆喰復旧等

建具修理・再設置

内部仕上・外部仕上等塗装

敷居⽯の復旧 敷⽯の復旧

外構復原（鉄格⼦塀・⽯柱等）

移築先整備工事（令和8年度着工予定）

資料6 旧中野刑務所正門（旧豊多摩監獄表門）移設・修復工事工程(案）

No.

令和５年度 令和6年度 令和7年度

6 7 8 9 12 13 14 15
1 2 3 4 5

19 20 2110 11

令和8年度

1 2 3 4 5 28 29 30 31 3222 23 24 25 26 2716 17 18
10 1112 1 2 3 4 56 7 8 9 10 11 12 1 2 3

中野区

6 7 8 9 10 1112 1 2 3 4 56 7 8 9

4 ⼟工事

5 地盤補強

現
在
地

1 解体

2 仮設

3 建屋仮補強

6 曳家工事

曳
家
路
盤

7 地盤改良

8 曳家工事

9 解体

移
設
先

10 解体工事

11 地盤補強

14
建屋補強
工事

15
煉⽡躯体
劣化補修

12 基礎工事

13 仮設

24
別途工事
移築先整
備工事

22 外構工事

16 ⽊工事

17
屋根工事
樋工事

18 左官工事

23 設備工事

19 建具工事

20 塗装工事

21 ⽯工事
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（２）構造検討に係る各種試験 

構造検討に必要な各種試験ならびに調査として、煉瓦コアを用いた強度試験、煉瓦壁体

のひび割れ状況調査、煉瓦躯体内部の鉄筋等鋼材の有無の確認、現在地・曳家経路・移転

先の地盤調査をおこなった。各種結果については以下の通りである。 
①構造検討に係る各種試験結果 

ア 煉瓦コア各種試験 

構造検討及び耐震診断の資料とするため、構造体より煉瓦コアを採取し、煉瓦単体の圧

縮強度試験、ヤング係数・ポアソン比の測定、煉瓦の吸水率測定、目地材の引張強度試験、

目地材のせん断強度試験を行った。目地材のせん断強度試験については、学識者の指摘の

もと、軸力を載荷した場合の試験も追加で行った。そのため、当初予定していた煉瓦コア

数（100φ×3 本、200φ×3 本）から、100φのコアを 3 本追加で採取している。 

また、採取した箇所の目地充填状況も合わせて確認した。採取孔は、煉瓦面までのモル

タル充填復旧とし、仕上げ材の復旧は今後の工事時に行うこととした。 

 
 １）煉瓦コア採取位置 

煉瓦コア採取にあたっては、外壁側に貫通しないよう室内側から折取りで採取した。採

取にあたって撤去した壁仕上げについては、仕様を調査し、一部サンプルとして保管した。

壁仕様の調査結果は「（３）③イ内部仕上部分解体調査」にて記載する 

煉瓦コアの採取長さは 350 ㎜で、試験にあたって 200 ㎜に整形した。採取位置につい

ては、以下の図参照。 
【凡例】 

▲：煉瓦コア採取位置（各物性試験用） コア①～③ 
  100φ,200φ各 1 本／箇所 ［採取日：5月 26 日］ 

△：煉瓦コア採取位置（軸力載荷目地せん断試験用） コア④～⑥ 

  100φ,1 本／箇所 ［採取日：9月 2 日］ 

  

 図 2-1 調査位置図 

コア④ 

コア① 

コア② 

コア⑥ 

コア③ 

コア⑤ 
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２）試験項目 

試験項目 試験方法 数量 
煉瓦単体の圧縮強度試験 
ヤング係数・ポアソン比 

 100mm×100mm×60mm 程度 
二面せん断試験後の試料を使用 

3 試料 
 
 

煉瓦の吸水率測定 圧縮試験用供試体を使用 3 試料 
目地の引張強度試験 直接引張試験,100φ×100mm 3 試料 

 
 
 

目地のせん断強度試験 二面せん断試験,200φコア 3 試料 
 
 
 
 
 
 

軸力載荷 
目地のせん断強度試験 

軸力載荷一面せん断試験,100φコア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 試料 
 
 
 
 
 
 

 

ひずみゲージ 

載荷方向 載荷方向 

100φ 

載荷軸力は 5.0kN 
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３）調査結果 

①目地充填状況 
モルタル目地の充填状況は比較的良好であるが、所々充填不足な箇所(長さ数 mm～100mm,

深さ 25mm 程度)が存在した。 

  

図 2-2 コア①目地充填状況 図 2-3 コア①目地充填状況 
 

  

図 2-4 コア②目地充填状況 図 2-5 コア②目地充填状況 
 

  

図 2-6 コア③目地充填状況 図 2-7 コア③目地充填状況 
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図 2-8 コア④目地充填状況 図 2-9 コア④目地充填状況 
 

  

図 2-10 コア⑤目地充填状況 図 2-11 コア⑤目地充填状況 
 

  

図 2-12 コア⑥目地充填状況 図 2-13 コア⑥目地充填状況 
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②各種試験結果 
図 2-14 煉瓦単体の試験結果一覧 

試験体番

号 
圧縮強度 
(N/mm2) 

ヤング係数 
(kN/mm2) 

ポアソン比 吸水率 
(%) 

見掛け密度

(g/cm3) 
コア① 74.0 19.6 0.216 14.6 1.76 
コア② 57.6 9.94 0.165 8.8 1.96 
コア③ 78.5 22.7 0.129 12.9 1.85 
平 均 70.0 17.4 0.170 12.1 1.86 

 
図 2-15 目地の引張強度及びせん断強度試験結果 

試験体番号 目地引張強度(N/mm2) 目地せん断強度(N/mm2)※軸力載荷

コア① 0.795 0.831 
コア② 0.583 1.37 
コア③ 0.644 1.90 
平 均 0.674 1.37 

 
図 2-16 軸力載荷目地のせん断強度試験結果 

試験体番号 目地せん断強度(N/mm2) 載荷軸力 
コア④ 1.00 

5.0kN 
（0.25N/mm2相当） 

コア⑤ 2.06 
コア⑥ 1.21 
平 均 1.42 
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③他建物との比較 
図 2-17 他の煉瓦造建物の材料試験結果 

 
 

  

建物名 建設年 所在地 煉⽡圧縮強度
(N/mm2)

圧縮試験方法 ﾔﾝｸﾞ係数
(kN/mm2)

ポアソン比 目地せん断強度
(N/mm2)

目地せん断
試験方法

目地引張強度
(N/mm2)

目地引張
試験方法

密度
(g/cm3)

吸水試験
(%)

43.1 9.98 0.149 1.75 0.0026 1.74 12.4
67.7 14 0.124 0.05 0.0623 1.81 10.6
42.8 12.2 0.205 3.04 0.0508 1.81 11.5
23.7 7.68 0.349 0.1 1.63 19.8
14.9 2.56 0.114 0.23 1.67 16.8
14.3 3.24 0.142 0.22 1.63 19.4

0.48
0.69
0.54

6.9 2.4 0.13 0.558 0.039 1.413 22.7
3.9 1.31 0.211 0.471 0.097 1.349 24.9
4.7 1.41 0.128 0.957 0.025 1.414 22.6
5.3 1.99 0.164 0.345 0.116 1.329 25.1
4.2 1.19 0.157 0.354 0.029 1.38 21.4

1.69 0.271 0.285 0.274 0.096 1.379 22.5
2.03 0.436 0.119 0.026 1.37 22.6
1.46 0.456 0.0942 1.406 21.7
1.94 0.252 0.248
1.64 0.267 0.0411

10.08 0.872 1.04
7.86 1.025 1.29
9.73 1.532 1.36
15.1 8.84 0.158
15.8 8.37 0.121
7.47 3.36 0.123
7.69 3.22 0.0809
14.3 3.01 0.696
9.16 1.96 0.841
10.1 1.47 0.812
14.7 0.365
28.8 0.613
16.4 0.772
15.9 0.368
43.4 0.534
21.2 0.561

1.17 0.39
0.57 0.27
1.3 0.7

0.86 0.95
16.3 13.8 0.107 0.755
12.6 8.01 0.063 0.608
28.1 9.52 0.171 1.708
13.7 8.20 0.160
39.6 1.47 1.07
39.9 1.04 0.429
32.2 2.22 1.62
40.6 1.4 0.812
56.3 1.02 1.63
50.6 1.16 1.25
20.5 0.86 1.914 10.67
14.3 1.77 2.007 11.43
16.4 0.24 1.83 18.07
20.7 0.66 1.926 14.42
11.4 0.47 1.864 19.97
13.7 0.58 1.861 19.18
46.6 0.40
81.2 0.20
41.9 0.30

1) ⽂化財建造物構造実験データ集 1904今村天主堂における煉⽡の材料試験
2) オノエンホールディングス株式会社 重要⽂化財シャトーカミヤ旧醸造場施設保存修理工事(災害復旧)報告書
3)~11) 株式会社コンステック提供

− 2面せん断 − − − −

2面せん断 − −

煉⽡倉庫
11）

明治40年頃
（1907） 弘前市内

JIS A 1107
50φ×100 −

− −

某資料館
10）

大正15年
(1926) 札幌市内

JIS A 1107
50φ×100 − −

変電所事務
所棟9）

大正元年
(1912) 広島市内
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− − 2面せん断 割裂試験 − −

− − − −

変電所変電
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大正元年
(1912) 広島市内
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配水場
計量室6）

大正3年
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−
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塀4）

大正10年
(1921) 埼玉県内

JIS A 1107
50φ×100 − − 1面せん断

直接引張 − −

JIS A 1107
50φ×100 − − − − −

直接引張

某住宅洋館
3）

大正10年
(1921) 埼玉県内

JIS R 1250
ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞ有 − − 2面せん断

シャトーカ
ミヤ旧醸造
所施設2）

明治36年
(1903) 茨城県内 JIS R 1250 1面せん断

今村天主堂
1）

大正2年
(1913) 福岡県内 JIS R 1250 1面せん断 直接引張
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【圧縮強度・ヤング係数・ポアソン比】 
各建物毎に試験体形状が異なり単純に比較できないが、JIS R 1250(本建物の試験方法)

の圧縮強度が円柱供試体(50φ×100)の強度と比べて高い値となり易いことを考慮して

も、本建物の煉瓦単体の圧縮強度は良好である。  
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図 2-18 煉瓦単体の圧縮強度の比較 
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図 2-19 煉瓦単体のヤング係数の比較 
建設年 

図 2-20 煉瓦単体のポアソン比の比較 
建設年 

煉
瓦
単
体
の
ポ
ア
ソ
ン
比
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[参考資料] 

・煉瓦の圧縮試験体の形状は JIS R 1250(100×60×60)と 50φ×100 の 2 種類が主要なも

のである 

・実構造体から採取される場合、50φ×100 の円柱供試体圧縮試験は載荷方向①又は②で

行われている。図 2-23，図 2-24,図 2-25(a)(b)より、圧縮強度の平均値で見ると、JIS 

R 1250(100×60×60)の強度は、円柱供試体(方向②)の強度よりやや小さく、円柱供試

体(方向①)よりやや大きいが、1 割程度の違いである。 
  

載荷方向③ 

JIS A 1250 形状 100×60×60 

※試験体形状による圧縮強度比較例(1) 

図 2-21 試験体採取及び載荷方向 

※試験体形状による圧縮強度比較例(2) 

載荷方向① 

方向① 形状 30φ×60 

載荷方向② 

方向② 形状 30φ×60 

載荷方向③ 

方向③ 形状 30φ×60(50φ×60) 

載荷方向③ 

JIS A 1250 形状 100×60×60 

図 2-22 試験体採取及び載荷方向 

※各柱供試体の載荷方法も同様 

各試験値 平均値
10.08
7.86
9.73
15.1
15.8
7.47
7.69

建物名

某住宅洋館
JIS A 1107
50φ×100

9.22

11.52

方向③

方向②

載荷方向試験方法 圧縮強度(N/mm2)

JIS R 1250

図 2-23 同一部材から採取したコアによる強度比

提供・株式会社コンステック 

煉
瓦
単
体
の
圧
縮
強
度

 
(N

/m
m

2 ) 

JIS R 1250 
100×60×60 

JIS A 1107 
50φ×100 

図 2-24 同一部材から採取したコアによる強度比

図 2-25 試験体形状・採取方向と圧縮強度の関係 

「中浜貴生,三島直生,畑中重光：煉瓦の圧縮強度の異方性

とその発生メカニズムに関する基礎的研究,日本建築学会

構造系論文集,第 77 巻,第 677 号,1021～1028」より抜粋 

 

   ：主に実施されている材料試験・載荷方向 



(2)-9 

 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

1900 1905 1910 1915 1920 1925 1930

他建物の強度
本建築物の強度(軸力無し)

本建築物の強度(0.25N/mm2軸力有り)

【目地引張試験・目地せん断試験・煉瓦単体の密度及び吸水率】 
・同年代に建設された他の煉瓦建造物の材料強度と比較して、目地引張強度と目地せん断

強度は平均的な値である。 
・煉瓦の密度、吸水率については、比較サンプルが少ないが、同年代のものと比べて密度

はやや高く、吸水率はやや低い値となっている。 
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建設年 
図 2-26 目地引張強度の比較 
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建設年 
図 2-27 目地せん断強度の比較 
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建設年 
図 2-28 煉瓦単体の密度の比較 

建設年 
図 2-29 煉瓦単体の吸水率の比較 
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④軸力の有無による目地せん断強度の違い 
軸力 5.0kN(0.25N/mm2 相当)の載荷を行った目地せん断強度は、軸力を加えない場合よ

り、平均値で 1.37 から 1.42 に 0.05N/mm2高くなったが、両者に明確な違いは見られなか

った。 

図 2-30 目地の引張強度及びせん断強度試験結果 

目地せん断強度(N/mm2)  目地せん断強度(N/mm2)  
コア① 0.831 

軸力載荷無し 

コア④ 1.00 
載荷軸力 5.0kN 
（0.25N/mm2相

当） 

コア② 1.37 コア⑤ 2.06 
コア③ 1.90 コア⑥ 1.21 
平 均 1.37 平 均 1.42 
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イ 鉄筋探査結果 

１）調査方法 

 煉瓦躯体内部の鉄筋等鋼材の有無を、電磁波レーダにより探査した。 
 

２）調査結果 

①煉瓦躯体には鉄筋等の躯体補強のための鋼材は確認されなかった。 

②東面のアーチ開口上部はコンクリートとなっており、コンクリートアーチ下面に鉄筋

等の鋼材が縦横方向共に約 60mm ピッチで探査された。「図 2-31～33」 

③東面のコンクリート円形庇には、上下面に鉄筋等鋼材が縦横方向共に約 60mm ピッチで

探査された。「図 2-33,34」 

④北側門扉の肘金は、煉瓦躯体を貫通するように埋め込まれていることを探査で確認し

た。「図 2-35,36」 

 
日本における煉瓦造は江戸末期から明治の初期にかけて導入され、明治時代には煉瓦

造建築物が多数建設されたが、明治 24 年（1891）の濃尾地震で多くの建物が被害を受け

たことで、耐震の必要性が認識された。煉瓦造の耐震補強として鉄筋や帯鉄を使用した

碇聯鉄
ていれんてつ

構法等が行われ、明治後期になると、鉄骨造や鉄筋コンクリート造の知識も蓄積さ

れはじめた。豊多摩監獄の設計者である後藤慶二も、当時最先端の構法であった鉄筋コン

クリート造について研究していたひとりである。 

豊多摩監獄の建築群はこのような時期に建設された煉瓦造建築物であるが、今回の非

破壊調査では、表門の煉瓦躯体内において、鉄筋等の鋼材は確認されなかった。 

 

  
図 2-31 東面アーチ開口 
 

図 2-32 東面アーチ開口上部 
 

 
 
 
 

アーチ上部にコンクリートが見える。 
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図 2-33 東面アーチ開口・コンクリート庇 
 

図 2-34 東面 コンクリート庇 
 

 
 

 

 
 

 
図 2-35 北面門扉 肘金 
 

図 2-36 北面門扉 肘金（壁裏側） 
 

 
  

庇の上下面で縦横方向共に約 60mm ピッチの鉄筋等鋼材が探査された。 

アーチの下面で縦横方向共に約 60mm ピッチの鉄筋等鋼材が探査された。 

電磁波レーダにより鋼材の反応があった。 

肘金は壁を貫通するように埋め込まれている。 
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３）鉄筋探査画像 

①アーチ開口の探査 
 

 

 

 

 

データ上の×印が鉄筋位置を示す。 

横軸が探査方向、縦軸が深さ方向を示す。 

探査方向に直行する鉄筋が探査される。 

 

 

  
図 2-37 アーチ下面鉄筋探査位置 データ① 

 

   
図 2-38 アーチ側面鉄筋探査位置 
 

データ② データ③ 

 
  

データ① 

データ② 
データ③ 

鋼材有 
鋼材無 

探査方向 

深
さ
方
向
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②コンクリート円形庇の探査 
 

 

 

 

 

データ上の×印が鉄筋位置を示す。 

横軸が探査方向、縦軸が深さ方向を示す。 

探査方向に直行する鉄筋が探査される。 

 

  
図 2-39 円形庇上面鉄筋探査位置 
 

図 2-40 円形庇下面鉄筋探査位置 
 

  
データ④ 
 

データ⑤ 
 

  
データ⑥ データ⑦ 

 
  

探査方向 
深
さ
方
向

 

データ④ 

データ⑤ 

データ⑥ 

データ⑦ 
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 ③北面門扉肘金の探査 
 

 

 

 

 

データ上の×印が鉄筋位置を示す。 

横軸が探査方向、縦軸が深さ方向を示す。 

探査方向に直行する鉄筋が探査される。 

 

 

  
図 2-41 北面門扉肘金部鉄筋探査位置 
 

データ⑧ データ⑨ 

 
４）コンクリート円形庇と煉瓦の取り合い部 

コンクリート円形庇の上面に 1 箇所鉄筋が露出している。コンクリート円形庇と煉瓦

壁をつなぐ定着筋の可能性がある。鉄筋位置周辺の煉瓦壁面には鉄筋は探査されなかっ

た。 

非破壊調査では、コンクリート庇と煉瓦躯体の接続部の状況把握ができなかったため、

今後接続部の部分解体調査を行い、状況を把握する必要がある。 

  
図 2-42 コンクリート円形庇上面 図 2-43 鉄筋の露出 

 
 
 

探査方向 

深
さ
方
向

 

データ⑧ データ⑨ 
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５）小屋裏での鉄筋探査 

 小屋裏にて鉄筋探査機を用いて、煉瓦躯体と小屋組を緊結しているアンカーボルトの躯

体への埋め込み長さ、ならびにアンカーボルトの長さを確認した。ボルトの長さは 670 ㎜と

330 ㎜の二種類を使用しており、煉瓦躯体への埋め込み長さは 120～230 ㎜で、木造の小屋

組と緊結されている。ボルトの錆やゆるみ等は確認されず、良好な状態である。 

次頁に小屋組アンカーボルトのプロット図（資料 7）を掲載する。 

 

  
図 2-44 アンカーボルト 
敷桁と躯体を緊結するアンカーボルト 
 

図 2-45 鉄筋探査 
鉄筋探査機を用いて躯体への埋め込み長さを
確認した 
 

  
図 2-46 計測 
アンカーボルトの全長を計測し記録した 
 

図 2-47 計測 
アンカーボルトの躯体への埋め込み長さを計
測し記録した 
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資料7　小屋組アンカーボルトプロット図
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 ②地盤調査 

 今後、設計を行うにあたって必要となる地盤の構成や、各種特性を把握するため、表門

の現在地、曳家予定経路、移築予定地において、以下の調査を行った。調査位置は「調査

位置平面図」参照。なお、実際の移転先や曳家予定経路には既存の建物が存在しているた

め、建物を避けて調査位置を選定した。各種調査位置は「資料 8 地盤調査位置平面図」

参照。 

 

・機械ボーリング： 

2 箇所（現在地／移築予定地）掘進長 32ｍ（φ66 ㎜ 32ｍ）、別孔 掘進長 7ｍ（φ116

㎜ 3ｍ、φ86 ㎜ 4ｍ） 

 ・スウェーデン式サウンディング試験： 

11 箇所（現在地 4 箇所／曳家予定経路 3 箇所／移築予定地 4 箇所）延べ 25.15ｍ 

 ・試料採取： 

2 試料 

 ・標準貫入試験：  

延べ 32 回 粘土・シルト 20 回、礫混じり土砂 12 回 

 ・室内土質試験： 

土粒子の密度試験 2 試料 

土の含水比試験 2 試料 

土の粒度試験（フルイ+沈降分析） 2 試料 

土の液性限界試験 2 試料 

土の塑性限界試験 2 試料 

土の湿潤密度試験 2 試料 

土の三軸圧縮試験（UU） 2 試料 
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kenbun No.30
楕円

kenbun No.30
タイプライタ
資料8　地盤調査位置平面図
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ア 地形・地質概要 

本調査地は、JR 中央線「中野」駅の北方約 1.0 ㎞に位置している。当調査地が位置す

る都区部は、西部に武蔵野台地、東部に下町低地が位置している。また、南部の世田谷区

や大田区の一部には多摩川沿いに低地が発達している。 

西部の武蔵野台地は、一般には山の手台地と呼ばれており、石神井川、神田川、善福寺

川、呑川などの中小河川によって開析され、いくつかの台地群を形成している。これらの

台地は北から本郷台、豊島台、淀橋台、目黒台、荏原台、久が原台と区分されており、本

調査地は豊島台に該当する。豊島台は、淀橋台、荏原台より一段低い台地で、区部におけ

る台地の大半を占めている。また、本調査地は台地（中位面）に該当する。 

都区部の台地面を構成する地層は、関東ローム層、段丘礫層、東京層及び上総層群より

構成される。今回の調査では、各調査地点において深度 16ｍまでの調査ボーリングを行

い、上位より埋土層・関東ローム層・段丘礫層の順で成層していることが確認された。 

 

イ ボーリング結果 

現在地（以下、「B1 地点」という）及び移築予定地（以下、「B2 地点」という）で調査

ボーリングを行った。当該地一帯を構成する地層は 3 層に大別されるが、関東ローム層は

その特性より 2 層に分け、計 4 層に分類した。地層構成は以下である。 

 

図 2-48 地質層序表 

 

 

・埋土層（Tc）の層厚は、B2 地点で t=2.60m、B1 地点で t=0.8m が確認されており、B2 地

点で地点で厚くなっている。粘性土を主体とし、礫、コンクリートガラ、煉瓦片等が混

在している 

・関東ローム層（Lm）は、層相及び N 値の分布状況より、2 層に区分した。下部では粘土

質な層相を示し、N 値も低い傾向となっている。 
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・本調査で確認された最下位の層は、段丘礫層（Mg）で、出現深度に着目すると、調査地

内では概ね水平堆積していると考えられる。 

 

以上より、本調査で確認された地層は、埋土層（Tc）以下、関東ローム層（Lm1・Lm2）、

段丘礫層（Mg）の順に分布しており、B2 地点と B1 地点では、層厚に多少の違いはあるも

のの、概ね同じ地層構成となっている。 

 

図 2-49 地層想定断面図（ボーリング） 

 



(2)-21 

 

１）代表 N値 

実測 N 値より、各ボーリング地点における代表値を設定した。代表値は各地層の測定デ

ータを用い、代表値＝平均値－（1/2 標準偏差）の統計処理を以て代表値とした。 

 
図 2-50 代表 N 値の設定 

 

 

B1 地点と B2 地点の各層の代表 N 値を比較すると、Lm1 層では B2 地点の方が大きい値

を示しているが、その他の地層については、概ね近似した傾向を示している。 

 

２）地下水位について 

 本調査地においては、少なくとも深度 5ｍ以浅には水位の存在はないものと考えられる。

また、泥推移による確認では各孔で GL-6ｍ付近に孔内水位を確認していることから、本

調査地では深度 6ｍ付近に地下水位が存在すると考えることが妥当である。 
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ウ スウェーデン式サウンディング試験結果 

現在地と移築予定地にて、基礎直下の支持力ならびに地層状況を把握する目的で各箇

所 4 点ずつ試験を実施した。また、曳家予定経路に対しても同様の試験を 3 地点実施し

た。 

 

図 2-51 試験結果 

 

 

試験では、当初深度 10ｍ付近においては段丘礫層（Mg）の出現を想定して実施してお

り、概ね深度 10ｍ付近でガリガリ音やジャリジャリ音を確認し、半回転数が大きくなっ

たことから、段丘礫層を確認したものと判断した。 

なお、S2 地点（現在地の南東角）では深度 0.70ｍ付近にてコンクリートの支障物に当

たり、試験不能となった。また、S10 地点（移転先の南西角）では、深度 5ｍ付近に不明

な支障物があり貫入不能（空転）となった。 

 

以下に、地点ごとの試験結果を示す。 

 

○現在地 

試験は、概ね関東ローム層（Lm1・Lm2）を対象としており N 値範囲は N＝3～4、長期許

容支持度 30～40KN/㎡の範囲に値が集中している。表面 1ｍ程度は部分的に高い値を示す

傾向にあるが、これはコンクリートガラ等の混入による影響と考えられる。 

また、N 値についてボーリングによる実測値との関係をみると、深度 4ｍ付近までは良

い相関を示しているが、以深については実測値に対して大きい値を示している。 
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 ○曳家予定経路 

N 値範囲は N＝3～6、長期許容支持度 30～60KN/㎡の範囲に値が集中しており、現在地

の試験結果と比較して全体に大きい値を示している。表面 1ｍ程度は部分的に高い値を示

すが傾向にあるが、これはコンクリートガラ等の混入による影響と考えられる。 

確認された地層は、埋土層（Tc）以下、関東ローム層（Lm1・Lm2）、段丘礫層（Mg）の

順に分布しており、当該経路において層厚に多少の違いはあるものの、概ね同じ地層構成

となっている。 

 

 ○移築先 

N 値範囲は N＝3～4、長期許容支持度 30～40KN/㎡の範囲に値が集中している。表面 1

ｍ程度は部分的に高い値を示すが傾向にあるが、これはコンクリートガラ等の混入によ

る影響と考えられる。 

また、N 値についてボーリングによる実測値との関係をみると、部分的に相関が認めら

れるものの、全体的には一致しない結果となった。 

現在地との比較においては、N 値・長期許容支持力度ともに近似した値を示しており、

問題となるような値（極端に小さい値等）は認められなかった。 

 

 

 次頁に、曳家予定経路の推定地層断面図と表門基礎の関係性について図示した資料（資料

9）を掲載する。  
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－凡　例－

資料9　推定地層断面図と表門基礎

曳家予定経路の推定地層断面図（H＝1/500、V＝1/100） 基礎詳細図　S=1/20

8
4
2
.5
5

5
1
2
.4
5

▼GL±0

▼旧GL-521.45

▼床付面-1364

▼旧GL±0

▼床付面-842.55

▼GL±0

▼旧GL-512.45

▼床付面-1364

▼-850

▼-2600
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エ 室内土質試験結果 

室内土質試験は、移築予定地の基礎底面付近に分布する地層に対し土の物理・力学特性

値を把握することを目的として、ボーリング孔で採取した「乱れの少ない試料」を用いて

実施した。以下に試験結果の概要をまとめる。 

 

 １）一般物理特性 

 ○土粒子の密度 

 図 2-52 土粒子の密度試験結果 

 

無機質の土粒子の密度は、一般に 2.6～2.8g/㎥の範囲にあるといわれているが、試験

値もこの範囲にあって、重鉱物や有機物を含む等の特異なものは見受けられなかった。 

 

 ○湿潤密度・含水比 

図 2-53 土の湿潤密度・含水比試験結果一覧表 

 

湿潤密度試験及び含水比試験は、土の体積及び重量を測定し密度を算出することによ

り、土の物理的特性を把握するものである。今回の試験地は、国内における一般的な概略

地の範囲内であった。 

 

○粘土特性 

地盤を構成する土粒子径の分布状態を全質量に対する百分率で表したものを粒度とい

う。本試験で試料とした関東ローム層（Lm1・Lm2）では、細粒分（シルト分・粘土）含有

率が 93.5～96.5％を占めている。 
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○土の液性限界・塑性限界 

土の液性・塑性限界は総称してコンシステンシー特性と呼ばれ、含水比の変化に応じて

変化する土性の境界を示したものである。この試験結果から、液性限界と塑性限界との範

囲を示す塑性指数、コンシステンシー指数を求めて土の安定性について評価を行うこと

ができる。 

 

図 2-54 コンシステンシー特性 

 
試験結果から、Lm1 層は含水比と液性限界の差が大きくなっていることから、安定状態

であるといえる。一方、Lm2 層も同様の関係をみせるが、比較的狭い幅で接しており、コ

ンシステンシー指数も 0 に近いことからやや不安定な状態にあるといえる。すなわち、加

水されこね返しがあった場合には泥濘状となる可能性が高くなるものと考えられる。 

 

 

 ２）力学特性 

○三軸圧縮試験 

三軸圧縮試験は、移築予定地基礎下部の力学特性を把握するために実施した。 

 

図 2-55 圧縮試験結果 

 

試験結果より、粘着力は浅部に分布している Lm1 層の方が大きい値を示す結果となっ

た。また、内部摩擦角についても同じ傾向を示している。一般的に関東ローム層では、内
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部摩擦角が大きくなる計画が知られており、Lm1 層の試験結果については、この傾向が反

映された結果となっている。 

 

 

オ 考察 

本調査で明らかになった事項をもとに、移築予定地における地層毎の地盤定数を下表

に示す。地盤定数値は室内土質試験を実施している地層（Lm1・Lm2）については試験結果

を用い、その他は N 値等を参考に、各種推定式や資料を用いて設定している。詳細な計算

方法等は、巻末の「地質調査報告書」を参照されたい。 

 

図 2-56 地盤定数値 

 

 

１）地盤支持力度の評価 

調査結果をもとに地盤の支持力度について考察する。直接基礎の長期許容支持力度は

テルツァギーによる式により求める。なお、算定にあたっては「建築基礎構造設計指針（日

本建築学会）」に準じ調査結果に基づいて行う。なお、詳細な計算については、巻末の「地

質調査報告書」を参照されたい。 

 

○支持地盤：GL-2.60ｍ、Lm1 層 

地盤の長期許容支持力度＝102［kN/㎡］ 

 

 



(2)-28 

 

○支持地盤：GL-6.60ｍ、Lm2 層 

地盤の長期許容支持力度＝59［kN/㎡］ 

 

以上の算定結果から、関東ローム層 1（Lm1）の長期許容支持力度としては 102 kN/㎡、

関東ローム層 2（Lm2）の長期許容支持力度としては 59kN/㎡、が期待できることになる。 

 

 

 
 
＜参考＞ 

巻末資料 02.地質調査報告書 
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（３）部分解体工事及び解体調査 

文化財の価値を損なわない範囲で、復原及び修復のための基礎資料を収集するため、屋

根や元守衛室東面及び部屋西面の内部仕上げ、元守衛室の床の一部解体を行った。また、

解体調査に必要な足場についても適宜設置した。調査終了後に復旧を行っている。 

 

①部分解体工事計画 

部分解体調査に伴う解体範囲は最小限に留め、解体の際は文化財の価値を損なわない

よう十分に注意する必要がある。解体範囲については、目的を明確にし、箇所・方法等を

事前に区と協議を行い、現状変更届を提出した。解体箇所周囲は適宜養生を行い、破損や

汚れなどを防止するよう努めた。 
各調査の方法ならびに目的については以下の表による。 

図 3-1 調査方法・目的 

解体部 調査方法・目的等 

Ａ：屋根解体・復旧 西面腰折れ部全面の現況屋根及び現況屋根下地を解体し、現況

屋根の下に残る創建時部材や仕様の詳細調査を行うことで、復原

のための基礎資料を収集することを目的とする。 

解体した部材は敷地内に仮保管し、調査完了後に復旧する。解

体は人の手で行い、当初材を傷つけないよう丁寧に行う。 

Ｂ：内部仕上解体・復旧 守衛室東面及び部屋西面の内部仕上の一部（W500、L1600）を解

体し、貫通ひび割れの有無について調査を行う。調査箇所は創建

時に煉瓦塀が接続していた箇所の室内側で、外側でひび割れが確

認されており、構造検討、修復方針を定めるために詳細な調査が

必要な場所である。 

解体は人の手で行い、壁体の損傷や解体範囲以外の仕上げ材に

影響が出ないよう注意して進める。なお、仕上げの復旧は工事時

に行うこととし、本業務では行わない。 

Ｃ：土間解体・復旧 構造検討の資料とするため、内外部の基礎の確認及び床の仕様

を確認する。掘削範囲は通路北面及び守衛室内の床の一部で、掘

削の際は、手掘りにより壁体を傷つけないよう注意する。掘削の

際に解体した床材は、仕様調査の上、建物内に保管する。 

調査完了後に掘削土を埋め戻し、床材の復旧については、区と

の協議の上、本業務期間中には行わないこととした。 

Ｄ：コア抜き 構造検討の資料とするため、構造体より煉瓦コア(100φ×6

本,200φ×3本)を採取し、各種材料試験を行う。採取孔の復旧は、

煉瓦面までのモルタル充填復旧とし、仕上げ材の復旧は工事時に

行うこととする。 
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図 3-2 部分解体工事範囲 
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②部分解体工事等 

ア 仮設（内外足場） 

・外部足場 

屋根の部分解体に伴い、西面に外部足場を令和 3 年（2021）5 月 10 日に設置し、調査

完了後の 9月 29 日に撤去した。 

 ・内部足場 

外部足場設置と同日に、元守衛室内の天井点検口下に小屋裏進入用の足場を設置し、調

査完了後の 11 月 4 日に撤去した。また内壁の調査用に、両側の室にローリングを 1 台ず

つ設置し、調査完了後の 9 月 29 日に撤去した。 

 
図 3-3 足場計画図（平面・断面） 
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図 3-4 足場計画図（西立面） 

 

 

※仮設足場設置期間中、3ｔユニック車 1 台、2ｔ車 1 台、通勤車両 1台を使用 

 

図 3-5 配置図 
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図 3-6 外部足場の設置前  図 3-7 外部足場の組立作業中 

 
 

図 3-8 外部足場設置完了 
 

図 3-9 外部足場解体作業中 

  

図 3-10 外部足場解体作業中 図 3-11 外部足場解体完了 
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図 3-12 内部足場設置完了 
 

図 3-13 内部足場(ローリング)設置完了 
 

  

図 3-14 内部足場解体作業中 図 3-15 内部足場解体完了 
 

イ 仮囲い解体・復旧 

現地調査にあたって、北面及び東面の開口部まわりの仮囲い（4箇所）を令和3年（2021）

5 月 10 日に解体した。解体した部材は敷地内に仮保管し、調査完了後、11 月 10 日に復旧

を行った。 

図 3-16 仮囲い解体範囲図 
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図 3-17 仮囲い①②解体前 
 

図 3-18 仮囲い③解体前 

  

図 3-19 仮囲い④解体前 
 

図 3-20 仮囲い③解体後 
 

  

図 3-21 仮囲い④解体後 
 

図 3-22 仮囲い①②解体後 
 

仮囲い④ 

仮囲い① 仮囲い② 

仮囲い③ 
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図 3-23 仮囲い①②復旧完了 
 

図 3-24 仮囲い③復旧完了 
 

  

図 3-25 仮囲い④復旧 
 

図 3-26 仮囲い④復旧完了 
 

 

ウ 屋根部分解体・復旧 

西面の棟、腰折れ部、軒先の計 7 か所の屋根を部分的に解体し、屋根の仕様を確認した

（図 1）。解体にあたって西面前面に外部足場を設置した。調査期間中はビニールシート

で養生を行い雨対策とした。調査完了後、屋根解体箇所を復旧し、外部足場を撤去した。

調査期間（外部足場解体含む）は令和 3 年（2021）8 月 24 日～9 月 29 日であった。 

図 3-27 屋根部分解体箇所 

仮囲い① 
仮囲い② 仮囲い③ 
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図 3-28 屋根解体作業 図 3-29 屋根解体作業  

  

図 3-30 屋根解体作業 
 

図 3-31 屋根解体作業 

  

図 3-32 屋根解体作業 
 

図 3-33 屋根解体作業 
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図 3-34 屋根養生 
調査期間中は養生を行った  

図 3-335 屋根復旧作業 

  

図 3-36 屋根復旧作業 
 

図 3-37 屋根復旧完了 

  

図 3-38 屋根復旧完了 
 

図 3-39 屋根復旧完了 
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エ 内部仕上部分解体 

令和3年（2021）5月10日に元守衛室東面及び部屋西面の内部仕上の一部（W500、L1600）

を解体し、貫通ひび割れの有無について調査を行った。解体箇所は創建時に煉瓦塀が接続

していた箇所の室内側で、外側でもひび割れが確認されている。 

解体は人の手で行い、壁体の損傷や解体範囲以外の仕上げ材に影響が出ないよう注意

して進めた。なお、仕上げの復旧は工事時に行うこととし、本業務では行わない。 

 

 

図 3-40 元守衛室 解体工事範囲 
 

図 3-41 元守衛室 解体作業 

  

図 3-42 元守衛室 解体工事完了 
※復旧はなし  

図 3-43 部屋 解体工事範囲 

  

図 3-44 部屋 解体作業 
※復旧はなし 

図 3-45 部屋 解体工事完了 
※復旧はなし 
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オ 基礎試掘 

構造検討の資料とするため、内外部の基礎の確認及び床の仕様の確認を行った。掘削範

囲は通路北面及び守衛室内の床の一部で、掘削の際は、手掘りにより壁体を傷つけないよ

う注意した。内部の床は創建時のものと思われるため、解体した床材は、建物内に保管と

した。調査完了後に掘削土を埋め戻し、床材の復旧については、協議の上、本業務期間中

には行わないこととした。試掘及び調査は令和 3 年（2021）6 月 1 日、3 日の 2 日間で行

われた。 

 

図 3-46 試掘範囲図 

 

  

図 3-47 試掘① 解体前 
 

図 3-48 試掘① 舗装解体作業 
 

試掘② 

試掘① 
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図 3-49 試掘① 舗装解体作業 
 

図 3-50 試掘① 舗装解体作業 
舗装下の捨てコンクリート 
 

  

図 3-51 試掘① 掘削完了 
 

図 3-52 試掘① 復旧作業 
 

 

 

図 3-53 試掘① 復旧完了  
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図 3-54 試掘② 床解体作業 
 

図 3-55 試掘② 床解体作業 

  

図 3-56 試掘② 床解体材 
 

図 3-57 試掘② 床解体完了 
 

  

図 3-58 試掘② 掘削完了 
 

図 3-59 試掘② 掘削完了 
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図 3-60 試掘② 復旧作業 
 

図 3-61 試掘② 復旧完了 
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③部分解体調査報告 

ア 屋根部分解体調査 

西面腰折れ部全面の現況屋根及び現況屋根下地を解体し、現況屋根の下に残る創建時部材や仕

様の詳細調査を行い、復原のための基礎資料を収集することを目的として行った。現況屋根の下

には後補の瓦棒葺屋根が残っており、瓦棒葺屋根の下にはスレート釘痕跡の残る創建時のものと

思われる屋根下地ならびに天然スレートの破片が確認された 

本調査での結果と古写真等の資料を基に、屋根の復原検討を行った。 

 

１）屋根の変遷 

○古写真より 

天然スレート葺 

創建時[大正 4 年（1915）]～日本に返還まで[昭和 31 年（1956）] 

  
大正 4 年（1915）、創建時の写真 
軒先がスカート状の屋根形状であり、ケラバは小
口を白く塗った厚い板を化粧で見せている 
 

昭和 26 年（1951）、拘禁所時代の写真（拡大） 
平葺の天然スレートが写る 

 

 

昭和 6 年（1931）、震災復旧時の写真 
棟が白く写っているため、棟にはスレートではな
く金属（銅板や鉄板）を用いていたと思われる 
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瓦棒葺 

返還後[昭和 32 年（1957）]～中野刑務所解体まで（推定）[昭和 58 年（1983）] 

  
昭和 32 年（1957）、返還直後の写真 
瓦棒葺か定かではないが、屋根面が白く写って
おり、天然スレートから葺き替えられていると
想定される 
 

解体直前の写真 
緑系の色をした瓦棒葺屋根が写る 

  
年代不明、中野刑務所時代の写真 
天然スレート葺と同様の屋根形状であったこと
がわかる 
 

左写真の拡大 
瓦棒葺の形状等が良くわかる 
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カラー鋼板段葺 

中野刑務所解体後（推定）[昭和 58 年（1983）]～現在[令和 3 年（2021）] 

※改修年代不明 矯正研修所建設時に合わせて行ったか 

  
現況写真 
 

現況写真 

  
現況写真 
 

現況写真 
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○部分解体調査による判明事項 

 屋根の変遷は、古写真より創建時が天然スレート葺、その後、着色亜鉛鉄板瓦棒葺を経て、現

在のカラー鋼板段葺に改修されたことがわかっている。解体の結果、段葺屋根の下に瓦棒葺屋根

がほぼそのまま残されており、現状の段葺屋根は瓦棒葺屋根の上からカバー工法で改修されたこ

とが判明した。また、瓦棒葺屋根の下には天然スレートの破片やスレートの釘痕跡が残る下地材

や創建時古写真に写るケラバの厚い化粧板が確認された。 

赤：カラー鋼板段葺 

  旧屋根の上に新たに下地を組み、葺いている。腰

下は直線状にし、ケラバ側には破風をつける 

青：着色亜鉛鉄板瓦棒葺 

  創建時の屋根下地を用いて葺いている。そのた

め創建時の屋根形状と同様である。軒先は芯木

に切り込みを入れてスカート状にしている 

オレンジ：天然スレート葺 

  桟の上にスレートを留める仕様。創建時の屋根

下地が残っており、桟に釘痕跡が残っていた。ケ

ラバ側に見える化粧の厚板がそのまま残ってい

た。※側面に段葺の破風が取り付くため、外観か

ら目視では確認できない 

図 3-61 右：腰折れ下部断面図  

 

 

 
図 3-62 棟断面図 図 3-63 腰折れ部断面図 

 
図 3-64 腰折れ下部ケラバ断面図 
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上層 カラー鋼板段葺 

・古写真より、昭和 57 年以降に葺き替えられている 

・断熱材が裏打ちされたメーカー品と思われる（メーカー名不明） 

・瓦棒葺を残したまま、カバー工法で施工している 

・カバー工法としたことで屋根の厚さが増し、破風を設けてケラバ側を納めている 

・腰折れ下部は折れ点から軒先まで直線状になるよう下地を組み、軒先には鼻隠し板を設けて

いる 

 

 
現況の段葺 
 

 

 
段葺下のルーフィングと下地のラワン合板 

 
瓦棒葺が残る 

 
現況屋根の破風と鼻隠し板 
 

 
瓦棒葺と段葺の下地（軒先） 
 

 
 
 
 
ラワン合板のプリント 

 

ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板 JAS 
（財）日本合板検査会 

不明 
 

瓦棒葺 

段葺の下地 
 

鼻隠し板 
 

鼻隠し板 
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中層 着色亜鉛鉄板瓦棒葺 

・古写真より、昭和 32 年には瓦棒葺に葺き替えられていたと推定される 

・スレート葺の下地を用いて葺いているため、創建時と同様の屋根形状をしていたと思われる 

・スレート葺の下地の上にルーフィングを新設し、瓦棒の芯木 H35,w27 を@477 程度で配して葺

いている 

・芯木に切れ込みを入れ、スカート状の曲線をつくっている 

・軒先とケラバの板金は段葺屋根施工時に取り外され、残っていない 

・棟はそのまま残っている 

 
段葺き下に残る瓦棒葺屋根 
 

 
瓦棒葺の棟 そのまま残る 

 
軒先の板金切断、ケラバ側も取り外されている 

 
瓦棒葺のルーフィング 
 

 
芯木の切り込みとスカート状の意匠 
（赤線が切り込み位置） 

 
板金の刻印 
MOON STAR COATING 0.70 OZ/FT2 

 

段葺の下地 

芯木 

軒先 

芯木 
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下層 天然スレート葺 

・拘禁所時代の古写真（昭和 20 年代）にスレート葺が写る 

・瓦棒葺のルーフィング下に天然スレート屋根の下地と天然スレートの破片が確認された 

・野地板 w240,t7 の上、ルーフィングを 2 枚重ねで敷いている 

・ルーフィングの上に竪桟 w32～50,t8 @424 を設置 

・竪桟の上に横桟 w45,t23 を設置 

・横桟は腰折れ下:@140 と腰折れ上:@120 でピッチがかわる 

 ⇒腰折れ上と下で、天然スレートの長さ方向のサイズと葺足寸法を変えていたと推定 

・横桟にスレート釘痕跡と墨が残る 

⇒竪墨は@345～354、横墨は朱墨で@140※腰折れ上で確認 

・ケラバには化粧の厚板 w355,t55 を使用し、厚板脇に樋状のものを設けている 

 ケラバの厚板にスレートの圧痕が残る 

・腰折れ部には額葺と思われる釘痕跡がみられた 

・一般部の棟の下地材は取り替えられていたため、釘痕跡等はみられなかったが、残っていた

ケラバの厚板に額葺と思われる釘痕跡がみられた 

★創建時の痕跡・復原については『２）天然スレート屋根の痕跡・復原』参照 

 

 
天然スレートの破片 厚 6 ㎜ 
 

 

 
瓦棒葺の下に残る創建時の屋根下地 

 
[棟]部材が一部取り替えられている 
ケラバ脇に樋状のものが入り、軒先まで続く 
 

 
[腰折れ部]折れ部に捨て板金あり 
腰折れ上下で横桟のピッチが変わる 

後補材 

樋状のもの 

ｹﾗﾊﾞ 

横桟 

後補材 

ｹﾗﾊﾞ 

捨て板金 

瓦棒葺の芯木 

瓦棒葺の芯木 
一般部 一般部 

横桟@120 

横桟@140 

樋状のもの 
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[腰折れ上部]ケラバと一般部 
ケラバには圧痕が残る 
 

 
[腰折れ上部]横桟の墨 竪墨@350、横墨@120 
※確認できた箇所を点線で記載 

 
[腰折れ下部]一般部 
 

 
[腰折れ下部]釘痕跡 
緑:額葺と思われる釘痕跡 青:平葺の釘痕跡 
 

 
[腰折れ下部]横桟の墨 竪墨@350 程度 
横墨@140 ※確認できた箇所を点線で記載 
 

 
[腰折れ下部]墨 拡大 

ｹﾗﾊﾞ 一般部 

竪桟 竪桟 

横桟 

最下層にﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 

樋
状

の
も
の
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[軒先]創建時部材が残る 
樋の先端は折り込まれていた（点線○部） 

 
[軒先]高さ調整用の胴縁 
軒先の切り板 2 枚分の高さ調整材と推定 
 

 

次頁に、痕跡から推測される天然スレート葺屋根の復原検討資料（資料 10）を掲載する。 

 

 

 

軒先材 



ケラバ一般部

※後補材の為、
　痕跡ナシ ※後補材の為

　痕跡ナシ

※後補材の為、
　割付不明

①軒先

②腰折下

③腰折上

④棟

180

90

葺足

90

24
0以

上

重ね代

額葺スレート
概要

180

90

葺足

90

24
0以

上

重ね代

釘穴
2カ所

釘穴
1カ所

②
腰
折
下

③
腰
折
上

④
棟

約
14
0

約
14
0

約
14
0

約
14
0

約
14
0

ケラバ 一般部

ケラバ 一般部

約
12
0

約
12
0

約
12
0

(1
50
以
上
)

額
葺

約
12
0

(2
40
以
上
)

額
葺

捨て板金(亜鉛鉄板) 額葺スレート
概要

軒先　切り板敷入れ
(短いスレート2枚を敷入れていたと推定される)

釘穴
2カ所

釘穴
1カ所

高さ調整胴縁　W35xt6～7x2枚
(軒先の切り板2枚分の
高さ調整材と推定される)

捨て板金(亜鉛鉄板)

軒付スレート3枚
(見掛かりスレート下に2枚)

高さ調整胴縁
(腰折部軒先の切り板
1枚分の高さ調整材と
推定される)

腰折部軒付スレート
2枚
(見掛かりスレート下
に1枚)

軒先　切り板敷入れ
(短いスレート1枚を敷入れ
ていたと推定される)

▲
腰
折
ラ
イ
ン

180

28
0

14
0

長さ280×幅180×厚6
胴釘止め(2枚重ね)
重ね代約140

重ね代 約140

葺足 約14014
0

180

36
0

12
0

長さ360×幅180×厚6
尻釘止め(3枚重ね)
重ね代約120

重ね代 約240

葺足 約120

12
0

12
0

24
0

[腰折部下]　天然スレート板概要

[腰折部上]　天然スレート板概要

180

90

葺足

90

15
0以

上

重ね代

180

90 90
15
0以

上
葺足 重ね代

胴釘
釘穴

尻釘
釘穴

約
12
0

約
12
0

約
12
0

ケラバ 一般部

▲
腰
折
ラ
イ
ン

①
軒
先

資料10　天然スレート葺の痕跡・復原
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イ 内部仕上部分解体調査 

守衛室東面及び部屋西面の内部仕上の一部（W500、L1600 程度）を解体し、貫通ひび割

れの有無について調査を行った。調査箇所は創建時に煉瓦塀が接続していた箇所の室内

側で、外側でひび割れが確認されている。貫通ひび割れの有無を確認し、構造検討、修理

方針を定めるための検討資料とする。 

また、解体した部分を基に、壁の仕様調査も合わせて行った結果、壁の仕様については

概ね判明した。修理ならびに復原検討の基礎資料とする。 

 

１）内部壁の仕様 

煉瓦コア採取時に解体した部分及び貫通ひび割れの調査に伴い解体した部分を基に、

壁の仕様の確認を行った。「元守衛室」では、煉瓦表面に薄く生漆喰を塗り、その上に厚

11～17 ㎜の砂漆喰、厚 2.5～3 ㎜の漆喰を塗り重ね、最後に塗装を施している。壁の総厚

にはムラがあり、上部で 14 ㎜、下部で 20 ㎜であったが、砂漆喰の厚さで調整を行ってい

た。また、東面中央のひび割れ部分においては、砂漆喰層の中間に、ひび割れ補修部分の

補強用と思われる幅 75 ㎜程度の寒冷紗を入れており、時代は不明であるが、ひび割れま

わりの補修が行われたと考えられる。腰壁については、生漆喰から塗装まで施されたもの

の上から新たにモルタルを塗っており、後補であることが判明した。 

「部屋」の壁構成は「元守衛室」と同じで、煉瓦表面に薄く生漆喰を塗り、その上に厚

5 ㎜の砂漆喰、厚 2.5～3 ㎜の漆喰を塗り重ね、最後に塗装を施している。腰壁も同じ構

成で、上部の壁と塗装色が変わるのみである。「元守衛室」の腰壁も、創建時は「部屋」

と同じ造りであったと考えられる。 

塗装は層の変遷回数にムラがあり、各年代の色を断定することができなかった。そのた

め、塗装については、設計時にさらなる詳細調査を行い復原資料の収集を行うことが必要

である。 

 

  

図3-65 元守衛室東面 内部のひび割れと寒
冷紗(赤丸) 

図 3-66 元守衛室東面 内壁の断面 
砂漆喰層の中間に寒冷紗が入る 

 

ひび割れ 

ひび割れ 
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図 3-67 元守衛室東面 腰壁 
モルタルの下に何層かの塗装がみられた 

図 3-68 元守衛室東面 腰壁の断面 
漆喰層の上から厚 14 ㎜のモルタルが塗られ
ている。漆喰層は生漆喰、砂漆喰、漆喰で層厚
14 ㎜であった 
 

  
図 3-69 部屋 腰壁 
部屋の腰壁にはモルタルは塗られておら
ず、漆喰の上に塗装としている 

図 3-70 部屋 腰壁の断面 
煉瓦面の上から生漆喰、砂漆喰、漆喰の層が
確認された。層厚は 10 ㎜ 
 

  
図 3-71 部屋 腰壁のサンプル 
サンプルを採取し、調査の上保管した。※解
体部は全てサンプル保管している 
 

図 3-72 部屋 腰壁のサンプル 
部屋、元守衛室ともに砂漆喰にはスサが混じ
る 
 

 

  



 

(3)-27 

 

２）ひび割れ状況 

【元守衛室東面】 

・壁面のほぼ中央で縦方向に外部から内部に向かって壁を貫通していると思われるひび

割れが発生している。ひび割れ幅は 0.4～5.0mm である。ひび割れは目地の割れだけで

なく煉瓦の割れも混在している。 

・外部側は、創建時に煉瓦塀が取付いていた位置に目地補修跡があり、補修範囲の境界部

にひび割れが発生している。 

・元守衛室東面はアーチ開口に改修されており、アーチ部分はコンクリート製である。ア

ーチ開口上部のコンクリート部分から、煉瓦面の壁体頂部までひび割れが連続して発

生している。 

 

 

 
 
 
※赤矢印が指す線が該当のひび割れ箇所 
壁面の表裏でほぼ同じ位置にひび割れがある
ため、ひび割れは壁を貫通していると思われ
る。 

 

図 3-73 東面（外部）破損図 図 3-74 元守衛室東面（内部）破損図 
 

  

図 3-75 元守衛室東面 内部のひび割れ 図 3-76 元守衛室東面 内部のひび割れ 
幅 2.0～5.0mm 程度のひび割れが見られる 
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図3-77 元守衛室東面 内部(小屋裏)のひび
割れ 
小屋裏までひび割れが続く 
 

図 3-78 元守衛室東面 内部のひび割れ 
幅 2.0～5.0mm 程度のひび割れが見られる 

  

図 3-79 東面 外部のひび割れ 
幅 2.0mm 程度のひび割れが見られる 
 

図 3-80 東面 外壁頂部のひび割れ 

 

 

図 3-81 東面 アーチ開口上部のひび割れ  
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【部屋西面】 

・壁面のほぼ中央で縦方向に外部から内部に向かって壁を貫通していると思われるひび

割れが発生している。ひび割れ幅は 0.4～5.0mm である。ひび割れは目地の割れだけで

なく煉瓦の割れも混在している。 

・室内側は、ひび割れ部に沿って表面の煉瓦が欠けており、モルタル・漆喰により欠損補

修がされている。 

・外部側は、創建時に煉瓦塀が取付いていた位置に目地補修跡があり、補修範囲の境界部

にひび割れが発生している。 

 

 

 
 
 
※赤矢印が指す線が該当のひび割れ箇所 
壁面の表裏でほぼ同じ位置にひび割れがある
ため、ひび割れは壁を貫通していると思われ
る。 

 

図 3-82 西面（外部）破損図 図 3-83 部屋東面（内部）破損図 
 

  

図 3-84 部屋西面 内部のひび割れ 
 

図 3-85 部屋西面 内部のひび割れ 
ひび割れ表面の煉瓦が欠けていて、モルタル・
漆喰により欠損部補修がされている 
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図3-86 部屋西面 内部(小屋裏)のひび割れ 
 

図 3-87 西面 外部のひび割れ(赤線) 
※幅 2.0mm 程度のひび割れが見られる 
 

  

図 3-88 西面 外部のひび割れ 図 3-89 西面 外部のひび割れ 
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ウ 基礎試掘調査 

令和元年度（2019 年度）の旧中野刑務所正門学術調査では、門の西面の旧塀境を 2 箇

所掘削し、外部の基礎形状についての調査を行った。今年度、構造補強の検討や曳家の検

討を行うにあたって、室内側の基礎形状について、ならびに両室をつなぐ基礎の有無につ

いて確認する必要があるため、部分解体を伴う調査を行うこととした。また、解体部分の

床材の仕様調査も合わせて行った。 

掘削範囲は通路北面及び元守衛室内の床の一部とし、掘削にあたって元守衛室の床や

後補の舗装を一部解体した。解体した元守衛室の床についてはサンプル保管とした。 

掘削の際は、手掘りにより壁体を傷つけないよう注意して行い、調査完了後に埋戻しを

行った。床材の復旧については、区と協議の上、本業務では行っていない。調査は令和 3

年（2021）6 月 1 日、3 日の計 2 日間で行った。試掘範囲については以下の図参照。 

 

 

 

 

図 3-90 調査位置図 

 

 

  

R3 調査箇所   R1 調査箇所 

試掘① 

試掘② 
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２）基礎調査結果 

試掘①より、通路北側の大扉下の創建時の敷石下には捨てコンがあるのみで、煉瓦基礎

は確認されなかった。南側大扉下の敷石下は今回試掘を行わなかったが、北側同様基礎は

無いものと思われる。よって、今後検討を行う際は、元守衛室と部屋の基礎を東西につな

ぐ基礎は無いものとして検討を行う。 

試掘①②ともに、確認された基礎は、令和元年度（2019 年度）に調査したものと同様、

コンクリート基礎の上に長手 1/4 ずらして根積み煉瓦、さらに長手 1/4 ずらして煉瓦壁

を積んでおり、根積み煉瓦の段数は壁厚によって異なっていた。根積み煉瓦下のコンクリ

ートについては、元守衛室側は 440 ㎜、部屋側は 350 ㎜と高さに違いがみられたが、コン

クリート天端は同一レベルに揃えている。 

試掘②に伴い元守衛室の床を一部解体した結果、厚 150 ㎜の煉瓦混じりコンクリート

の上に、厚 10 ㎜のモルタル（金鏝仕上げ）を塗っていることが判明した。地業はみられ

なかった。 

 

 

 

                             ：推定される基礎範囲 

図 3-91 推定基礎伏図 

 

 

敷石の下には煉瓦積の基礎がないことを確認 

北側同様敷石の下には煉瓦積基礎がないと推定 
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図 3-92 基礎断面図 
試掘① 通路東側基礎詳細  試掘② 元守衛室西側基礎詳細 

 
R1 試掘箇所 西面南側基礎詳細 

 

  
図 3-93 試掘① 通路東側基礎 
 

図 3-94 試掘① 通路東側 根積み部分 
 

  
図3-95 試掘① 通路東側 コンクリート基礎 
 

図 3-96 試掘① 通路北側 
創建時の敷石と後補の煉瓦舗装の取り合い 

▽ｺﾝｸﾘｰﾄ天端 

後補の煉瓦舗装 

創建時の敷石 
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図 3-97 試掘①通路北側 敷石 
北側大扉下の敷石は厚さ 220 ㎜で、敷石下に
は厚 120 ㎜程度の捨てコンがある 
 

図 3-98 試掘① 通路北側 敷石下部 
敷石下部（赤丸部）に煉瓦積み基礎はみられ
ない 

  
図 3-99 試掘② 元守衛室西側基礎 
 

図3-100 試掘② 元守衛室西側 根積み部分 
 

  
図 3-101 試掘② 元守衛室西側 コンクリ
ート基礎 
 

図 3-102 試掘② 元守衛室西側 土間スラ
ブ 
煉瓦ガラを骨材として混ぜたものと仕上げモ
ルタルで構成される 
 

 

 

 

 



(4)-1

（４）後藤慶二史料等の調査・関係者ヒアリング

①後藤慶二史料の調査

日本建築学会建築博物館所蔵の後藤慶二史料について、東京工業大学博物館副館長の

山﨑鯛介氏ご協力のもと、令和 4年（2022）3 月 4日に史料の確認を行った。7500 点ほど

ある史料の内の一部は、今後デジタルアーカイブとして、日本建築学会建築博物館のホー

ムページ上で公開される予定とのことである。今回はその中でも、豊多摩監獄や表門に関

する史料について確認を行った。

史料の中には、後藤のサインが付された豊多摩監獄竣工時に発行された『紀念寫眞帖』

（以下、「写真帖」という）の原本があり、写真帖内で使われている写真の原本やガラス

乾板についても状態良く残されていることが確認された。

表門の史料としては、写真帖には掲載されていない、正面の門扉の写真が確認された。

これは、門扉の仕様や色味、正面の照明、外構を知ることができる貴重な資料である。ま

た、表門の平面図、正面立面図の原本も残されており、図面から着色等の細かな表現につ

いても確認することができた。

豊多摩監獄全体でいうと、特別監（十字房舎）の図面資料等が特に多く残されており、

鉄骨造屋根の詳細図のトレーシングペーパーの原図や青焼き図面も状態良く残されてい

た。この特別監の鉄骨造の屋根は、「八注腰折れ屋根」として、豊多摩監獄竣工後に後藤

が論文を発表している。

その他にも、後藤が論文を書くにあたって収集した劇場関係の資料や、当時導入期であ

った鉄筋コンクリート造の資料、豊多摩監獄竣工後に行った朝鮮への古墳調査の際の資

料、図版・デッサンといった建築関係の史料が多くみられるとのことである。その他にも

芸術家として活躍した後藤の水彩画等の作品も多数確認されているとのことである。

今後、表門の復原を検討していくにあたって、例えばモノクロ写真のカラー化や高精細

化を行うことで、より詳細な検討が可能な貴重な史料になると考えられる。

表門の公開・活用においても、豊多摩監獄の史料も含めた多数の後藤慶二関連史料が状

態良く残されていることから、これらを用いた展示等によりその価値を多くの人に伝え

ていくことが大切である。

図 4-1 後藤慶二史料の閲覧
東京工業大学博物館副館長の山﨑鯛介氏ご協力のもと、日本建築学会建築博物館所蔵の後藤
慶二史料の内、豊多摩監獄に関わる資料を閲覧させていただいた
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②日本の行刑制度における旧豊多摩監獄の位置づけ

ア 日本の行刑制度と旧豊多摩監獄

旧豊多摩監獄は創建当時から廃庁まで、受刑者の更生に重きを置き、行刑の近代化を推

進する先駆的な役割を果たしてきた施設である。そのことがよくわかる資料として、『中

野のまちと刑務所（中野区発行）』内に、廃庁当時、中野刑務所長であった藤井武彦氏が、

廃庁を前に、昭和 57年（1982）5 月、雑誌『刑政』に特別寄稿した文章がある。以下、藤

井氏の寄稿を抜粋し、旧豊多摩監獄が行刑の近代化を推進する先駆的な役割を果たして

きた施設であることを示す。

我が国の成人受刑者に対する累進処遇制度は、当所（中野刑務所）の前身である豊多摩

監獄とともに始まった。大正 4年に制定された「豊多摩監獄階級処遇規定」は、やがて各

監獄での累進制の試行を経て、これを集大成した昭和 8年の行刑累進処遇令の制定とな

り、受刑者処遇の基本制度となった。また大正 10 年に正木亮博士が志願囚として豊多摩

監獄に入獄されたことは余りにも有名である。

我が国の科学的分類制度も昭和 2年に豊多摩刑務所でのクリアリング・ハウス制が試

行されたことから始まり、昭和 5年には分類班が設けられ、嘱託として吉益脩夫・石井俊

端・高瀬安貞等の諸氏が精神医学・心理学等を駆使して分類調査に当たるなど、当初は戦

前の犯罪生物学の研究舞台となった。

戦後昭和 32年連合軍の接収から解除されて以来、当所はわが国最初の分類センターと

分類調査に基づく青年受刑者のモデル処遇を目的として発足し、分類調査のための各種

テストの導入と開発、適正発見と職業訓練のための総合適正試験工場の運営、施設不適受

刑者のための治療的・教育的処遇技術の導入などに積極的に取り組み、これらの技術はや

がて各刑務所に引き継がれるところとなり、特に、昭和 47 年に発足した全国 8ヶ所の分

類センター誕生の際そのモデルとなった。

更には、治療的処遇技術の開発にも力を注ぎ、個別のほか集団カウンセリング（GGI）

を活発に行うほか、心理劇やキネジ療法などにも取り組み、部外の大学、相談機関や研究

所などとも協力体制をとりながら先進的技術の開発とその成果の発表等により矯正に大

きく貢献した。

イ 建物の配置や計画に関連する行刑制度と旧豊多摩監獄

建物の配置や計画に影響を与えた行刑制度の変遷について、表 000 にまとめる。まとめ

にあたっては、堀切沙由美、山﨑鯛介による「昭和初期の刑務所建築に反映された新しい

行刑のあり方（日本建築学会計画系論文集 第 86 巻 第 781 号 p1095-1101 2021 年 3月）」

を参考とした。この論文は、戦前の行刑制度にみられる基本思想や処遇・運営システムの

改善内容と、監獄・刑務所の建築計画との対応関係を再考察することで、行刑の「教育主

義」の気運の高まりと同時期に起こった大正 12 年（1923）の関東大震災の復旧工事とし
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て計画され、昭和初期に竣工した一連の刑務所の計画の特徴を明らかにし、それらを戦前

の行刑建築の到達点と捉えたものである。

旧豊多摩監獄は大正 4年（1915）に竣工したあと、大正 11年（1922）、「監獄官制改正」

により「監獄」から「刑務所」へと呼称が変更され、「教育主義」という行刑のあり方を

求めるイメージ刷新が行われた。奇しくもその翌年に関東大震災が起こり、復旧工事がこ

のイメージ刷新を大体的に取り入れる契機となる。

大正期に建てられた豊多摩監獄は、当時標準的であった建物配置をしており、表門と事

務所の間に広い空間を設け、事務所の奥に舎房・工場を一続きに配置し、また普通監と隔

離すべき未決・女・病監が墻壁により分界して収容された。また当時としての新しい試
しょうへき

みとして、豊多摩監獄では短期囚専用の特別監が設けられた。外周には煉瓦塀がまわり、

閉鎖的であった。

これに対し、昭和初期に建設された刑務所の配置計画は、敷地内を「庁舎区域」と「行

刑区域」、さらに行刑区域内を「房舎区域」と「工場区域」に区画し、各建物を渡り廊下

で接続した。また「教育主義」に基づく「官庁」としての新しい刑務所のあり方が具体的

に反映され、職員のための設備の充実が図られている。豊多摩刑務所も同様の計画で復旧

工事が行われ、既存の建物を活用しつつ、旧事務所の前面にほぼ同じ規模の新庁舎を新築

し、旧事務所は全て戒護事務や職員の休養施設に転用された。旧事務所棟の裏にある新築

の舎房は、採光・通風に配慮して、放射型から並列型へと変更され、受刑者の環境改善も

同時に図っている（特別監は既存再用で、放射型のまま残る）。表門両脇の塀についても、

震災復旧工事時に煉瓦塀での再建は行わず、敷地内が見通せる鉄格子塀に変更したこと

で、監獄の閉鎖的なイメージが払拭されることとなった。

現存する表門の姿は、創建時の後藤慶二設計の意匠を最大限残しながら、震災復旧時に

鉄筋コンクリート構造を用いて新たに受付の機能を付加したものである。また、監獄から

刑務所へのイメージの刷新といった行刑の転換における建物の変遷過程を見ることがで

きる、貴重な遺構である。
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図 4-4 行刑制度の変遷（明治 5年（1872）～昭和 3年（1928））

※建物の配置や計画に関連する内容を抜粋

図 4-2 震災前の配置図
大正 11 年(1922)『豊多摩監獄要覧』
ホームベース型の外周煉瓦塀の南面中央に表
門があり、塀の内部は閉鎖された空間となっ
ていた。

図 4-3 震災復旧後の豊多摩刑務所の配置図
昭和 6年(1931)『豊多摩刑務所落成記念』
外周の塀は RC 造になり、長方形の区画となっ
た。北側の舎房は放射型から並列型へと変更
された。また、表門周りについても創建時か
ら変更されている。

年代 制度名称 内容等 その他

明治 5年

(1872)

懲役法

監獄則並図式 わが国最初の監獄法

図式には放射型の獄舎が描かれて

いる

明治14年

(1881)

改正監獄則 監獄の地位向上に多大の効果をも

たらし、行刑上の一転機を画した

明治36年

(1903)

監獄官制 全国の監獄が司法省の管轄下に置

かれ、監獄の統一的な管轄体制が確

立された

明治40年

(1907)

－ － 五大監獄の内、長崎、

千葉、金沢監獄竣工
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年代 制度名称 内容等 その他

明治41年

(1908)

監獄法 基本的な処遇システムを初めて法

律として成文化した

五大監獄の内、奈良、

鹿児島監獄竣工

大正 4年

(1915)

－ － 豊多摩監獄竣工

大正11年

(1922)

監獄官制改正 「監獄」から「刑務所」への呼称変

更に代表される「教育主義」という

行刑の新しいあり方を求めたイメ

ージの刷新

大正11年

(1922)

刑務所表門開

放ノ件

新築の刑務所では表門が廃止され、

既存の刑務所においては従来常時

閉鎖されていた表門が開放された

大正12年

(1923)

－ － 関東大震災

被災した刑務所の復

旧工事が始まる

(小菅・豊多摩・府

中・横浜等)

大正13年

(1924)

刑務所建築設

計変更ノ件

進行中または新築予定の刑務所工

事について、できるだけ RC 造へ設

計変更することを通達

刑務所内用語

改正ノ件

刑務所内の全ての用語から囚・監・

獄などの牢獄的語感が払拭された

昭和 3年

(1928)

刑務所建築準

則内規制定の

件

受刑者の拘禁環境の建築基準を網

羅的かつ具体的に示したもので、司

法省のそれまでの全国の行刑建築

改良成果を踏まえつつ、将来の刑務

所建築設計の指針となるべく制定

された

昭和 6年

(1931)

－ － 豊多摩刑務所

震災復旧工事竣工
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③同年代の監獄の門と現在の保存活用状況

明治～大正時代に建設された監獄の表門の内、現在保存活用や公開が行われているも

のについて事例を紹介する。

創建当時の門を内部まで公開している施設はなく、外観のみの見学が多数であり、積極

的に展示を行っている施設はみられず、案内板が置かれている程度である。博物館内に復

元された網走監獄正門（オリジナルは網走刑務所の正門として現在も使われている）では、

情景再現等の展示を行っている。

旧豊多摩監獄表門は、全国でも数少ない現存する煉瓦造の監獄の表門として、今後より

多くの人々が内部まで見学できるよう整備していくことが望ましい。

図 4-5 監獄正門の保存活用・公開事例

所在地／施設名 建物概要 施設運営者 活用方法

明
治
五
大
監
獄

奈良県奈良市

奈良監獄表門

明治 41年創建

煉瓦造、2階建

建築面積83.54㎡

重要文化財

旧奈良監獄保

存活用株式会

社

星野リゾートにて旧奈良監獄

を活用したホテルを 2024 年

に開業予定

星野リゾート HPより ※1

愛知県犬山市

金沢監獄正門

明治 40年創建

昭和 52年移築

RC造間口 15m

面積記載なし

登録文化財

(公財)明治村 明治村に移築・復原

外観のみ見学可（内部公開な

し）

長崎県諫早市

旧長崎刑務所正

門

明治 40年創建

煉瓦造

面積記載なし

（諫早市） 外観のみ見学可（内部公開な

し）

立入禁止柵

案内板

鹿児島県鹿児島

市

旧鹿児島刑務所

正門

明治 41年創建

石造建築物

面積記載なし

県指定文化財

所管：鹿児島

市

外観のみ見学可（内部公開な

し）

立入禁止柵

案内板

千葉県千葉市

旧千葉監獄正門

明治 40年創建

煉瓦造

千葉刑務所 千葉刑務所の門として使用中

北海道網走市

網走刑務所正門

大正 13年創建

煉瓦造

面積記載なし

網走刑務所 網走刑務所の門として使用中

旧網走監獄正門 昭和 58年復元

煉瓦造

全長 23.22ｍ

面積記載なし

(公財)網走監

獄保存財団

網走刑務所の正門を博物館網

走監獄内に復元したもの

外観・内部ともに公開

情景再現

案内板
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※1 旧奈良監獄保存活用株式会社は、2017 年 12 月に法務省との間で締結した公共施設

等運営事業実施契約に基づき、旧奈良監獄の赤れんが建造物の耐震改修工事をはじめ、

史料館や商業施設といった複合施設の開業準備を進めている。旧奈良監獄保存活用株

式会社と星野リゾートは、コンセッション方式による重要文化財「旧奈良監獄」の保存

および活用事業において、協定書を締結した。星野リゾートは旧奈良監獄を活用したホ

テル運営を担い、ホテル運営の開始時期は 2024 年を目指している。

④関係者へのヒアリング

復原時期や保存及び活用検討していくにあたって、建物の価値がどこにあるか見定め

ていくためにも、建物の歴史的背景や変遷を追っていく必要があり、現地調査・文献資料

調査とあわせて法務省 OB の方々への聞き取り調査を行った。

○ヒアリング対象者

令和 3年（2021）7 月、法務省職員として中野刑務所に勤務経験のある小畑輝海氏と、

法務省大臣官房施設課に勤務していた吉川幸利氏からお話を聞く機会を得た。両氏に

は、令和元年（2019）の「旧中野刑務所正門学術調査報告書」に掲載されている古写真

や配置図、変遷図を基に各時代の矯正建築の流れや、実際に勤務していた中野刑務所時

代の表門の使われ方についてヒアリングを行った。

以下に、両氏から得たヒアリング内容をまとめる。

・小畑輝海氏

法務省入省後、昭和 43 年（1968）から 1年半、中野刑務所に勤務。その後再び昭和

57年（1982）に廃庁前の中野刑務所に勤務し、CAPIC（矯正協会刑務作業協力事業）立

ち上げのチームリーダーを務めた。平成 14年（2002）東京矯正管区長を退任の際に、

現存されている表門の解説案内版を吉川氏の協力を得て設置した。法務省退官後、矯正

会館常務理事（矯正図書館長を兼務）を務め、また、中野刑務所 OB会の会長として元

職員の方々の親睦を図ってきた。現在、更生保護法人「両全会」の理事長として矯正施

所在地／施設名 建物概要 施設運営者 活用方法

三重県津市

旧安濃津監獄正

門

大正 5年創建

煉瓦造

面積記載なし

無指定

三重刑務所 刑務所敷地内にあるため外観

のみ見学可（内部公開なし）

案内板

秋田県秋田市

秋田監獄正門

明治 45年創建

煉瓦造

現存せず

－ 刑務所解体時に正門のみ保存

されるが、その後の市民運動

により平成 16年に解体
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設から出所した人達の社会復帰のための業務に携わっている。

・吉川幸利氏

法務省大臣官房施設課に法務技官として勤務。在職中は現在の東京拘置所の設計を

担当し新技術導入のためアメリカの複数の収容施設を視察。全国の数々の法務省施設

の整備に携わり平成 14 年（2002）技術企画室長を最後に退官。その後、矯正協会の依

頼により協会誌「刑政」に 23 施設の「矯正建築スケッチ紀行」を寄稿。現在、中野区

内で建築の事務所を営んでいる。また、法務省施設課 OB で編集作業が進められている

書籍「矯正建築の歴史」（矯正協会で出版予定）の編集委員を務めている。

○創建時（豊多摩監獄時代）について

・明治 33 年（1900）に監獄局が内務省から司法省に移管されたことを契機に、日本の

近代化を示すものとして、山下啓次郎が欧米の施設を視察し国家の威信をかけて明

治の五大監獄を手掛けたが、五大監獄が完成した直後の明治 42 年（1909）に司法省

に入省した後藤慶二は直ちに豊多摩監獄の設計と建築場在勤を命じられた。その建

築の表現はこれまでの監獄建築とは変わった。それは社会的背景や新しい時代を反

映した転換期であったと思われる

・屋根部分が表門全体を覆う屋根形状は豊多摩監獄より少し前の明治 45 年（1912）に

完成した網走監獄と似ている。網走は片方が看守の控え室でもう片方は面会人の受

付と待合であった様である

・豊多摩監獄創建時の図面にはドイツ語で「看守室」と「倉庫」と書かれているが設計

図か竣工図かは不明。直営工事の場合はよく設計が変更されることがあるので竣工

時に用途が変更されたことも考えられるが、網走の例から機能的にも倉庫ではなく

面会人の受付・待合であることも否定できない

・受刑者の職業訓練の一環として行われた直営工事でもあり丁寧な施工であった。煉瓦

積の目地は粘着力の強いモルタル目地を時間をかけてゆっくり固まらせる念入りな

施工であったため、廃庁後の十字舎房の解体作業は大変であったと聞いている。現存

する表門も十字舎房と同様の煉瓦積工法であったため震災にも耐えたと思われる

○豊多摩刑務所時代について

・行刑と外部社会との距離を縮めることを念頭に大正 11 年（1922）の法律改正により

監獄から刑務所に改称されイメージチェンジが図られ全国的に展開された。これを

機に震災以降の刑務所は、庁舎を外塀の外に表し、外部から庁舎が見える開放的な門

とする思想が生まれ、蒲原重雄が担当した小菅刑務所の震災復旧工事はそれに基づ

くものである。また、豊多摩監獄を担当した後藤慶二は震災前の大正 8年（1919）に

逝去しており、蒲原重雄が豊多摩刑務所の震災復旧工事に携わったと思われる
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・豊多摩刑務所の煉瓦の表門は震災を免れたが後に表門の出入口としての役割を終え、

刑務所に改称された思想に基づき、煉瓦の表門の両脇に外部から庁舎が見える新た

な開放的な出入口の門が設置されたと思われる

○中野刑務所時代（昭和 43年頃）の表門の使われ方について

・表門前の道路挟んで向かい側に売店があり、その売店で面会の差し入れの受付をして

いた。面会に来た人が売店で待ってから、表門の東面の受付を通って中に入った。そ

の当時の面会室及び待合室は庁舎の奥にあって、表門を待合室としては使っていな

い。最近の刑務所の面会待合室は庁舎の近くにあるが、これは蒲原の小菅刑務所の震

災復旧工事以降そういったふうになったのではないか。表門の受付はあくまでも通

行の受付であったと思われる

・表門の受付カウンターの横に小さく開く扉があったが、おそらく開き戸だったと思わ

れる（引き戸は壊れやすいから昔はあまり使わない）

・鉄格子塀の正面向かって右の入り口は職員や来客者の通用口、左は資材の車といった

サービス用の出入口。また、受刑者の外掃（刑務所の外の掃除）班も左の出入口を使

っていた

・表門の「通路」は外掃班のリヤカー置場として使われていた。通路の扉が開いたのを

見たことがない

・1年半勤務していたが、表門を部屋として使っていた記憶はない。「通路」はリヤカ

ー置場、「部屋」は掃除器具置場、「元守衛室」は職員（1～2人）がいる職員控室や職

員詰所であった。守衛室とは通常言わない

・常時職員 1人が立っていた。立哨さんと呼ばれる立って見張りをする職員である

・（「部屋」に置床やリノリウム系の床が張ってあった痕跡があるが、床があった時代を

ご存じか、の質問に対し）自身が勤務していた昭和 43 年（1968）頃には床はなかっ

たと思われる

・（「元守衛室」に間仕切り壁があった痕跡があるが、間仕切り壁があった時代をご存じ

か、の質問に対し）勤務していた昭和 43 年（1968）頃には間仕切りはなかったと思

われる

・表門の裏は蓮がある池だった

○表門内で保管されている紋章について

・矯正協会出版の「刑政」（平成 18 年 7 月号）の「矯正建築スケッチ紀行」に寄稿のた

め吉川氏が表門をスケッチした際（同年 4月）には南面上部に紋章がついていた。そ

の後、台風などで落下したと思われる

・当時の監獄局は明治 33 年（1900）に内務省から司法省に移管された。豊多摩監獄の

前身である市谷監獄は、警視庁（内務省）の管轄であったため、警察のマーク（旭日
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章）を使用していたと思われる。ちなみに法務省は“五三の桐”である

・現在の刑務所関連施設で旭日章を使用しているものは見受けられない。価値のあるも

のなので、整備の際に是非戻してほしい

○今後の活用にむけて

・豊多摩監獄の表門以外に文化財指定されている門は奈良監獄表門（重要文化財）と旧

鹿児島刑務所正門（県指定）のみである。五大監獄の千葉、長崎、金沢や、安濃津、

網走といった表門は無指定である。豊多摩監獄の表門も文化財としてうまく活用し

ていっていただきたい

・技術的なことだけではなく、明治の初めからの歴史のなかで豊多摩監獄を位置づける

必要がある

・平和の森公園入口（現在の平和の森小学校体育館側）脇に刑務所由来と思われる煉瓦

の塊が二つほど残置されているが、明治 11 年から関東大震災にかけて小菅（東京集

治監・小菅監獄の時代、今の東京拘置所の場所）で製造された証となる刻印（桜のマ

ーク）のある煉瓦が見つかる可能性があり、調査の上展示品としてはどうか。

・この煉瓦は千葉刑務所・法務省（旧司法省）・などにも使用されており、五大監獄な

どの表門の保存例と共に掲示板で紹介するとさらに見学者が興味を持つのではない

かと思われる

○表門のよみかたについて

・機能としては刑務所の正門であるが、「ひょうもん」と呼んでいた

○参考文献

小畑氏より、行刑の変遷がわかる参考資料として、以下の文献をご紹介いただいた

・小野義秀（1996）.『戦後昭和行刑史 小野義秀著』.財団法人 矯正協会

・小野義秀（2009）.『監獄（刑務所）運営 120 年の歴史－明治・大正・昭和の行刑』.

財団法人 矯正協会
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例 言

1. 本書は、旧中野刑務所正門（中野区新井三丁目 37番）の保存活用計画である。

2. 本業務は、中野区区民部区民文化国際課の委託を受け、株式会社建文が行った。

3. 本業務遂行中の令和 3年（2021）6 月に旧中野刑務所正門は、中野区教育委員会によ

り「旧豊多摩監獄表門」として中野区有形文化財に指定された。そのため、本文の各

章冒頭では文化財名である「旧豊多摩監獄表門」とし、以下、「表門」と表記する。

なお、表門の読み方については、法務省の慣例に沿って「ひょうもん」とする。1

4. 本書の作成にあたって、東京学芸大学名誉教授（中野区文化財保護審議会会長）の大

石 学氏、神奈川大学教授（中野区文化財保護審議会委員）の内田 青蔵氏、神奈川大

学客員教授・三重大学特任教授の花里 利一氏、東京工業大学教授の山﨑 鯛介氏を構

成メンバーとする旧中野刑務所正門保存活用計画策定委員会での意見聴取を行った。

5. 本書の編集・執筆は、株式会社建文が行い、最終的に区が内容の確認及び確定を行っ

た。

6. 本書に掲載の写真は、株式会社建文が撮影した。他機関提供写真には、提供元を表記

した。また古写真等の資料の出典元は鉤括弧(『』)内に記載した。

7. 本文、図面ともに表示寸法はメートル法にて記し、必要に応じて尺貫法を用いて併記

した。

8. 図表及び写真番号は、「図○(章)-○(節)-00(通し番号)」とした。

9. 部屋名称は、中野区提供資料に基づき設定した。「第 1章 計画の概要 図 1-2-01 平面

図」に示す。

10. 文中の用語の注釈は『建築大辞典 第 2版（彰国社）』より引用した。

11. 人物、団体等の敬称は省略した。

12. 図面作成は株式会社建文が行った。

1 矯正会館、中野刑務所に勤務された方々への聞き取りから「表門」の読み方は「ひょうもん」が通例であることが判

明。「ひょうもん」の採用にあたっては、旧中野刑務所正門保存活用策定委員会の確認及び了承を得た。
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旧中野刑務所正門保存活用計画 
 第１章 計画の概要 
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第１章 計画の概要 

1-1 計画策定に至る経緯と目的 

旧豊多摩監獄表門（以下、「表門」という）は、大正 4 年（1915）に豊多摩監獄の表門

として造られた建物であり、令和 3 年（2021）6 月に中野区指定有形文化財（建造物）に

指定された。表門は旧法務省矯正管区敷地内にあり、今後、当該敷地に近隣の平和の森小

学校が移転する計画があることから、表門の保存及び公開、そして平和の森小学校新校舎

における良好な教育環境の確保との両立を図るために、表門は、曳家により移設し、旧法

務省矯正管区敷地内の西側において、保存と公開をしていくことが決定された。移設及び

修復工事（耐震補強工事含む）は令和 6 年度（2024 年度）から予定されている。 

区指定有形文化財である表門を今後保全、活用し、末永く後世に伝えていくにあたって、

適切な保護は不可欠である。よって、本建物の保存活用の基本方針を整理し、保存範囲や

取り扱い基準を定め、今後望ましい保存管理と活用のあり方について、認識の共有を図っ

ていく必要があることから、本計画を策定する。また、今後予定されている移設・修復工

事においても、本計画の内容を基に検討していく必要がある。 

なお、本計画の策定にあたっては、文化庁の示す「重要文化財（建造物）保存活用計画

標準計画の策定要領」に則り作成した。 

 
図 1-1-01 広域地図 

 
図 1-1-02 配置図 
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1-2 旧豊多摩監獄表門の概要 

（1）名称等 

名称 旧豊多摩監獄表門 

員数 1 棟 

所在地 東京都中野区新井三丁目 37 番（住居表示） 

指定等 中野区指定有形文化財（建造物） 

指定年月日 令和 3 年（2021）6 月 4 日 

構造・形式 煉瓦造平屋・小屋組木造 

建築面積：95.48 ㎡（28.87 坪） 

建築年代 大正 4 年（1915） 

所有者 中野区 

 

 

図 1-2-01 平面図 
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図 1-2-02 断面図 

 

図 1-2-03 南立面図 

 

図 1-2-04 東立面図 
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図 1-2-05 北立面図 

 
図 1-2-06 西立面図 

 

  
図 1-2-07 外観 南面 図 1-2-08 外観 東面 
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図 1-2-09 外観 北面 図 1-2-10 外観 西面 

  
図 1-2-11 内観 通路 図 1-2-12 内観 通路 

  
図 1-2-13 内観 通路 図 1-2-14 内観 通路 
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図 1-2-15 内観 元守衛室 図 1-2-16 内観 元守衛室 

  
図 1-2-17 内観 部屋 図 1-2-18 内観 部屋 
 

 （2）文化財の概要 

ア 創立沿革 

旧豊多摩監獄表門は、中野区のほぼ中央にあり、豊多摩監獄の表門として建設された

建物である。豊多摩監獄の前身は、江戸時代小伝馬町牢屋敷の流れを汲む市谷監獄であ

り、市谷監獄は当時としては非常に進んだ施設であったが、収容人数が少なく手狭であ

ったため、豊多摩郡野方村への移転が計画された。 

明治 42 年（1909）に、まだ人家もまばらであった豊多摩郡野方村の丘陵地に建設が

進められ、建設から 6 年経った大正 4 年（1915）3 月に竣工し、同年 5 月「豊多摩監獄」

と改称した。その後、豊多摩監獄は、豊多摩刑務所、中野刑務所と名称を変えたが、昭

和 58 年（1983）に廃止され、表門を残し、すべての建造物が解体された。 

解体後、旧豊多摩監獄の敷地は南と北に分割され、表門より北側の敷地は平和の森公

園、東京都下水道局中野水再生センター、中野区立総合体育館として利用されている。 

表門を含む南側の敷地は、法務省矯正研修所、財務省用地を経て、令和 3 年（2021）

3 月に区が土地・建物を取得し、同年 6 月に表門は中野区指定有形文化財（建造物）に

指定された。表門は令和 6 年度（2024 年度）から移設・修理工事を行い西に約 100ｍ移
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設する予定である。敷地内に残る旧矯正研修所関連の建物は、令和 4 年度（2022 年度）

～5 年度（2023 年度）にかけて解体し、その後、跡地に平和の森小学校新校舎を建設す

る予定である。 

 

イ 施設の性格 

前述の通り、表門は監獄の門として建設された建物である。設計は当時の司法省技

師・後藤慶二を工事主任として、横濱勉、山下啓次郎、久田喜一がこれにあたった。後

藤慶二は建築設計を芸術の域に導くために、構造と意匠の関係の考察を深め、当時導入

され始めた鉄筋コンクリート構造の研究を展開した人物である。後藤が設計した豊多

摩監獄は、まだ他の多くが西洋の影響から脱しきれないなかで、構造と美術が見事に昇

華した建物であり、この構造と意匠の追求は、その後の建築動向に大きな影響を与えた。

しかし、後藤は 35 才で早逝したこともあり、表門は現存する唯一の作品である。 

豊多摩監獄は、竣工から 8 年後の大正 12 年（1923）に関東大震災で被災し、監獄外

周の煉瓦塀が倒壊したり、監房に著しい亀裂が入ったりといった被害を受けている。表

門の被害状況は不明であるが、翌大正 13 年（1924）から始まった復旧工事において、

豊多摩監獄内の多くの建物を鉄筋コンクリート造で新築するなか、表門は創建時の意

匠を残したまま「改築」されたことがわかっている（現在改築内容を示す資料は確認さ

れていない）1。表門に残る痕跡や古写真から、この時点で、表門の東面に半円形のデ

ザインの受付機能が付加された可能性が高く、現在の形に近くなったと推測される。そ

してその後、昭和 58 年（1983）の中野刑務所廃止まで、表門は使われ続けることにな

る。 

表門が創建時の姿から現在の姿に変わったのは、関東大震災の復旧工事が大きな転

機であったが、その背景には行刑制度の改正も大きくかかわっている。関東大震災の前

年、大正 11 年（1922）の「監獄官制改正」により、「応報主義」から「教育主義」とい

う行刑のあり方を求め、「監獄」から「刑務所」への呼称変更に代表されるイメージの

刷新が図られた。これにより「教育主義」に基づく「官庁」としての新しい刑務所のあ

り方が反映されることとなり、その後の刑務所建築計画にも大きな影響を与えている。

表門両脇の塀についても、震災復旧工事時に煉瓦塀での再建は行わず、敷地内が見通せ

る鉄格子塀に変更したことで、監獄の閉鎖的なイメージが払拭されることとなる。 

現存する表門の姿は、創建時の後藤慶二設計の意匠を最大限残しながら、震災復旧時

に鉄筋コンクリート構造を用いて新たに受付の機能を付加したものである。また、監獄

から刑務所へのイメージの刷新といった行刑の転換における建物の変遷過程をみるこ

とができる、貴重な遺構である。 

次頁の表に行刑制度の変遷をまとめる。まとめにあたっては、堀切沙由美、山﨑鯛介

 
1 「新築記念 豊多摩刑務所 昭和六年六月六日」より。関東大震災の復旧工事落成の際に、豊多摩刑務所が発行した

もの。表門については「改築」と記載があるが、具体的な内容については記載がない 
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による「昭和初期の刑務所建築に反映された新しい行刑のあり方（日本建築学会計画系

論文集 第 86 巻 第 781 号 p1095-1101 2021 年 3 月）」を参考とした。 

 

表 1-2-19 行刑制度の変遷（明治 5 年（1872）～昭和 3 年（1928）） 

※建物の配置や計画に関連する内容を抜粋 

年代 制度名称 内容等 その他 

明治 5 年 

(1872) 

懲役法   

 監獄則並図式 わが国最初の監獄法 

図式には放射型の獄舎が描かれて

いる 

 

明治14年 

(1881) 

改正監獄則 監獄の地位向上に多大の効果をも

たらし、行刑上の一転機を画した 

 

明治36年 

(1903) 

監獄官制 全国の監獄が司法省の管轄下に置

かれ、監獄の統一的な管轄体制が確

立された 

 

明治40年 

(1907) 

－ － 五大監獄の内、長崎、

千葉、金沢監獄竣工 

明治41年 

(1908) 

監獄法 基本的な処遇システムを初めて法

律として成文化した 

五大監獄の内、奈良、

鹿児島監獄竣工 

大正 4 年 

(1915) 

－ － 豊多摩監獄竣工 

 

大正11年 

(1922) 

監獄官制改正 「監獄」から「刑務所」への呼称変

更に代表される「教育主義」という

行刑の新しいあり方を求めたイメ

ージの刷新 

 

 刑務所表門開

放ノ件 

新築の刑務所では表門が廃止され、

既存の刑務所においては従来常時

閉鎖されていた表門が開放された 

 

大正12年 

(1923) 

－ － 関東大震災 

被災した刑務所の復

旧工事が始まる 

(小菅・豊多摩・府中・

横浜等) 
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年代 制度名称 内容等 その他 

大正13年 

(1924) 

刑務所建築設

計変更ノ件 

進行中または新築予定の刑務所工

事について、できるだけ RC 造へ設

計変更することを通達 

 

 刑務所内用語

改正ノ件 

刑務所内の全ての用語から囚・監・

獄などの牢獄的語感が払拭された 

 

昭和 3 年 

(1928) 

刑務所建築準

則内規制定の

件 

受刑者の拘禁環境の建築基準を網

羅的かつ具体的に示したもので、司

法省のそれまでの全国の行刑建築

改良成果を踏まえつつ、将来の刑務

所建築設計の指針となるべく制定

された 

 

昭和 6 年 

(1931) 

－ － 豊多摩刑務所 

震災復旧工事竣工 

 

ウ 建物の変遷期と改修履歴 

表門の古写真や今現在建物に残る痕跡から、創建時から現在までに５期の変遷期が

あると推定した。下表に表門の変遷と改修履歴等について記載する。 

 

表 1-2-20 建物の変遷期と改修履歴 ※部屋名は現在の部屋名を使用 

変遷期 年代 改修履歴等 

1期 創建時 明治 42 年(1909)着工

～大正4年(1915)竣工

～大正 10 年(1921) 

－ 

2期 豊多摩刑務

所時代 

大正 11 年(1922)～ 

昭和 20 年(1945) 

・豊多摩監獄から豊多摩刑務所へと名称の

変更 

・関東大震災被災後、以下の震災復旧工事

が行われる 

・「元守衛室」の東面に半円形の受付窓と庇

を新設 

・「元守衛室」の北面開口部を掃き出しから

窓に改修 

・通路から「元守衛室」へ通ずる出入口を新

設 

・表門両脇の塀を煉瓦塀から鉄格子塀に改

修 

3期 拘禁所時代 昭和 21 年(1946)～ 

昭和 31 年(1956) 

・「元守衛室」の出入口上に英字の室名

「SGT. OF THE GUARD」（守衛室）を記載 
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変遷期 年代 改修履歴等 

4期 中野刑務所

時代 

昭和 32 年(1957)～ 

昭和 58 年(1983) 

・屋根をスレート葺から瓦棒葺に改修 

・「元守衛室」北面の開口部を窓から掃き出しに

改修 

・「部屋」北面の開口部を窓から掃き出しに改修 

・「通路」正面に木製柵を設置 

5期 廃庁以降 昭和 58 年(1983)～ 

令和 2年(2020) 

・「元守衛室」北面の開口部を掃き出しから窓に

改修 

・「部屋」北面の開口部を掃き出しから窓に改修 

・通路南北の大扉以外の建具を取替 

・屋根をカラー鉄板段葺に改修 

 ※瓦棒葺を残したまま改修している 

・周辺地盤の嵩上げ 

現在 
(区所有) 

令和 3年(2021)～ ・中野区指定有形文化財（建造物）に指定される 

 

  
図 1-2-21 1 期 創建時の竣工写真 
大正 4 年(1915)『紀年写真帖』 
表門側面のほぼ中央に煉瓦塀がとりついて
いる。 

図 1-2-22 2 期 豊多摩刑務所時代の鳥瞰写真 
昭和 6 年(1931) 『豊多摩刑務所落成記念』 
震災復旧工事時の写真。表門脇の塀(矢印)
は工事にあたっての仮塀と推定される。 

  

図 1-2-23 3 期 拘禁所時代の写真 
昭和 26 年(1951)（中野区広報課提供） 
表門脇の塀が鉄格子となっている。奥に見え
る建物にペンキが塗られている。 

図 1-2-24 4 期 中野刑務所時代写真 
年代不明（中野区広報課提供） 
屋根が瓦棒葺に改修されている。鉄格子塀が
白く写るが意匠は図 1-2-23 と同じである。 



旧中野刑務所正門保存活用計画 
 第１章 計画の概要 

 

1－11 

 

 
 

図 1-2-25 1 期 創建時の塀内の配置図 
大正 4 年(1915)『紀年写真帖』 
ホームベース型の外周煉瓦塀の南面中央に
表門が配される。各建物を渡廊下で繋ぎ、構
内の要所には物品運搬用の軽便軌道が敷か
れていた。 

図 1-2-26 4 期 廃庁前の塀内の配置図 
昭和 57 年(1982)『中野刑務所請牒』 
2 期以降、塀内は長方形になり、舎房も並列
型の配置となった。塀内には、表門、特別監、
教誨堂等、創建時の建物がいくつか残ってい
た。(図中赤矢印で示す) 

 

 

図 1-2-27 1 期 震災前の配置図(塀外含む) 
大正 11 年(1922)『豊多摩監獄要覧』 
塀の外には官舎や演武場といった建物の他
に、敷地北側には田畑もつくられた。 

図 1-2-28 2期 震災復旧工事後の豊多摩刑務
所時代の配置図(塀外含む) 
昭和 6 年(1931)『豊多摩刑務所落成記念』 
震災後、官舎は修繕して使用し、演武場は新
築された。塀内の面積が大きくなり、敷地北
側の田畑の面積が減少した。 
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上げ下げ窓

鉄格子 鉄格子

上げ下げ窓

鋼製両開き戸
(潜戸付)

石敷居

犬走り 犬走り

鉄格子鉄格子

上げ下げ窓

コーナーガード

煉瓦塀:高さ15尺2寸
(4605.6㎜)

1
枚

半

石張

石敷居

木製両開き戸
(板戸又はガラリ戸)

木製両開き戸
(潜戸付)

片
開

き
戸

煉瓦塀:高さ15尺2寸
(4605.6㎜)

石敷居

石敷居

N

門衛控室
人民控室

部　屋

通　路

通　路

喞筒置場

元守衛室 

④木製両開き戸
⇒窓(形式不明)

③壁⇒掃き出し
　外部:洗出し仕上

⑦壁⇒窓[時期不明]
通路側:洗出し仕上 

⑥壁⇒掃き出し
[2or3]

②壁⇒開口(受付台)
　外部:洗出し仕上

②円形庇:洗出し仕上

②縁石

縁石

②犬走り

植栽帯植栽帯

⑤腰壁:
ﾓﾙﾀﾙの上、塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ製の仮塀
※復旧工事完了後に撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ製の仮塀
※復旧工事完了後に撤去

N

鉄格子塀 開き戸 両開き戸
(鉄格子)門柱 門柱

鉄格子塀

①

鉄格子塀開戸
(鉄格子) 門柱門柱

鉄格子塀

①

通　路

通　路
※不明

元守衛室

※不明

部　屋 

屋根:天然スレート葺き

１期 創建時：明治42年(1909)着工～大正4年(1915)竣工～大正10年(1921)

２期 豊多摩刑務所時代：大正11年(1922)～昭和20年(1945)

屋根:天然スレート葺き

【1期からの変更】

震災で倒壊した煉瓦塀を
撤去し、鉄格子塀に変更

① 昭和6年の写真に鉄格子塀が写る

東面に受付機能を持つ円
形の開口部と庇ができる

② 痕跡より、①の鉄格子塀と円形
の開口部は一体で造られている
ため、①と同時期の改修と推定

北面東側の開口を掃き出
しから窓に変更

④ 昭和32年の返還直後の古写真で
は窓になっている＝2期or3期の
改変
③の改変に伴い、掃き出しから
窓にしたと推定

東面に外部との出入口を
新設

③ ②と一体で造られているため、
②と同時期の改修と推定

元守衛室の腰壁をﾓﾙﾀﾙ塗
に改変

⑤ ④の改変に伴う改変と推定

通路東面に出入口を新設⑥ 出入口上に英語の室名があるた
め、拘禁所時代には開口部があ
ったと推定＝2期or3期の改変

変更内容 根　拠

現部屋名

当時の部屋名
もしくは用途

－凡　例－

現部屋名

当時の部屋名
もしくは用途

－凡　例－

通路東面に窓を新設⑦ 時期不明であるが、元守衛室の
改修と合わせて行ったと推定し
2期に設定

※室用途について

　『刑務所総覧 昭和7年1月現在』より、

　「門衛所」と「喞筒(ﾎﾟﾝﾌﾟ)置場」と

　記載があるが、どちらの室かは不明

図1-2-29　変遷図
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①窓⇒庇＋両開き戸
(腰上はｶﾞﾗｽ)

②窓⇒両開き戸
(腰上はｶﾞﾗﾘ＋ｶﾞﾗｽ)

植栽帯

鉄格子塀両開き戸
(鉄格子) 門柱門柱

鉄格子塀

④犬走り

N

鉄格子塀 開き戸 両開き戸
(鉄格子)門柱 門柱

鉄格子塀

⑤木製柵

職員控室

部　屋

物　置

通　路

物　置

元守衛室 

③開口上に
「SGT.OF THE GUARD」
と記載

縁石[推定]

植栽帯植栽帯

②窓(形式不明) ①窓(形式不明)

N

鉄格子塀開戸
(鉄格子) 門柱門柱

鉄格子塀

鉄格子塀 開き戸 両開き戸
(鉄格子)門柱 門柱

鉄格子塀
通　路

通　路

守衛室

元守衛室

不　明

部　屋 

屋根:天然スレート葺き

③屋根:瓦棒葺き

【3期からの変更】

北面東側の開口を窓から
掃き出しに変更

① 昭和57年の解体前の映像記録よ
り

北面西側の開口を窓から
掃き出しに変更

② 昭和57年の解体前の映像記録よ
り

北面庇下の犬走り範囲変
更か

④ 昭和57年の解体前の映像記録よ
り　※不鮮明なため推定

屋根を瓦棒葺きに改修③ 昭和57年の解体前の映像記録よ
り

変更内容 根　拠

３期 拘禁所時代：昭和21年(1946)～昭和31年(1956)

４期 中野刑務所時代：昭和32年(1957)～昭和58年(1983)

【2期からの変更】

北面東側の窓形式変更か① 昭和32年の返還直後の古写真で
は窓が黒く写り建具が確認でき
ない。建具がなかった可能性も
ある

変更内容 根　拠

北面西側の窓形式変更か② 昭和32年返還直後の古写真では
窓が塞がれているように写る

通路東面の開口上に英語
で室名を記載

③ 痕跡より。現在も残る

正面通路前に木製柵設置⑤ 昭和50年代の写真より

現部屋名

当時の部屋名
もしくは用途

－凡　例－

現部屋名

当時の部屋名
もしくは用途

－凡　例－

図1-2-30　変遷図
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UP

UP

植栽帯植栽帯

④
鋼

製
片

開
き

戸
(
新

)
内

開
き

か
ら

外
開

き
に

変
更

か

②両開き戸⇒窓 庇+両開き戸⇒窓

④
鋼

製
片

開
き

戸
(
新

)

③上げ下げ窓(新) ③上げ下げ窓(新)

⑤周辺地盤かさあげ

⑤周辺地盤かさあげ

⑤周辺地盤かさあげ

N

④
引

き
違

い
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
窓

(
新

)
は

め
殺

し
窓

(
新

)

④鋼製片開き戸(新)

⑤周辺地盤かさあげ

不　明

通　路

不　明

元守衛室

不　明

部　屋 

⑥屋根:カラー鉄板段葺き

５期 廃庁以降：昭和58年(1983)～令和3年(2021)

【4期からの変更】

北面東側の開口を掃き出し
から窓に変更

① 矯正研修所建設時の改変か
開口周りの煉瓦が新しい

変更内容 根　拠

北面西側の開口を掃き出し
から窓に変更

② 矯正研修所建設時の改変か
開口周りの煉瓦が新しい

南面の上げ下げ窓取替え③ ①②と同じ上げ下げ窓となって
いる

建具取替え④ 比較的新しい建具であるため、
昭和58年以降の改変と推定

周辺地盤のかさあげ⑤ 矯正研修所建設に伴い盛り土
（約580㎜）

屋根をカラー鉄板段葺きに
改修

⑥ 矯正研修所建設時の改変か
現況の仕様

【時期不明な変更、もしくは創建時仕様】

・元守衛室に間仕切りがあった可能性あり。時期は不明

・元守衛室天井をやり替えた可能性もあり

　※梁天端に吊木受けの欠き込みと釘痕跡が残る

・部屋の床がリノリウムだった時代あり

・部屋の床がシート貼だった時代あり

・部屋の床が置床だった時代あり

現部屋名

当時の部屋名
もしくは用途

－凡　例－

図1-2-31　変遷図
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（3）文化財の価値 

旧豊多摩監獄表門は、大正期を代表する建築家後藤慶二の現存する唯一の作品である。

西洋建築からモダニズム建築・現代建築へという日本近代建築史の流れの中で、西洋建築

の模倣からの脱却を図り、新たな表現形式の模索がはじめられた時期の数少ない遺構で

あり、建築史学などにおける学術的な価値が高い。また、建物の特徴である腰折れ屋根の

外観と通路両側に部屋を配置した平面形式は創建時の様子を良く留めている。 
豊多摩監獄は受刑者の更生に重きを置き、行刑の近代化を推進する先駆的な役割を果

たしてきた施設でもある。その点も表門に歴史的付加価値を与えている。 
中野区の近代の歴史遺産としての希少価値も評価され、指定有形文化財として後世に

残し伝えていくことが必要な文化財と判断される。 
また、わが国の近代におけるアイデンティティの発達を示す歴史遺産として哲学堂公

園とともに有効活用が期待されるものである。2 
 
次頁以降に、『旧豊多摩監獄表門 中野区文化財指定調書』を掲載する。 
 
  

 
2 『旧豊多摩監獄表門 中野区文化財指定調書』より抜粋 
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1-3 保護の現状と課題 

（1）保存の現状と課題 

ア 建造物の状況 

昭和 58 年（1983）に中野刑務所が廃止されたあと、跡地に矯正研修所を建設する際

に、表門周辺の地盤が嵩上げされた。そのため建物外周の地盤面が床面より高くなり、

また、適切な排水設備も設けられていないため、煉瓦の目地を通して内部に水が滲み出

ているところも見受けられる。その他にも、煉瓦躯体のひび割れや、小屋組や屋根下地

といった木部の腐朽、通路の大扉の開閉不良等もみられ、移設・修復工事にあたって健

全な状態にすることが求められる。 

 

イ 管理体制 

区の所有となる令和 3年（2021）3 月以前は、国により閉鎖管理されており、メンテ

ナンス等の維持管理の体制については不明である。今後、移設・修復工事を経て公共施

設として公開、活用する上で、建造物の健全性を維持するために必要な小修理や、日常

管理の方法や体制等について計画を定める必要がある。 

 

（2）活用の現状と課題 

区の所有となる以前は、区民団体による表門の見学会が不定期に開催されることはあ

ったが、積極的な活用や公開は行われてこなかった。 

区が土地・建物を取得した令和 3年（2021）、11 月に 2 日間、区主催の公開見学会が開

催され、区内外から約 5500 人が訪れた。来場者に実施したアンケートでは公開にむけて

多種多様な意見が寄せられた。アンケート結果は、保存活用計画策定委員会においても共

有され、これらの意見を勘案し、保存活用計画を策定している。そうした様々な意見も反

映させた保存活用計画、基本計画をもとに設計を進めていく。 

今後、公開活用にあたっては、区民から得られた活用に対する意見も視野に入れながら、

本建物がもつ歴史や特性を伝える展示等を計画し、また、地域活性化を図る上で、周辺の

施設等と連携した情報発信等を検討する必要がある。 

また、移設・修理工事にあたっては、表門の歴史的、文化的、建築的価値、建物特性を

充分に尊重した保存活用整備を行う必要があり、かつ、安全性（構造、防災等）や利便性

（バリアフリー等）への対応を図る必要がある。 
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1-4 計画の概要 

本計画は以下の 4 項目について定める。 

 

①保存管理 

中野区指定有形文化財である旧豊多摩監獄表門の価値を明らかにし、これらを良好に

維持するための保護の方針と管理の方法について定める。 

 

②環境保全 

旧豊多摩監獄表門の移設先の敷地全体を対象として、表門と周囲の環境の一体的な保

全を図るための方針について定める。 

 

③防災 

想定される人的災害や自然災害から守り、安全性を確保することを目的とし、防災上の

課題を把握し、予防と対応の方策を定める。 

 

④活用 

旧豊多摩監獄表門の公開及び活用について方針を定める。表門の価値を損なうことな

く適切な公開や活用を進めるために必要な事項を定め、基本的な方針を定める。 

 

⑤保護に係る諸手続き 

上記計画に盛り込まれた具体的な行為を行う上で、文化財保護法その他の関係法令の

規定に従い、必要となる諸手続きを明確にする。 
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第２章 保存管理計画 

2-1 保存管理の現状 

昭和 58 年（1983）の中野刑務所廃庁に伴い、中野刑務所の敷地は分割され、北側の敷

地には、都下水道局中野水再生センター及び平和の森公園等が整備され、旧豊多摩監獄表

門（以下、「表門」という）が建つ南側の敷地は法務省矯正管区の敷地となり、法務省矯

正研修所の建物が建てられた。法務省矯正研修所は平成 29 年（2017）に移転し、移転後

は建物含めて財務省用地となり、令和 3 年（2021）には中野区用地となった。現在の敷地

及び表門の維持管理は中野区が担い、表門の一般公開は通常行っていない。 

なお本敷地の東側一帯は、「平和の森小学校の新校舎建設予定地」となり、敷地内の既

存建物等の解体設計を、令和 3 年度（2021 年度）に実施した。また同敷地内に存する表

門については、表門の保存及び公開並びに平和の森小学校新校舎における良好な教育環

境の確保との両立を図るため、令和 3 年（2021）1 月、表門を旧法務省矯正管区敷地内の

西側約 100ｍ先に曳家移築して、保存と公開を行うことが決定された。 

 

（1）保存状況 

 表門は大正 4 年（1915）竣工の煉瓦造平屋建の建物で小屋組は木造である。基礎及び上

部構造のひび割れ、変形に影響を及ぼすような沈下及び経年劣化による煉瓦壁の傾きは

みられず良好な状態である。各部の詳細な劣化状況については以下を参照されたい。 

 

ア 煉瓦躯体の破損状況 

①東・西壁面のほぼ中央で縦方向に外部から内部に向かって壁を貫通していると思わ

れるひび割れが発生している。ひび割れ幅は 0.4～5.0mm である。ひび割れは目地の

割れだけでなく煉瓦の割れも混在している。 

  
図 2-1-01 東面外部のひび割れ 
幅 2.0mm 程度のひび割れが見られる 

 

図 2-1-02 元守衛室東面のひび割れ 
幅 2.0～5.0mm 程度のひび割れが見られる 
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図 2-1-03 西面外部のひび割れ 
幅 2.0mm 程度のひび割れが見られる 

図 2-1-04 部屋西面のひび割れ（天井裏） 
幅 2.0mm 程度のひび割れが見られる 

 

②西面は、創建時に煉瓦塀が取付いていた位置に目地補修跡があり、補修範囲の境界部

にひび割れが発生している。 

  
図 2-1-05 西面外部の目地補修跡 図 2-1-06 西面外部のひび割れ 

目地補修跡に沿ってひび割れがみられる 

 
③部屋西面では、ひび割れ部に沿って表面の煉瓦が欠けていて、モルタル・漆喰により

欠損補修がなされている。 

  
図 2-1-07 部屋西面のひび割れ 
西面のほぼ中央にひび割れがみられる 

図 2-1-08 部屋西面のひび割れ 
ひび割れ部表面の煉瓦が欠けていて、モル
タル・漆喰により欠損部補修がなされてい
る 
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④東面は、創建時は煉瓦壁であったがアーチ状の開口に改修されており、アーチ部分は

コンクリートとなっている。アーチ開口上部のコンクリート部分から、煉瓦面の壁体

頂部までひび割れが連続して発生している。 

  
図 2-1-09 元守衛室東面のひび割れ 
アーチ開口上部にひび割れがみられる 

図 2-1-10 元守衛室東面のひび割れ(天井
裏) 
天井裏でもひび割れが確認された 
 

  
図 2-1-11 東面ｱｰﾁ開口上部のひび割れ 
外部もひび割れが発生している 

図 2-1-12 東面壁頂部のひび割れ 
外部もひび割れが発生している 

 

⑤南面の窓抱き部分、水切り面等の埋め込み金物周りに幅 0.5～1.3mm のひび割れや煉

瓦の破損が生じている。金物の腐食の影響や地震時に煉瓦壁の変形を金物が拘束す

ることによる影響でひび割れが発生したものと思われる。 

  
図 2-1-13 南面開口部 金物周りのひび
割れ・破損 

図 2-1-14 南面開口部 金物周りのひび
割れ・破損 
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図 2-1-15 南面開口部 金物周りのひび
割れ 

図 2-1-16 南面開口部 金物周りのひび
割れ 
 

  
図 2-1-17 通路東面 金物周りのひび割れ 
幅 1.3mm のひび割れが見られる 

図 2-1-18 通路東面 金物周りのひび割れ
と覆輪目地仕上げの剥離 

 

⑥東・西壁面の頂部に煉瓦積の一部が破損し欠失している箇所がある。 

  
図 2-1-19 西面壁頂部の煉瓦積破損 図 2-1-20 西面壁頂部の煉瓦積破損 

 

  



旧中野刑務所正門保存活用計画 
 第２章 保存管理計画 

 

2－5 

 

⑦化粧煉瓦面には風化が進んで表層の浮きや剥離が生じている箇所がある。 

  
図 2-1-21 通路東面 煉瓦の表層剥離・浮き 
マスキングテープは煉瓦表層の浮きを示す 
 

図 2-1-22 通路東面煉瓦の表層剥離 

  
図 2-1-23 通路西面 煉瓦の風化 図 2-1-24 南面外部 煉瓦の表層剥離 

 
⑧南・北壁面の天井裏側では、小屋組みのボルト頭部が壁に干渉する箇所で煉瓦表面を

削り落としている。 

  
図 2-1-25 小屋裏北面 煉瓦の部分欠損 図 2-1-26 小屋裏北面 煉瓦の部分欠損 
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⑨目地仕上げの覆輪目地が剥離している箇所がある。煉瓦の表層剥離がなく覆輪目地

の成形が可能な箇所については、覆輪目地の復元補修を行う。 

  
図 2-1-27 通路西面 覆輪目地の剝離 図 2-1-28 通路西面 覆輪目地の剝離 

 
イ 東面コンクリート庇の破損状況 

コンクリート円形庇の見付面及び上面に幅 4.0～8.0mm のひび割れが発生している。

また、庇上面には全体的に浮きが生じている。仕上げモルタルの浮きによるひび割れな

のか、鉄筋の腐食による浮き・ひび割れであるか不明である。庇を保存する場合、補修

方法の選定には部分斫りによりひび割れ・浮きの発生原因を調査する必要がある。 

  
図 2-1-29 ｺﾝｸﾘｰﾄ庇のひび割れ 図 2-1-30 ｺﾝｸﾘｰﾄ庇のひび割れ 

 

  
図 2-1-31 ｺﾝｸﾘｰﾄ庇のひび割れ・浮き 
庇上面は全体的に浮きが生じている 

図 2-1-32 ｺﾝｸﾘｰﾄ庇のモルタル浮き 
庇上面の補修跡部分に浮きが確認される 
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ウ 内部仕上の破損状況 

①内壁では仕上げ材（漆喰・モルタル）の浮き・剥離が多数生じている。元守衛室及び

部屋の北面では全面的に仕上げ材が剥離している。 

  
図 2-1-33 元守衛室東面 仕上げ材の浮き 図 2-1-34 元守衛室東面 仕上げ材の浮き 

 

  
図 2-1-35 元守衛室北面 仕上げ材の剥離 
仕上げ材が剥落し、煉瓦面が露出している 
 

図 2-1-36 元守衛室北面 仕上げ材の剥離 
仕上げ材が剥落し、煉瓦面が露出している 
 

  
図 2-1-37 部屋北面 仕上げ材の剥離 
仕上げ材が剥落し、煉瓦面が露出している 

図 2-1-38 部屋北面 仕上げ材の剥離 
仕上げ材が剥落し、煉瓦面が露出している 
 

 

  

これより下は全面 

仕上材が浮いている 
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②天井面には漆喰のひび割れ、塗装の剥離が多数生じている。通路の天井では全面仕上

げ材が欠失して木摺り1が露出している。 

  
図 2-1-39 元守衛室天井 漆喰のひび割
れ・塗装剥離 

図 2-1-40 元守衛室天井 漆喰のひび割
れ・塗装剥離 
 

  
図 2-1-41 部屋天井 漆喰のひび割れ・塗
装剥離 

図 2-1-42 部屋天井 漆喰のひび割れ・塗
装剥離 
 

  
図 2-1-43 通路天井 仕上げ材の剥離・木
摺りの露出 

図 2-1-44 通路天井 仕上げ材の剥離・木
摺りの露出 

 

  

 
1 木摺り：塗り壁の下地に用いる小幅板。 
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エ 木部の破損状況 

小屋組部材（桁・梁等）に腐朽等有害な破損はみられなかったが、建物隅部の野地板

2や野垂木に雨染み跡があり、白色変色もみられた。建物中央では野地板に穴があき、

野垂木が一部欠失している状態であった。欠失している野垂木直下のはさみ梁や方杖

は新材に取り換えられている。また、母屋では継手3（追掛け大栓継ぎ4）部分でひび割

れが発生し、添え木補修しているものもみられた。 

一部の母屋束ではボルトのゆるみや仕口の隙間がみられ、最大で 8 ㎜程度の隙間が

確認されている。 

また、東面の化粧軒裏には、小屋裏に雨染み跡のある位置と同位置に腐朽がみられた。

外部の破風や軒先等の白ペンキ塗装には剥がれがみられる。 

屋根解体調査により、けらば5の厚板の棟部に著しい腐朽が確認された。移設・修復

工事にあわせて矧木6補修等が必要である。 

  
図 2-1-45 野地板の雨染み跡、白色変色 
 

図 2-1-46 同左 
 

  
図 2-1-47 野地板の穴、野垂木の一部欠失 
当初野地板と野垂木が一部欠失し、屋根下
地が露出している 

図 2-1-48 ボルトのゆるみ 
 
 

 
2 野地板：屋根葺き材の下地板。普通、垂木の上に張る。 
3 継手：部材をその材軸方向で継ぐ方法。またはその箇所。 
4 追掛け大栓継ぎ：木造継手の一。胴差し、梁、桁など比較的断面の大きなものに使われる。継手の中央で継ぎ合わせ

を良くするために、木材せいの 1/80 ほどの滑り勾配をとり、側面より 2 本の栓を打つ。 
5 けらば：切妻屋根の妻側の端部。端部の軒の短いのを昆虫のケラの羽にたとえていう。 
6 矧木(はぎき)：矧ぎ足した材もしくは矧ぎ足すこと 
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図 2-1-49 仕口のあき 
母屋束と母屋の仕口に隙間あり 
 

図 2-1-50 母屋のひび割れ 
継手（追掛大栓）部分にひび割れがみられ
る 
 

  
図 2-1-51 化粧軒裏の腐朽 
東面の化粧軒裏に腐朽あり 
 

図 2-1-52 けらば側の厚板の腐朽 
屋根の頂部に腐朽あり 
 

  
図 2-1-53 けらば側の厚板の軒裏の腐朽 
屋根の頂部の軒裏に腐朽あり 
 

図 2-1-54 塗装の剥がれ 
外部の木部にぬられている白ペンキ塗装は
全体的にはがれている 
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オ 屋根の破損状況 

屋根はカラー鉄板（グレー）の段葺で、

詳細な年代は不明であるが、昭和 58 年

（1983）以降に葺き替えられたものであ

る。全体的に塗装の剥がれや、錆の発生

といった経年劣化がみられた。 

 

 図 2-1-55 屋根 塗装の剥がれ、錆の発生 

 

カ 建具の破損状況 

創建時の建具である南面の木製大扉に関しては、建具下部の下框7や縦框、建具枠下

部の木部に腐朽がみられる。木部を覆っている鉄板の腐食も大きく、太鼓鋲8やマイナ

スビス9の欠失もみられる。また、木部表面のペンキの剥がれが全体的にみられる。建

具は壁に固定されているため、動作の確認はできなかった。今後、建具を固定している

金物を取り外し、動作の確認や建具金物も含めた詳細調査を行う必要がある。 
同じく創建時の建具である北面の鋼製建具は、西側の建具の足元の固定金物が外れ

てズレたことで建具が下がり、開閉が困難な状態である。また、表面のペンキの剥がれ

や錆が全体的にみられる。 
南面の木製建具及び北面の鋼製建具ともに創建時と思われる鉄製の戸当たり金物が

床に残る。現状、床から出っ張っている状態であるが、上面にある半円形の窪みを利用

して収納できる機構であった可能性がある。北面の戸当たり金物は破損が著しく形状

を留めていないが、おそらく南面と同様のものであったと思われる。 
元守衛室及び部屋の北面、南面にある上げ下げ窓は、後補のものであり、改修時期は

不明であるが、窓枠含め破損はみられず良好である。 

 
7 框：建具の四方を固める部材 
8 太鼓鋲：直径 10～20mm の半球頭で長さ 60mm 以下の鋲釘。鉄、真鍮、銅製があり、寸法により山椒鋲、鐶甲鋲、蟹目

鋲などの呼称もある。 
9 マイナスビス：ビスとは一般的に小ネジを指し、頭にマイナスの切込みがあるものを言う。マイナスビスはプラスビ

スよりも歴史的に古いとされる。 
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図 2-1-56 南面大扉鉄板の腐食、木部の腐食 
建具及び建具枠の木部は腐朽により一部欠
失し、鉄板も腐食が著しい 
 

図 2-1-57 南面大扉 太鼓鋲の欠失 
太鼓鋲がとれ、鉄板がはがれている 

   
図 2-1-58 南面大扉 
表面のペンキが剥落している 
 

図 2-1-59 北面大扉 
表面のペンキが剥落して
いる 
 

図 2-1-60 北面大扉 
足元の金物がズレている 

  
図 2-1-61 南面大扉の戸当たり金物 
上面に半円形の窪みのある戸当たり金物が
残る 

図 2-1-62 北面大扉の戸当たり金物 
鉄の腐食が著しく、戸当たり金物が欠失し
ている 
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2-2 復原の方針 

建築部位の状況（復原年代部材の残存状況）等に基づき、部分及び部位を設定して保護

の方針を定める。なお、本建物には創建時を含め、現在までに 5 期の変遷があったことが

確認されている。 

文化財の価値を特に有する時期は、『旧豊多摩監獄表門 中野区文化財指定調書』（1-13

～1-20）により創建期であることは明らかであるが、現在の表門の姿は、ほぼ 2 期の豊多

摩刑務所時代に改変されたものである。この改変は大正 11 年（1922）の「監獄官制改正」

により監獄から刑務所への呼称変更に代表されるイメージの刷新といった行刑制度の転

換期の翌年に発生した関東大震災の復旧工事と合わせて行われたものであり、東面には

受付の機能が付加され、円形の窓とコンクリート造の円形庇が設けられた。 

これにより表門は、創建当時の後藤慶二設計の意匠を残しつつも、行刑制度の転換期に

行われた震災復旧工事による改変も残る貴重な遺構と考えられ、その保存状態も良いこ

とから、現在の姿が整った 2 期の豊多摩刑務所時代を復原年代として復原方針の検討を

行った。 

 
（1）復原年代の設定 

建物の復原年代は、2 期の豊多摩刑務所時代（大正 11 年（1922）～昭和 20 年（1945））

とする。 

また、外構については、最も写真資料のある豊多摩刑務所時代～拘禁所時代（大正 11

年（1922）～昭和 26 年（1951））の古写真等の資料を基に、情景再現のひとつとして整備

する。詳細は「（3）外構再現の基本方針」（2-15）参照。 

 

図 2-2-1 復原平面図（2期） 
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（2）復原基本方針 

本建物は、2期の豊多摩刑務所時代の姿を良く留めてはいるものの、2期以降の改変に

より復原年代の姿が変わっている部分・部位については、各種調査結果に基づき復原整備

を行うこととする。ただし、復原年代の痕跡や仕様が失われており、かつ復原根拠となり

得る資料が乏しい部分・部位については、現状のまま保全することを復原基本方針とする。 

 

ア 復原可能な部分 

仕様・痕跡調査や古写真等の資料調査結果を基に復原可能な以下の部分については、

現状変更を行い復原整備を行う。 
 

1）地盤高さ 

表門周辺の地盤は、中野刑務所解体後、矯正研修所として整備された際に当時の地

盤から約 550 ㎜程度かさ上げされていることが、地中に残る犬走10の痕跡や古写真等

の資料より明らかであり、復原年代の地盤と建物の高さの関係に復原する。 
 
2）屋根 

復原年代の屋根は創建時同様の天然スレート葺きであったことが古写真等の資料

から明らかであり、天然スレート葺きに復原を行う。天然スレート葺き屋根の仕様に

ついては、現状屋根の下に残る天然スレート葺屋根下地の下地状況、釘跡、天然スレ

ートの破片等の痕跡資料を基に、実施設計時に詳細な検討を進める。また、屋根下地

は一部漏水等による腐朽等は見られるが、修理を行うことで再用が可能である。 
 

  イ 資料等が少なく復原根拠が不十分な部分 

改変前の痕跡等が欠失しており、かつ復原年代の資料が少ない部分については、復原

根拠が不十分であるため、現状のまま保全とする。ただし、今後の現地調査や、資料調

査により新たな根拠が発見された場合は、調査結果に基づき復原に向けて検討を行う

こととする。 
 

1）樋（軒樋・竪樋） 

屋根の復原にあわせて樋の設置も行うが、復原年代の樋の仕様ならびに位置は不

明である。樋の大きさは、表門西側の地中から発見された樋受け石と思われるもの

（年代不明）から、おそらくφ100～110 程度である。位置は現状のままとして計画

する。 

 
10 犬走：建物の周囲や軒下の、石や煉瓦、コンクリート、砂利などで敷き固めた部分、建築物が地表に接する部分を保

護するものであり、視覚的にも建物の裾を引き締める意味を持つ。 
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2）開口部の煉瓦積み工法と建具形式及び意匠 

北面の通路以外の各室の開口部は創建時から何回か改修が行われており、現状は

近年の改修により掃き出し窓から腰窓へと積み直されたものである。2 期の豊多摩刑

務所時代に復原した場合、北面の開口部は現状と同じく窓であったと推定されるが、

旧状を示す痕跡が失われており、また古写真からは煉瓦の積み方や建具の意匠とい

った詳細までは確認できないことから、復原は行わず現状のままとする。 
 
3）建具 

「部屋」と「元守衛室」の南面及び北面の上げ下げ窓や鋼製建具等は、中野刑務所

廃庁後に取り替えられた建具である。前身建具及び復原年代の建具は既に失われて

おり、また当時の仕様や意匠がわかる資料も確認されていないため、復原は行わず現

状のままとする。 
 

4）「部屋」「元守衛室」の内部仕上 

「部屋」と「元守衛室」の内壁は、煉瓦躯体の上に生漆喰、砂漆喰、漆喰、塗装の

順に塗り重ねているが、塗装は層の変遷回数にムラがあり、復原年代の色を断定する

ことができなかった。そのため、現時点で明らかな漆喰までの工法復原を行うにとど

める。塗装については、設計時にさらなる詳細調査を行い復原資料の収集を行うこと

とする。 
 
5）東面コンクリート造り円形庇の軒裏仕上げ 

復原年代の 2 期に設置された東面のコンクリート造の円形庇の軒裏仕上げには、

スタッコ11仕上げの上に後補塗装仕上げが施されているため、今後、構造検討の中で

計画されているコンクリート庇の煉瓦躯体との接続状況調査の中で、当初仕様の詳

細調査を行い復原仕様の検討を行うこととする。 
 

（3）外構再現の基本方針 
表門の復原年代である 2 期の外構とは、監獄から刑務所への呼称変更に代表されるイ

メージの刷新の一環として、塀と表門による閉鎖主義が廃止され、庁舎（事務所棟）の正

面が刑務所のファサードとして現れるようになった時期のものである。そのため、時期を

同じくして行われた震災復旧工事により、煉瓦塀から鉄格子塀に変更され、外部から庁舎

（事務所棟）の正面を望められるようになった。鉄格子塀は、塀、石柱、門扉で構成され、

痕跡や古写真等より、これらは表門の東面に付加された円形の窓とコンクリート造の円

 
11 スタッコ：現在ではセメントモルタルを使用して、大きな粗面とする仕上げをいう。 
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形庇をもつ受付と一体で作られたものであると考えられる。 

上記鉄格子塀を含む表門の外構（鉄格子塀、石柱、門扉、犬走等）は、中野刑務所解体

時に解体されているため、現状の表門からは、外構の痕跡は断片的にしか確認できず、推

定を含んだ復原となる。そのため、外構については、最も写真資料のある豊多摩刑務所時

代～拘禁所時代（大正 11 年（1922）～昭和 26 年（1951））の古写真等の資料を基に、情

景再現のひとつとして整備し、往時の表門の姿を感じられるように計画する。復原にあた

っての範囲は、計画地に制限があるため、東西ともに門側の石柱 1基までとする。 
なお、令和 4 年（2022）3 月に行われた表門西側の発掘調査で、創建時の煉瓦塀の基礎

ならびに 2期の石柱の独立フーティング基礎が、創建時の煉瓦塀の軸線上に確認された。

創建時の煉瓦塀の基礎下と、表門の基礎下はほぼ同じ高さであり、一体的につくられてい

たことを示唆する。石柱の基礎天端は現地盤面から約 550 ㎜下にあり、創建時の地盤面と

近い高さ関係であった。また、石柱の独立フーティング基礎の位置は、表門西面の南寄り

の壁面から基礎芯までで約 3645 ㎜であった。 

なお、表門の東側にあった石柱脇の片開きの門扉についても保管が確認されており、門

扉の実測を行うことで、東側の鉄格子塀の寸法について詳細な検討を行うことができる。 

これらの貴重な遺構を活かし、今後、外構の再現に向けて詳細な検討を行うこととする。 

 

  
図 2-2-2 外構の遺構 
埋蔵文化財の発掘調査より、表門西側にて、創建時
の煉瓦塀の基礎と2期の石柱の基礎が確認された。 
 

図 2-2-3 外構の遺構 
創建時の煉瓦塀の軸線上に石柱の基礎が
発見された。 
 

 

石柱の基礎 煉瓦塀の基礎 
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図 2-2-4 石柱の基礎 
基礎天端にφ27 の丸鋼が 4 本みられた。基礎
の西側半分（写真の下半分）は削り取られて
いた。 

図 2-2-5 石柱の基礎 
煉瓦ガラ入りのコンクリートを用いた独立フ
ーティング基礎で、立ち上がりは 850 角、底
部で 1550 角と推定される。 
 

  
図 2-2-6 創建時の煉瓦塀の基礎 
煉瓦 4 段分の煉瓦積が確認された。天端の幅
は 735 ㎜で、基礎の部分は煉瓦 3 枚積み相当
にあたる。 
 

図 2-2-7 創建時の煉瓦塀の基礎 
捨てコンの上に 4 段分の煉瓦積が確認され
た。下 2段は天端より 50 ㎜せり出す。 

 
図 2-2-8 各基礎の高さ関係を示す図 
創建時の煉瓦塀基礎の基礎下と、表門の基礎下はほぼ同じ高さであり、一体的につくられてい
たと考えられる。煉瓦塀基礎は 2 期の塀をつくるにあたって部分的に解体された。 
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図 2-2-9 震災前の配置図 
大正 11 年(1922)『豊多摩監獄要覧』 
ホームベース型の外周煉瓦塀の南面中央に表
門があり、塀の内部は閉鎖された空間となっ
ていた。 
 

図 2-2-10 震災復旧後の配置図※矢印が事務所棟 
昭和 6 年(1931)『豊多摩刑務所落成記念』 
外周の塀は RC 造になり、長方形の区画となっ
た。また、表門周りについても創建時から変
更されている。 

  
図 2-2-11 図 2-2-9 の拡大図 
表門脇に塀が取り付く。塀に開口部はなく閉
鎖的である。 
赤枠が今回煉瓦塀基礎が発見された部分。 
 

図 2-2-12 図 2-2-10 の拡大図 
震災復旧工事により、表門脇の塀に門柱と開
口部がつくられる。 
赤枠が今回石柱基礎が確認された部分。 
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図 2-2-13 竣工時の写真 
表門脇に煉瓦塀が取り付く。煉瓦塀の高さは
文献より 15 尺 2 寸(4605.6 ㎜)である。 
今回発見された煉瓦塀基礎は、表門西側の煉
瓦塀の延長線上であった。 

図 2-2-14 昭和 16 年(1941)の写真『刑政第 54
巻 7 月号』 
表門の西側の鉄格子塀と門柱が写る。今回の
発掘調査で写真の右側に写る石柱の基礎が発
見された。 
 

  
図 2-2-15 昭和 6 年(1931)の写真『刑政第 44
巻 7 月号』 
震災復旧工事竣工後すぐの写真。石柱と鉄格
子塀越しに事務所棟が見える。 

図 2-2-16 昭和 26 年(1951)の写真（中野区広
報課提供） 
図 2-2-15 と同様の意匠の石柱、門扉、鉄格子
塀が写る。赤枠部分の門扉が現在も残る(図2-
2-19)。 

  
図 2-2-17 外構再現根拠写真 年代不明 
年代不明であるが、屋根が瓦棒葺なので中野
刑務所時代の写真と思われる。図 2-2-12 と同
様の意匠の鉄格子塀が白く写る。 
 

図 2-2-18 外構再現根拠写真 年代不明（中野
区広報課提供） 
年代不明であるが、屋根が瓦棒葺なので中野
刑務所時代の写真と思われる。図 2-2-12 と同
様の意匠の鉄格子塀が白く写る。 
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図 2-2-19 保管されている門扉 
東側の鉄格子塀の石柱脇の門扉が残されてい
る(図 2-2-16 赤枠参照)。塗装は後補のもの。 

 

 
 

 
図 2-2-20 復原した外構図（青枠が整備に伴う復原範囲） 上:立面図 下:平面図 
上記資料を基に、鉄格子塀、石柱、門扉、犬走を復原した図。寸法については、調査内容を
基に今後詳細な検討を行う必要がある。 
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図 2-2-21 整備に伴う外構の再現範囲（青枠） 
図 2-2-20 を移転先の敷地に落とし込んだ図。敷地の大きさに制限があるので、再現にあたっ
ては表門脇の石柱 1 基まで（青枠の範囲）とする。 
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図 2-2-22 外構再現イメージ 
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2-3 保護の方針 

本建物の保護の方針については、「重要文化財（建造物）保存活用計画策定指針」（平

成 11 年 3 月、文化庁文化財保護部）、「重要文化財（建造物）保存活用標準計画の作成

要領」に基づき、「保護すべき部分の設定とその保護方針」及び「保護すべき部位の設

定とその保護方針」を以下の通り定めた。 

 

（1）部分の設定と保護の方針 
屋根及び壁面外観（各面毎）、各部屋などを単位としてそれぞれ「保存部分」「保全部

分」「その他の部分」に設定し、保護の方針を定める。 
 

保存部分 

文化財の価値を特に有する部分で、部位の設定に従って現状の景観を保存してい

く部分 
 

保全部分 

文化財としての価値を減じないよう維持及び保全することが必要となる部分の事

で、改変により文化財としての原状が失われている部分、保存活用において原状に

復する部分 
保護の方針は、部位の設定に従って現状の景観を大きく損ねないようにする 
 

その他部分 

文化財としての価値が低い、または失われている部分で、活用又は安全性の向上の

ため、改修等を行う 
 

ア 保存部分 

文化財としての価値を守るために厳密な保存が要求される部分で、後述する部位設

定基準の基準 1、基準 2に該当する部位を主として構成される。 

 

1）該当範囲 

保存部分 外部：煉瓦躯体、小屋組（垂木・野地板含む）、 
正面木製大扉、背面鋼製大扉、敷居石、敷石 
東面開口部及び受付台、コンクリート製円形

庇、屋根（下地のみ） 
内部：通路、元守衛室、部屋の煉瓦躯体 
   通路東面開口部 

・創建時の主要構造材や仕上げ

類が概ね残る部分 
・豊多摩刑務所時代の改変部分 
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  2）保護の方針 

 部位の設定に従って、現状を保存することを原則とする。保存及び活用上、特に必要

な場合に変更を検討する。変更を加える場合には、文化財としての価値を損なわないよ

う配慮するとともに、躯体や他の部材への負荷を最小限に抑える。 

 

イ 保全部分 

  文化財としての価値を減じないよう維持及び保全することが必要とされる部分で、改

造により文化財としての現状が失われている部分、厳密な保存を必要とせずかつ全体と

しての価値を損なわない部分で、後述する部位設定基準の基準 3 又は基準 4 に該当する

部位を主として構成される。 

 

  1）該当範囲 

保全部分 外部：樋、北面開口部まわり、東面開口部及びコン

クリート製円形庇の仕上げ 
内部：元守衛室建具（木製上げ下げ窓、鋼製片開き

戸）、部屋建具（木製上げ下げ窓、鋼製片開

き戸）、元守衛室及び部屋の内部仕上、各部

の塗装 

改変されており、復原年代の姿へ

の復原が困難な部分 

  

2）保護の方針 

部位の設定に従って、現状を維持する。現状の仕様を変更する場合には、保存部分の

雰囲気に配慮したものとする。もしくは復原年代に合わせた復原を行う。 
 

ウ その他部分 

改造により文化財としての現状が失われている部分で、文化財としての価値が低い、或

いは失われている部分で、活用又は安全性の向上のために改変が許される部分。後述する

部位設定基準の基準 4に該当する部位を主として構成される。 

 

1）該当範囲 

その他部分 外部：外部舗装、外部階段、屋根仕上げ 
内部：元守衛室北面腰壁モルタル仕上げ、部屋北

面腰壁モルタル仕上げ、元守衛室及び部屋

の照明 

近年(中野刑務所廃庁後～)の改修

により現状が失われている部分 
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2）保護の方針 

近年の改修により文化財の現状が失われている部分であり、活用又は安全性の向上

のために改修等を行っていく。ただし仕様を変更する場合は、保存部分の意匠・雰囲気

に配慮したものとする。もしくは復原年代に合わせた復原を行う。 
 

（2）部位の設定と保護の方針 
部位とは、一連の部材等（室内の壁面・床面・天井面・建具及び建具枠、造作等）を単

位として設定される区分で、各部分は各部位により構成される。部位の区分は以下の通り

基準 1～4 に設定し、それぞれ保護の方針を定める。 

 

基準１ 文化財としての価値を特に有する部位で、材料自体の保存を行う部位 

部位設定：経年による定期的な取り替えを必要としない、主要な構造・意匠に係わ

る部位 

保護方針：材料自体を保存する。破損によりやむを得ず修理を行う場合は元の材料

と同じ仕様、同種同材料同寸法のものを用いて行う 

 

基準２ 材料の形状・材質・仕上げ・色彩等の保存を行う部位 

部位設定：定期的に材料の取り替え等を行う補修が必要な部位 

保護方針：原材料を保存していくように努めるとともに、定期的な補修・更新が必

要な時は元の材料と同じ仕様、同種同材料同寸法のものを用いて行う 

 

基準３ 主たる形状及び色彩を保存する部位 

部位設定：文化財と一体化して意匠的な価値を有する部位で、主たる形状及び色彩

については特に意匠上の配慮を要する部位、保存部位を目指すことが望

ましい部位 

保護方針：主たる形状及び色彩を保存する。補修・更新の際は原則現状と類似の形

状・色彩のものを使うこととする。ただし、旧期の状況に近づけること

が可能な場合は、形状・意匠を変更ができる 

 

基準４ その他の部位 

部位設定：文化財としての価値は低く、所有者等の自由裁量に委ねられる部位、た

だし意匠上の配慮が必要な部位 

保護方針：原則所有者等の自由裁量で取り扱うことができる。ただし更新する場合

は、周辺意匠を損なわないよう注意が必要 
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図 2-3-01 部分設定図①（平面図） 
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図 2-3-02 部分設定図②（南立面図・東立面図） 
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図 2-3-03 部分設定図③（北立面図・西立面図） 
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部位設定表【外部】 

部分 部位 基準 現状・摘要 備考 
正面 
（南面） 

外壁  1 煉⽡積（覆輪目地）  
外部造作  1 竪格子（丸鋼+ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ） 上げ下げ窓部分 

  2 レリーフ設置部 

レリーフは建物内に
保管※破損大 
標章：鋳物製 
台座：ﾓﾙﾀﾙ洗い出し 

  1 鋼製コーナーガード  
建具  ― 内部部位設定参照  
照明  4 ブラケットライト×1 S58 以降の改修 
外構  1 敷石張（小松石）  
  3 縁石（御影石）  
  4 煉⽡舗装、階段 S58 以降の改修 

側面 
（東面） 

外壁  1 煉⽡積（覆輪目地）  

  2 円形開口部周辺：モルタル
洗い出し12 震災復旧時の改修 

外部造作  2 コンクリート円形庇 
（モルタル洗い出し） 震災復旧時の改修 

建具  ― 内部部位設定参照  

外構  2 犬走り（モルタル、一部御
影石） 震災復旧時の改修 

その他  4 軒樋・竪樋（塩ビ製） S58 以降の改修 
背面 
（北面） 

外壁 
  

1 煉⽡積（覆輪目地）  
1 巾木：モルタル洗い出し  

3 外壁・巾木とも 開口部周
りの積み直し部分 S58 以降の改修 

建具  ― 内部部位設定参照  
外構  4 煉⽡舗装、階段 S58 以降の改修 

側面 
（⻄面） 

外壁  1 煉⽡積（覆輪目地）  
  1 巾木：モルタル洗い出し  

外部造作  2 旧鉄格子塀接続部 
（モルタル洗い出し） 震災復旧時の改修 

その他  4 軒樋・竪樋（塩ビ製） S58 以降の改修 

屋根 

屋根  4 カラー鉄板段葺 
S58 以降の改修 
現屋根下に創建時屋
根下地が残る 

破風  3 木製、ペンキ塗り S58 以降の改修 
鼻隠し  3 木製、ペンキ塗り S58 以降の改修 
軒裏  1 木製、ペンキ塗り  

 

 
12 洗い出し：モルタルなどの壁や床の表面を洗い出し、骨材を露出させて表面仕上げとする工法。 
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部位設定表【通路】 

部分 部位 基準 現状・摘要 備考 
通路 床  2 仕上：モルタル洗い出し  
[保存部分]   ― 下地：不明  

 巾木  ― ―  
 腰壁  ― ―  
 壁  1 煉⽡積（覆輪目地）  

  東 2 モルタル洗い出し（開口部
周囲） 震災復旧時の改修 

 廻縁  ― 仕上：欠失 旧状:漆喰 
塗装の有無は不明 

   1 下地：木製繰型  

 天井  ― 仕上：欠失 旧状:漆喰 
塗装の有無は不明 

   1 下地：木摺り  

 建具 南 1 木製両開き⼾（潜⼾付） 塗装は「基準 3」 
現状の色は後補 

  北 1 鋼製両開き⼾（潜⼾付） 塗装は「基準 3」 
現状の色は後補 

  
東 

1 開口部 震災復旧時の改修 

  4 鋼製はめ殺しガラス窓13 
鋼製引き違いガラス窓14 S58 以降の取替え 

  東 1 開口部 震災復旧時の改修 
  4 鋼製⽚開き⼾ S58 以降の取替え 
  ⻄ 1 開口部 創建時 
  4 鋼製⽚開き⼾ S58 以降の取替え 
 照明  1 シャンデリア×1  
 その他 南 1 石敷居：小松石  
  北 1 石敷居：小松石  
  ⻄ 1 石敷居：小松石  
  南 1 ⼾当たり⾦物  

  北 2 ⼾当たり⾦物（アングル） 床補修跡あり 
後補 or 取替 

  南 3 ジョイントボックス  

  

 
13 はめ殺し(ガラス)窓：枠に直接ガラスなどを固定して開閉できないようにした窓。 
14 引き違い(ガラス)窓：建具の開閉方式の一。2 枚以上の窓が 2 筋以上の溝またはレールを開口面の面内で水平方向に

移動して開閉する方式とした窓。 
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通路[保存部分] 

 

  

 

 
 

 

シャンデリア[基準 1] ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ[基準 3] 

木摺天井[基準 1]

廻縁[基準 1]

木製両開き戸[基準 1]

戸当たり[基準 1]  [南面] [北面]

鋼製片開き戸[基準 4]

煉瓦積(覆輪目地)[基準 1]

鋼製両開き戸[基準 1] 

石敷居(小松石)[基準 1]

戸当たり(ｱﾝｸﾞﾙ)[基準 2]

ﾓﾙﾀﾙ洗い出し[基準 2] 

石敷居(小松石)[基準 1]  [西面] 

鋼製片開き戸[基準 4]

鋼製はめ殺しｶﾞﾗｽ窓[基準 4]

鋼製引き違いｶﾞﾗｽ窓[基準 4]

モルタル洗い出し[基準 2]

 [東面] 
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部位設定表【元守衛室】 
部分 部位 基準 現状・摘要 備考 

元守衛室 
[保存部分]  

床  2 仕上：モルタル⾦鏝   
  1 下地：煉⽡⼊コンクリート  
巾木  1 モルタル洗い出し   

    3 塗装 現状の色は後補 

 腰壁 
■創建時  2 仕上：漆喰 

下地：生漆喰+砂漆喰   

  3 塗装  
 腰壁 

■後補① 
 2 創建時腰壁の上、ﾓﾙﾀﾙ塗   

  3 塗装 現状の色は後補 
 腰壁 

■後補② 
北窓下 4 モルタルのみ※下地不明 S58 以降の改修 

 ⻄窓下 ― 塗装なし  
 壁  3 塗装 現状の色は後補 
   2 仕上：漆喰   
    1 下地：生漆喰+砂漆喰   
 廻縁  3 塗装 現状の色は後補 
    2 仕上：漆喰   
    1 下地：木製繰形15   
 天井  3 塗装 現状の色は後補 
    2 仕上：漆喰  
    1 下地：木摺り   
 建具 南 1 開口部 創建時 
   3 木製バランス上げ下げ窓 S58 以降の取替え 

  北 3 開口部 
S58 以降の改修 
掃き出し⇒窓⇒掃き
出し⇒窓の変遷あり 

    3 木製バランス上げ下げ窓 S58 以降の取替え 
  東 1 開口部 震災復旧時の改修 
    4 鋼製⽚開き⼾ S58 以降の取替え 
  東 1 開口部 震災復旧時の改修 

    3 はめ殺しアクリル窓 
（一部⽚上げ下げ窓付） 

取替えられている可
能性あり 

   ⻄ ― 通路部位設定参照  
 照明   4 蛍光灯×2 S58 以降の改修 
     1 ペンダント(木製台)痕×2 創建時 

 その他 東 1 受付台：人造石研ぎ出し 
持ち送り：鋳物 震災復旧時の改修 

     4 感知器、分電盤、端子盤、
ﾒｰﾀｰ S58 以降の改修 

   北⻄ 1 天井点検口 創建時 

 
15 繰形：建築や家具などの仕上げにおいて、凹んで刳って作られた特徴のある装飾的な形。同じ形の断面が連続するの

が普通。 
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元守衛室[保存部分] 

 

 

 

 

 

 

 

  

木製上げ下げ窓(北)[基準 3]

腰壁(後補②):モルタル[基準 4] 

床:モルタル金鏝[基準 2]

鋼製片開き戸[基準 4]

鋼製はめ殺しｶﾞﾗｽ窓[基準 4]

鋼製引き違いｶﾞﾗｽ窓[基準 4]

天井点検口[基準 1]

蛍光灯[基準 4] 感知器[基準 4] 

腰壁(後補①):モルタル[基準 2]

塗装[基準 3]

 [西面/北面]

廻縁[基準 2]

塗装[基準 3]

壁:漆喰塗[基準 2]

塗装[基準 3]

木製上げ下げ窓(南)[基準 3]

鋼製片開き戸[基準 3]

巾木:モルタル洗い出し[基準 1]

塗装[基準 3]

 [南面]

設備類[基準 4]

受付台、持ち送り[基準 1]

はめ殺しｱｸﾘﾙ窓

一部片上げ下げ窓付[基準 3]

 [北面/東面]

木摺漆喰天井[基準 2]

塗装[基準 3]

腰壁(後補①):モルタル[基準 2]

塗装[基準 3]
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部位設定表【部屋】 
部分 部位 基準 現状・摘要 備考 

部屋 床  2 仕上：モルタル⾦鏝  
[保存部分］ 

 
 ― 下地：不明  

 巾木  1 モルタル洗い出し  
 

 
 3 塗装 現状の色は後補 

 腰壁 
■創建時 

 2 塗装  
  2 仕上：漆喰  
  1 下地：生漆喰+砂漆喰  
 腰壁 

■後補 
北窓下 4 モルタル塗のみ S58 以降の改修 

  ― 塗装なし  
 壁  3 塗装 現状の色は後補 
   2 仕上：漆喰  

   1 下地：生漆喰+砂漆喰  
 廻縁  3 塗装 現状の色は後補 
   2 仕上：漆喰  

   1 下地：木製繰型  
 天井  3 塗装 現状の色は後補 
   2 仕上：漆喰  

   1 下地：木摺り  
 建具 南 1 開口部 創建時 
   3 木製バランス上げ下げ窓 S58 以降の取替え 

  北 3 開口部 
S58 以降の改修 
窓⇒掃き出し⇒窓
の変遷あり 

   3 木製バランス上げ下げ窓 S58 以降の取替え 
  東 − 通路部位設定参照  

 照明  1 ペンダント(木製台)×6 照明器具欠失、 
台座のみ残る 

 
 

 4 蛍光灯×4 S58 以降の改修 
 その他 東 1 石敷居：小松石  
  北 1 ジョイントボックス  
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部屋[保存部分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

木製上げ下げ窓(北)[基準 3] 

腰壁(後補):モルタル[基準 4] 

鋼製片開き戸[基準 4] 

腰壁:漆喰塗[基準 2] 

塗装[基準 3] 

壁:漆喰塗[基準 2] 

塗装[基準 3] 

木製上げ下げ窓(南)[基準 3] 

ﾚﾘｰﾌ(保管)[基準 1] 

巾木:モルタル洗い出[基準 1]

塗装[基準 3]

床:モルタル金鏝[基準 2]

廻縁[基準 2]

塗装[基準 3]

木摺漆喰天井[基準 2] 

塗装[基準 3] 

ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ[基準 1] 

蛍光灯[基準 4]×4 

ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ(台座のみ)[基準 1]×6 

木摺漆喰天井[基準 2]

塗装[基準 3]

 [北面/東面]

 [南面/西面]

 [天井]
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部位設定表【小屋裏】 
部分 部位 基準 現状・摘要 備考 

小屋裏 小屋組  1 木造  

[保存部分] 
屋根下地 
■創建時 

 1 
野地板の上、ルーフィング 
ルーフィングの上に創建時
スレート葺の下地（横桟） 

 

 
屋根下地 
■後補 

 3 

当初屋根下地の上、後補⽡
棒葺 
⽡棒葺の上、新規野地板+
ルーフィング 

S58 以降の改修 

 壁  1 煉⽡積 ※化粧目地なし  

 その他 北 1 
小屋裏換気口（木製ガラ
リ） 
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小屋裏[保存部分] 

 

 
 

 

 

 

 

  

 [小屋組状況] 

 [屋根下地状況]

小屋組[基準 1]

創建時屋根下地（野地板）

[基準 1]

後補屋根下地の

ルーフィング[基準 3]

小屋裏換気口(木製ガラリ) 

[基準 1] 

煉瓦積[基準 1] 

創建時屋根下地（横桟）

[基準 1]

 [北面 小屋裏換気口]
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2-4 管理計画 

（1）管理体制 
旧中野刑務所正門（区指定有形文化財旧豊多摩監獄表門）は中野区の所有物として、区

の条例・規則等に基づいて区が管理する。 

 

（2）管理方法 

本計画地（敷地）全体の経常管理（清掃、消防設備点検、設備管理、警備等）について

は業務委託を想定する。 

 
（3）文化財の維持管理 

建造物の維持管理のための行為、もしくは修繕にあたっては、中野区指定有形文化財旧

豊多摩監獄表門であることを鑑み、中野区文化財保護条例及び中野区文化財保護条例施

行規則の主旨に沿って遂行する。維持管理のための行為と修繕とは、下記の表による。 

 
表 2-4-01 維持管理の例 

部位 建造物の維持管理のための行為 事前協議、現状変更を要する修繕 
床 ・亀裂、剥離、欠損の点検 

・通常の清掃 
・モルタルによる部分補修（亀裂、

表面の凹凸等） 
内壁、天井 ・仕上げ面の亀裂の点検（崩落、剥

離等への留意） 
・汚れ、剥離の点検 
・通常の清掃 

・漆喰による亀裂補修、在来と同様

の塗料の使用 

外壁 ・コケ類等の除去、清掃 
・割損、脱落の点検 

 

屋根 ・雨漏れの点検 
・割損、脱落の点検 
・落下したスレートの確認、除去 

・同種同材による部分的な補修 

建具 ・開閉、金具等の点検 
・日常の清掃 

・同種同材による修理 
・開閉不具合の調整 
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2-5 修理計画 

（1）今後の保存修理計画 
表門については、令和 6 年度（2024 年度）から移設・修復工事を予定している。移設・

修復工事では、本計画における保護の方針に基づいた修復と、防災計画（耐震対策）、活

用計画等に基づいた整備を計画する。移設・修復工事における修復工事の概要は以下の通

りである。各部の修復計画については以下の「（2）各部の修理計画」を参照されたい。 

煉瓦工事 外壁煉瓦ひび割れ部の補修、外壁洗浄 
木工事 木部破損箇所の繕い補修、一部新材に取り替え 
左官工事 漆喰壁塗直し、漆喰天井塗直し 
塗装工事 外部塗装塗直し、内部塗装塗直し 
建具工事 木製及び鋼製建具の補修 

 

（2）各部の修理計画 

「2-1（1）保存状況」（2-1）で示した表門の破損状況をふまえ、各部の修理計画を定め

る。修理にあたっては、在来の部材は建造物の保存に支障がない限り、極力再用すること

が原則であり、破損した部材は全面的に取り替えるのではなく、部分的な補修等で対応し、

可能な限り部材を再用することとする。ただし、構造や耐久性等において、明らかな欠陥

が認められる場合においては、現代工法を用いた修理を行う。また、文化財の価値を損ね

ないよう、保存のために必要な措置は最小限の範囲としなければならない。 

 

ア 煉瓦躯体の修理計画 

1）概要 

①東・西壁面のほぼ中央で縦方向に外部から内部に向かって壁を貫通していると思

われるひび割れが発生している。 
②埋め込み金物周辺に煉瓦のひび割れ・破損が生じている。 
③これらの損傷は、構造体としての煉瓦壁の機能を低下させる要因となるため、補修

を実施する必要がある。ひび割れは目地部の割れだけでなく煉瓦自体の割れを伴

っている部分が見られ、煉瓦の部分修理を行う。 
 

2）ひび割れの要因と改善内容 

①東・西面の貫通ひび割れは、旧煉瓦塀が取付いていた位置に発生している。煉瓦塀

と外壁の取り合いは不明であるが、煉瓦塀と接する位置に応力が集中してひび割

れが発生した可能性が考えられる。なお令和元年度（2019 年度）の学術調査の結

果より、建物に不同沈下や傾斜は生じていないため、進行性のひび割れではない。 

②東・西面の貫通ひび割れの周辺には煉瓦積のゆるみは生じていないため、積み直し

までは行わず、ひび割れ部の補修で良いと考えられる。但し、応力伝達性が低下し



旧中野刑務所正門保存活用計画 
 第２章 保存管理計画 

 

2－40 

 

ていると考えられるため、ひび割れ部の一体性及び応力伝達の改善を図る補修対

策が必要である。 
 

3）基本的な考え方 

A:ひび割れ・破損が著しい箇所は、部分的に新規煉瓦に置き換える。 
B:ひび割れに充填材を注入して、煉瓦壁の応力伝達の改善を図る。 
C:ひび割れ拡大防止と一体性を図るために、補修として目地部にアラミドロッド（連

続繊維補強材の一種）を挿入、置換目地モルタルで埋め戻して補修する。ひび割れ

が開く力に対し、目地内に埋め込んだアラミドロッドが抵抗し、開くのを防止する。 
D:補修部と未補修部の調和を考慮した補修とする。 

 
4）具体的な補修区分 

①ひび割れ幅が 0.1mm 以下のもの 
構造的に問題ないと判断し無補修とする。 

②ひび割れ幅が 0.1mm より大きく 1.0mm 未満のもの 
グラウト材16を注入することができないため、アラミドロッドを配することにより、

ひび割れ幅の拡張・進行を防止する。 
③ひび割れ幅が 1.0mm 以上のもの 

a.化粧煉瓦面の補修 
目地部にグラウト材を注入し、アラミドロッドによる補強を行う。 

 表面仕上げ： 
・大きく破損している煉瓦においては煉瓦半枚分を斫り取って新たに化粧煉瓦

を埋め込む。 
・破損していない煉瓦においては注入部表面に煉瓦と色調を合わせたパテ埋め

補修を行う。 
b.煉瓦面に漆喰仕上げがあるもの 
b-1.ひび割れ部に欠損がない場合 

目地部に削孔してグラウト材を注入し、アラミドロッドによる補強を行う。 
b-2 ひび割れ部に欠損がある場合 

ひび割れに沿って溝堀してグラウト材を充填する。その後アラミドロッドによ

る補強を行う。 
④ひび割れ・破損が著しいもの 

破損した煉瓦を斫り取り化粧煉瓦を埋め込む。 
⑤煉瓦の表層剥離は構造的に影響が小さいと判断し現状保存とする。 

 
16 グラウト材：ひび割れや空洞に注入または充填する際に用いる、軟らかいセメントペーストまたはモルタル、ベント

ナイト水、薬液などの総称。 
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イ 木部の修理計画 

小屋組や軒裏の木部を補修する場合は、既存部材の材種及び工法・仕上げを踏襲し、

当初材を極力残して行うこととする。 

現存している屋根下地については、腐朽しているものも多くみられるが、極力当初材

を採用し、新規材については同材種、同仕様を用いて取り替える。 

構造材で破損のみられるものは、破損箇所を十分に見極め、最小限の範囲で矧木補修

や継手補修を行う。 

 

ウ 内外部仕上げの補修計画 

1）東面のコンクリート庇と開口部まわり 

庇上面には全体的に浮きが生じている。仕上げモルタルの浮きによるひび割れな

のか、鉄筋の腐食による浮き・ひび割れであるか不明であるため、庇を保存する場合

は、部分斫りによりひび割れ・浮きの発生原因を調査し、補修方法を選定する必要が

ある。 
 

2）内部漆喰仕上 

「部屋」、「元守衛室」とも壁・天井の仕上げ材（漆喰・モルタル）の浮き・剥離が

多数生じており、全面的に仕上げ材が剥落している部分がみられた。調査により、モ

ルタル塗りの部分は後補の修理の際に入れられたものであることが判明したため、

撤去を行う。漆喰については、調査により当時の仕様が概ね判明している。 

現状の漆喰は、全体的に劣化が著しく、浮いている箇所については落下の危険性が

高いため、壁・天井とも全面的に撤去し、工法復原を行い補修することとする。 
近年、地震による天井仕上げの剥落が生じているため、天井の工法については、木

摺の間隔を広げて下地への食い込みを良くしたり、下げ苧を増やして付着を強化し

たりといった対策を講じる必要がある。ただし、検討にあたっては、元の仕様を尊重

する上で行う必要がある。 
 

3）建具 

通路南面の木製大扉の外観目視調査の結果、建具の下框や建具枠の下部等に木部

の腐朽がみられた。また、木部を覆っている鉄板の腐食も大きく、鋲も部分的に欠失

している状態である。修理にあたっては一度取り外し、根本的な修理を行う必要があ

る。また、現状、建具が開いた状態で壁に固定されているため、固定金物を取り外し、

動作の確認や建具金物の状況確認といった詳細調査を今後行う必要がある。 

通路北面の鋼製大扉についても錆や部材の腐食、金物の外れによる建付け不良が

みられるため、南面の大扉同様、修理にあたっては一度取り外し、根本的な修理を行

う必要がある。 
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なお、現在の建具の塗装は後補のものであるため、あわせて塗装調査を行い、復原

期の塗装仕様の確認が必要である。 
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第３章 環境保全計画

3-1 環境保全の現状と課題

移転先の敷地（以下、「計画地」という）全体を対象として、区指定有形文化財である

旧豊多摩監獄表門（以下、「表門」という）と周囲の環境の一体的な保全を図る。

計画地の北側には平和の森公園が広がり、南・西側の一部には住宅が密集している。西

側、東側は道路に接するが、東側の道路は令和 8年度（2026 年度）から整備予定の区画

道路第 2号である。

（1）用途地域等

移転先敷地の用途地域及び、敷地概要は以下である。

計画地は「Ｌ」型を 180 度回転した形で、「Ｌ」の下側が北となる。西側には幅員 4.6ｍ

の区道 31-551（建築基準法 42 条 1 項 1 号道路）に接し、西側に突き出した敷地の南側は幅

員 1.81～3.33ｍの認定外道路 31-551（建築基準法 42条 2項道路）に接する。

東側は整備予定の幅員 6ｍの区画道路第 2号に接道予定である。

住居表示 東京都中野区新井 3丁目 37番

用途地域 第１種住居地域

防火地域 防火地域

敷地面積 1894.00 ㎡ ※建築基準法 42 条 2項道路のセットバック未完了

容積率 200%

建蔽率 60%

高度地区 第２種高度地区

日影規制 4h-2.5h（4ⅿ）

最低限高度地区 7ｍ

敷地の最低限度 60 ㎡

地域・地区 平和の森公園周辺地区
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（2）地区計画

計画地は中野区の「平和の森公園周辺地区地区計画」（平成 5年（1993）11 月）に基づ

き、「住宅主体複合地区」に該当する。計画地の東側には、区画道路第 2号が接道する。

区画道路とは、円滑な消防活動と日常生活の利便性の向上を図るために計画される道路

である。

図 3-1-01 平和の森公園周辺地区 地区計画 計画概要図（赤丸は計画地を示す）
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以下、ア～エについて、平和の森公園周辺地区の地区計画概要版より、計画地に関連す

る項目を抜粋し記す。

ア 地区計画の目標

中野刑務所跡地は、防災機能をもった公園及び下水処理場を建設・整備し、周辺の不

燃化の促進、道路整備等により安全で快適なまちづくりを進める。そのため、地区特性

に応じた建築物等に関する制限及び区画道路の整備を建て替えに併せて行い、人々が

安心して住み続けられる住宅地、平和の森公園を活かしたみどり豊かで快適なまち、広

域避難場所を中心とした防災拠点地区の形成を目標とする。

イ 土地利用の方針

平和の森公園西側・南側市街地は道路基盤の整備と建物の共同化・耐火化を進め、土

地の有効利用と生活環境が調和した安全で快適な住宅地を形成する。

ウ 地区施設の整備方針

既存の道路網を活かした修復的な整備を行い、防災機能の向上と歩行者の日常生活

における安全をめざした道路基盤のネットワークを形成する。

円滑な消防活動と日常生活の利便性の向上を図るため、区画道路を整備する。また、

地区住民が身近に利用できる街区公園及びポケットパーク等を適切に配置し、整備す

る。

エ 建築物等の整備の方針

平和の森公園に隣接する静かな住宅地の特性を活かし、良好な相隣環境を確保する

とともに、防災性能を確保するための建築物の用途の制限、建築物の高さの最高限度、

壁面の位置の制限を定める。

震災時のブロック塀等の倒壊による被害を防ぎ、敷地内緑化を図るため、垣又はさく

の構造の制限を定めるとともに生け垣化を推進する。
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オ 計画地に関する事項

計画地が該当する「住宅主体複合地区」について、この地区の建築物等に関する事項

と、それにあたって表門及び計画地に係る事項を下表にまとめる。

表 3-1-02 建築物等に関する事項と表門及び計画地に係る事項

建築物等に関

する事項
住宅主体複合地区

表門及び計画地に

係る事項

建築物の

用途の制限

次の 1 から 3 に該当する用途は建築して

はならない

1.ボーリング場、スケート場又は水泳場

2.マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場その

他これらに類するもの

3.ホテル又は旅館

表門は左記の用途に該

当しないので建築可能

である

建築物の

敷地面積の

最低限度

60 ㎡ 敷地面積 1894.00 ㎡な

ので、最低限度以上で

ある

壁面の

位置の制限

1.建築物の壁又はこれに代わる柱から区

画道路第 2号の中心線までの距離は、3

ｍ以上としなければならない

2.建築物の壁又はこれに代わる柱から隣

地境界線までの距離は、50 ㎝以上とし

なければならない

表門の配置について

は、敷地東側接道の区

画道路第 2 号と、隣地

境界線からの距離以上

となるよう計画を行う

建築物等の高

さの最低限度

建築物の高さの最低限度は 7ｍ以上とす

る。但し以下の場合はその限りでない。

2．高さ 7m 未満の建築物の部分の水平投影

面積の合計が建築面積の 2 分の 1 未満

かつ 100 ㎡未満の建築物の当該部分

4.附属建築物で平屋建てのもの(建築物に

附属する門又は塀を含む。)

表門は高さ 7ｍ以上の

ため問題ない

付属施設を計画する場

合、平屋建てであれば

問題ない

垣又はさくの

構造の制限

道路に面する側の垣又はさくの構造は生

け垣又は透視可能なネットフェンス等と

しなければならない。

接道部に設置する場合



旧中野刑務所正門保存活用計画

第３章 環境保全計画

3－5

3-2 環境保全の基本方針

平和の森公園周辺地区地区計画の「垣又はさくの構造の制限」に基づき、計画地の道路

に面する側の垣又はさくを設置する場合は、その構造は生垣又は透視可能なネットフェ

ンス等で計画する必要がある。また、計画地内の既存樹木は、表門の移設・修復工事に影

響のある樹木を除いて、極力残す方針で計画し、みどり豊かで良好な環境の維持及び向上

を図る。

3-3 区域の区分と保全方針

（1）区域の区分

良好な景観保存の観点から、計画地内を「保存地区」と「整備地区」に区分する。

（2）区域の区分と保全方針

計画地における区域の区分と方針を以下に定める。

表 3-3-01 区域の区分と方針

区域の区分 対象区域 方針

保存区域 表門の外観を望見するために必要

な保存公開必要範囲内

※「保存公開必要範囲」とは、門の保

存と公開のために、表門の四面に確保

することが望ましい範囲として、教育

委員会に対する中野区文化財保護審

議会答申(令和 2 年 7 月 30 日)で示さ

れたものである。

原則として新たに建造物等を設け

ず、良好な景観を保っていく。

保存区域内の樹木については、建

造物の保存に支障のないよう維持

管理を行う。

整備区域 保存公開必要範囲外 活用のために必要な施設の整備を

行うことのできる区域。
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図 3-3-02 区域の区分図

3-4 防災上の課題と対策

（1）浸水・土砂災害

中野区作成の「中野区水害ハザードマップ」（令和 2年（2020）8 月改訂）では、浸水

深さ 0.5ｍ未満とされ、「土砂災害ハザードマップ」においても、土砂災害警戒区域及び

土砂災害特別警戒区域には設定されておらず、浸水、土砂災害ともに危険性が低い地域で

ある。

しかしながら、降雨による水害の軽減、防止のためにも、今後計画地の整備を行うにあ

たっては浸透能力の高い土地利用を図っていく必要がある。

（2）周辺樹木の管理

計画地内の樹木については、整備に伴い移植・剪定等の適正な措置をとり、表門の保存

に影響がでないよう管理する。新規で植樹する場合は、景観の構成に相応しい樹種を調査

検討した上で行う。

管理にあたっては、定期的な剪定、刈込、除草を行い、また、樹勢・樹形の維持に努め、

倒木防止に努める。



旧中野刑務所正門保存活用計画

第４章 防災計画

4－1

第４章 防災計画

4-1 防火・防犯対策

旧豊多摩監獄表門（以下、「表門」という）は、大正 4年（1915）竣工の煉瓦造平屋建

の建物で、現在、旧法務省矯正管区敷地内に保存されている。区は令和 3年（2021）3 月

に土地・建物を取得し、同年 6月に表門は中野区指定有形文化財（建造物）に指定された。

現在敷地内の建物を含む全体の管理は中野区教育委員会事務局子ども教育施設課が行っ

ている。

表門は令和 6年度（2024 年度）から移設工事を行い西に約 100ｍ移設する予定である。

また、敷地内に残る旧矯正研修所関連建物は、令和 4年度（2022 年度）～5年度（2023 年

度）にかけて解体工事が行われる予定である。解体工事中は表門の周りに仮囲いが設けら

れ、文化財である当該建物に汚損・損傷等の影響が及ばないよう対策が行われる。

（1）火災時の安全性に係る課題

ア 表門の燃焼特性

表門は煉瓦造であるため、燃焼性は低い。ただし小屋組や軒裏、外部に面する建具に

は木材が使われていることから、建物周辺や内部で火災が発生した場合、これらの木材

が燃焼する恐れがある。

イ 延焼の危険性

計画地における表門の配置計画は後述するが（第 5章(2)ア 配置計画）、敷地北側の

ほぼ中央に移設する予定である。南・西側の住宅地エリアの隣地境界線、接道する道路

の道路中心線から十分な離隔距離を確保できていることから、表門の延焼の危険性は

低い。

ウ 防火管理の現状と利用状況に係る課題

表門を含む敷地内の建物は区で管理を行っているが、現在使用されていないため、防

火・防災管理業務について定めた消防計画はない。

移転先で今後公開活用を行っていく際は、日常的な防災管理を実施することが望ま

しい。活用にあたって不特定の人々の利用等が想定されるため、防火管理計画に沿った

火災の予防と早期発見及び、初期消火の徹底、火気使用箇所の限定といった対策が必要

である。
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（2）防火管理計画

ア 防火管理者

表門は消防法上、防火管理者の選任義務がない建造物（収容人数 50 名未満）である

が、文化財建物の防火管理上、防火管理者を自主的に選任することが望ましい。

イ 防火管理区域の設定

本計画における防火管理の対象区域（以下、「防火管理区域」という）は、移転先の

敷地（以下、「計画地」という）全体とする。

図 4-1-1 計画地での表門配置図
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ウ 防火環境の把握

本計画では、防火管理区域内の建造物は当該建物のみである。ただし、今後付属施設

等を計画する場合は、表門との離隔距離を確保するとともに、建築基準法等の規定に定

めのある防耐火性能をもつ建物（延べ面積が 100 ㎡を超える場合は、耐火建築物又は延

焼防止建築物）の計画を行うこととする。

エ 予防措置

防火管理区域内における火災の発生を未然に防ぐために、以下に留意して必要な予

防措置について定める。

火気等の管理

原則喫煙や火気の使用、火気設備機器の設置は行わない。一般利用者に対しても標識

等により火気厳禁であることを明示する。

可燃物の管理

計画地内及び表門内には原則可燃物は持ち込まない、貯蔵しない。

警備

常時、監視カメラにより表門及び表門周辺を録画をし、必要に応じ確認を行う。夜間

は監視カメラに加え、施錠管理、機械警備等で対応し、表門周囲ならびに計画地内に可

燃物を放置しないことを徹底する。

安全対策

○避難経路等の確保

建物の公開（見学会等含む）等を行う場合は、消防用設備等の設置及び屋外へ通じる

避難経路を明示した避難経路図を作成し、見やすい場所に掲出する。避難口、避難経路

などは、避難の障害となる設備や物品を設置しない。床面は避難の妨げにならないよう

整頓に努める。

オ 消火体制等

火災発生時、火災報知器、警備会社への異常警報連動通知システム等による火災確認、

関係機関への通報により対応する。
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（3）防犯計画

ア 事故防止のために講じている措置と今後の対処方法

外部からの侵入防止対策

基本的に、施錠管理ならびに機械警備で対応する。

窓ガラスのき損対策

接道側に垣根やフェンスを設けるとともに、防犯カメラ等を設置することで、事故

の抑制や異常の早期発見に努める。

（4）防災設備（防火・防犯設備）計画

ア 設備整備計画

防災設備（防火・防犯設備）の設置状況と今後の計画

現在は、当該建物において火災警報設備、消火設備、避雷設備、防犯設備いずれも

設置をしていない。消防法上の区分を「（17）重要文化財建造物」相当とした場合、

消火器具および自動火災報知設備の設置が必要である。

イ 保守管理計画

防災設備を設置した場合、維持管理として、消防法に定められた点検を実施する。点

検、修理、更新にあたっては記録の作成、整備、保管に努めるとともに、防災設備の現

況について日頃から関係部署ならびに所轄消防署等の理解を得て、緊急時の対応が速

やかにできるよう努める。
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4-2 耐震対策

（1）耐震診断

当該建物は煉瓦造平屋建である。一般社団法人日本建築学会、日本建築防災協会で煉瓦

造建物の耐震診断方法として定められた基準がないことから『煉瓦造建築物の耐震診断

基準 改訂 第 2版 平成 27 年 5 月 一般社団法人 北海道建築技術協会』の規準に準

じて耐震診断を行った。

ア 診断の結果

煉瓦壁の面内方向(壁と並行方向)は、煉瓦目地のせん断強度試験結果を用いて診断

を行った。診断方法は上記基準に則り保有水平耐力を求め、そこに経年劣化、建物全体

の一体性および形状のバランス、変形性能等各係数を掛け合わせ耐震性能の評価を行

う方法とした。その結果、必要な耐震性能を有することが確認された。

煉瓦壁の面外方向(壁と直交方向)も面内方向と同様に煉瓦目地の引張耐力および煉

瓦の圧縮強度の試験結果を用いて診断を行った。診断方法は屋根面および基礎の補強

を行うことを前提に、屋根面および基礎部分を支持点として評価し、面外応力を算出す

る方法をとっている。診断の結果、X、Y方向両方向とも面外の耐力が不足し、地震の

震動および衝撃に対して「倒壊し又は崩壊する危険性がある」、もしくは、「倒壊し又は

崩壊する危険性が高い」と判断された。

表 4-2-1 面内、面外の Is 値・q値の判定結果

表 4-2-2 Is 値・q値指標の判定値

判定 判定

Is≧0.6 q≧1.0

面内 0.82 面内 2.48

面外 0.25 面外 0.42

面内 1.74 面内 5.28

面外 0.41 面外 0.68

0.25

0.41

Is

面内/面外別 最小値

NG

NG

構造耐力上主要な部分の地震に
対する安全性

地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は
崩壊する危険性が高い

地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は
崩壊する危険性がある

0.42

0.68

Ⅰ

Ⅱ

ランク

q

面内/面外別 最小値

NG

NG

X 1

Y 1

方向 階

ランク

I

Ⅱ

Ⅲ Is≧0.6かつq≧1.0の場合 地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が低い

構造耐震指針及び保有水平耐力に係
る指針

指標値

構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性

Is<0.3またはq<0.5の場合 地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が高い

(1)及び(3)以外の場合 地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性がある
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イ 診断結果の考察

耐震診断結果についての考察を以下に示す。

1) 面内方向について

面内方向は壁量が多く比較的良好な結果となっている。Is 値（構造耐震指標）は

0.6

以上の値が確認されており、地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険

性は低いと判断されている。ただし、壁体上部に臥梁や床スラブが無いこと、基礎は

通路部分に無く連続していないことから一体性を欠き、形状指標で減点を受けている。

2) 面外方向について

面外方向は建物上部に臥梁や床スラブが無いこと、基礎が通路部分に無く連続して

いないことから、独立壁に近い形状となっており、耐震性が低い結果となっている。

（2）耐震補強計画

ア 補強計画方針と耐震性能の目標

補強計画方針は、可能な限り現状の意匠性を変更しないことに重点を置くとともに、

将来の可逆性を考慮して、文化財的価値や既存の部材に与える影響を小さくする工法

を選定することとする。

建物本体の耐震性能の目標は、文化庁の『重要文化財（建造物）耐震診断指針』にお

ける「安全確保水準」とし、大地震時においても倒壊せず、人命の安全確保が図られる

ものとする。 また、本施設の耐震安全性の分類は、『官庁施設の総合耐震・対津波計画

規準及び同解説(令和 3年度版 (一財)公共建築協会)』によるⅢ類相当とし、基準の

1.00 倍の耐震性能を確保する。これは、昭和 56年（1981）改正の現行の建築基準法

により設計される建物とほぼ同程度の耐震性能を保有することを意味する。

なお、建築基準法第 3条第 1 項第 3 号に基づく適用除外申請にあたっては、構造の

安全性を示すために、第三者機関による評定を取得する。

イ 構造上の問題点

耐震診断結果の考察より、表門の構造上の問題点は以下のようにまとめることがで

きる。

① 壁体の面外方向について崩壊の危険がある点

② 南面及び北面の妻壁についても壁体面外方向の崩壊の危険がある点

③ 壁体上部に臥梁や床スラブが無いこと、基礎が通路部分に無く連続していないこと

から、建物の一体性を欠いている点
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ウ 補強計画案

構造上の問題点に対する補強案を、以下のとおり A～D案の 4案を計画した。

補強案 A

補強案 Aは、東面壁体面外崩壊の対策として、ステンレス鉄筋の挿入により面外補強

を行う案。

補強案 B

補強案 Bは、東面壁体面外崩壊の対策として、東面の円形庇部分を構成するアーチを

RC造で再構築し既存レンガ造部分との一体性を図り、面外変形の拘束を図る案。

補強案 C

補強案 Cは、基礎の免震化を行うことにより建物に作用する地震力の低減を図り、鉄

骨の方杖補強を不要とする案。

補強案 D

補強案 Dは、壁体面外崩壊の対策として、PC 鋼棒を壁内に配置し緊張力を導入する

ことで壁面の面外補強を行う方法で、さらに、壁上部に RC臥梁を設けることで、壁上

部を固め面外変形の拘束を図る案。

鉄骨の方杖補強

A、B 案では、南北の妻壁部分の壁体面外崩壊を防止するために、小屋組内に「鉄骨

の方杖」を増設する。

鉄骨水平ブレース補強

A、B、C 案では、建物の一体性を欠くことの対策について既存建物への影響が少ない

「鉄骨水平ブレース（筋かい）」を設けることで、建物の一体性を確保するとともに、

面外方向の拘束を行う。

RC 基礎の増設

A～Dの全ての案で、「RC 基礎の増設」により基礎部分の構造一体性の確保を図り、か

つ壁体面外の拘束をする。

なお、「鉄骨水平ブレース」と「RC基礎の増設」の補強をすることで、形状指標の改

善及び面外方向の崩壊防止が図れ、面内方向及び面外方向とも Is値（構造耐震指標）

の向上につながる。
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補強位置別に各補強方法をまとめ、補強イメージ図を添えた表4-2-03と、工法とそ

の効果、文化財への影響についてまとめた各案比較表4-2-04を示す。

A～D案について、保存活用計画策定委員会にて学識者委員に意見聴取を行った結

果、区指定有形文化財に指定された表門に対する補強としては、当初の煉瓦壁等への

負担が最も少なくなるC案が適切であるという意見で一致した。今後は、基礎の免震

化を図るC案を軸に設計の詳細検討を進めることが望ましい。

なお、天井材といった非構造部材についても、必要に応じて補強等の対策を行う必

要がある。表門の天井は木摺漆喰天井であるため、下地への食い込みを良くするため

に木摺の間隔を広げたり、漆喰の付着を強化するために下げ苧を増やしたりといった

対策が考えられるが、検討にあたっては元の仕様を尊重する上で行う必要がある。

また、その他にも、吊り照明器具の落下防止対策として振れ止め等を講じる必要が

ある。



表 4-2-03 補強位置別各補強方法及び補強イメージ図 

補強イメージ図 

 

 

 

 

補強位置 A 案 B 案 C 案 D 案 

屋根面補強 

 

A～C 案共通 水平ブレース (天井面) 

 

 

 

 

 

 

 

 

D 案 RC 臥梁の増設 

基礎 A,B 案共通 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 案 

 

D 案 

 

面外転倒防止用鉄骨 A,B 案共通 

 

 

 

 

 

C 案 

 

 

不要 

D 案 

 

 

不要 

X4 通り面外転倒防止用 

 

 

 

 

 

A 案 

 

 

 

 

 

B 案 

 

 

 

 

 

C 案 

 

 

不要 

D 案 

 

 

不要 

PC 鋼棒挿入 A～C 案共通 

 

 

不要 

 

 

D 案 

 

断面図 1 断面図 2 

断面図 3 断面図 4 

方杖
×

水平ブレース 

水平ブレース 

▼天井下地 

▲天井下地 

天井ふところが無いため 
通路部分は天井下に 

ブレースとなる 
 

水平ブレース取付詳細図 

屋根面 面外転倒防止用 
鉄骨取付詳細図 

屋根面 面外転倒防止用 
鉄骨⽴面図 

詳細図 

▲
 

現

母屋束 ×

野縁 ×

吊ﾎﾞﾙﾄ

桁
×

敷桁
×

吊木受
×

吊木

陸梁
×

はさみ梁
×

方杖
×

方杖
×旧野垂木現状屋根

通　路 元守衛室部屋

庇：

母屋 ×

野垂木 ×

免震部材 

RC 臥梁/壁 
再構築 

RC 臥梁 
 

kenbun No.30
タイプライタ
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表 4-2-04 工法とその効果・文化財への影響 各案比較表 

※1：共通補強①～②を除いた各案について評価を行っている 

項

目 
工法 概念図 効果 工法選定理由 A 案 B 案 C 案 D 案 

耐

震

補

強 

共通補強① 

水平面鉄骨ブレース増設 

 

・建物の一体性の確保 

・面外曲げ補強 

・煉瓦造の補強としては一

般的であり、実績が多い 

・意匠性への配慮 

通路部分は天井ふところがないため、天井下に鉄骨ﾌﾞﾚｰｽを設ける必要がある。 

施工にあたって屋根面の解体もしくは天井の解体が必要。 
不要 

A.B.C 案に適用 

共通補強② 

RC 造基礎の増設 

 

・建物の一体性の確保 

・面外曲げ補強 

 

・煉瓦造の補強としては一

般的であり、実績が多い 

基礎増設にあたり煉瓦の根積基礎下のラップルコンクリートを撤去する可能性がある。 

施工にあたって土間コンを一部解体する可能性がある。 
A.B.C.D 案に適用 

A.B 案共通 

面外転倒防止用鉄骨の増設 

 

・面外曲げ補強 ・可逆性への配慮 
小屋裏に小屋組部材をよけて鉄骨を設置する。 

通路部分は一部露出する可能性がある。 
不要 不要 

A 案 

ステンレス筋の挿入(鉛直) 

 

・面外曲げ補強 

・煉瓦造の補強としては一

般的であり、実績が多い 

・意匠性への配慮 

小屋組を全解体し煉瓦躯体の

頂部から施工する必要がある 
不要 不要 不要 

B 案 

RC 臥梁の増設 

(アーチの再構築) 

 

・面外曲げ補強 ・意匠性への配慮 
庇と煉瓦躯体の接合状況によ

っては必要となる可能性有 

東面の庇及び開口部の壁を解

体し、再構築となる 
庇と煉瓦躯体の接合状況によ

っては必要となる可能性有 

庇と煉瓦躯体の接合状況によ

っては必要となる可能性有 

C 案 

免震装置の増設 

 

・入力地震動の低減 ・意匠性への配慮 不要 不要 

免震装置の他に免震ﾋﾟｯﾄ、点

検用の出入口等が必要 

建物周囲に免震ｸﾘｱﾗﾝｽの設置 
不要 

D 案 

RC 臥梁の増設 

屋根面全体 

 

・面外曲げ補強 ・意匠性への配慮 不要 不要 不要 
煉瓦躯体頂部を RC に置き換

えるため、煉瓦躯体の損傷大 

D 案 

PC 鋼棒の増設(鉛直) 

緊張力導入 

 

・面外曲げ補強 ・意匠性への配慮    
小屋組を全解体し、躯体の頂

部から施工する必要がある 

補強工事に伴う工事 

小屋組天井解体・保管・復旧 
   全解体 一部解体 一部解体 全解体 

耐震補強工事費    中 低 高 中 

※

1 

文

化

財

へ

の

影

響 

意匠性を損なわない    〇 〇 〇 △(臥梁部分一部変更) 

部材を傷めない    
△ 

(木造屋根を全解体する必要有) 
△ 

(壁面の解体が必要) 
〇 

△ 
(木造屋根を全解体する必要有) 

可逆的である    
△ 

(ステンレス筋は取り外し不可) 
△ 

(臥梁は取り外し不可) 
〇 

△ 

(PC 鋼棒は取り外し不可) 

区別可能である    〇 
△ 

(再構築のため判別つかない) 
〇 

△ 
(臥梁・PC鋼棒とも判別つかない) 

最小限の補強である    
△ 

(木造屋根を全解体する必要有) 
△ 

(壁面の解体が必要) 
〇 

△ 
(木造屋根を全解体する必要有) 

維持管理    鉄骨部材の塗装 鉄骨部材の塗装 
鉄骨部材の塗装 

免震ﾀﾞﾝﾊﾟｰの点検・交換 
－ 

活用上の懸念事項    － － 
建物周囲に免震ｸﾘｱﾗﾝｽの設置 

⇒地震時稼働 注意喚起 
－ 

RC 臥梁/壁 
再構築 

kenbun No.30
タイプライタ
4-11
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（3）地震時の対処方針

地震時の対処としては、被災者の救助を優先し見学者の安全を確保することが第一で

ある。そのため、電源を遮断し、屋外への飛び出し禁止などの措置をとる必要がある。

また日常より什器等の転倒防止、火気の管理、非常用の備蓄品の確保に努めなければな

らない。

文化財建造物に対しては、その部材の保護に努める。建物の変形や破損に対しては、

支持材の補加、危険部分の撤去格納などを行う。

なお、本建物は防災拠点としては想定していないことから、見学者の避難後は、建物

内への立入り制限等、然るべき措置をとることとする。

（4）C案（免震）実施に向けての課題

基礎の免震化を図る C案を今後進めるにあたり、以下の課題に対して詳細な検討を行

う必要がある。

①コスト

C案（免震案）は他の補強案に比べ、工事費が高くなると見込まれ、詳細検討を基に費

用の精査及びコストダウンの検討が必要である。

②工期

現段階での工程検討では、A～D案のいずれの補強計画案を選択した場合でも、曳家完

了及び工事完了の各工程が予定工程内で施工可能と考えられるが、更に詳細な工程検討

を行うことが必要である。

③東面の円形庇の構造詳細調査

今回の調査で東面の円形コンクリート庇と煉瓦躯体の接続部の状況把握ができなかっ

たため、接続部の一部解体調査を行い、状況を把握する必要がある。調査結果によっては、

円形庇及び開口部の壁を解体し、再構築が必要な場合も考えられる。

なお、調査結果により円形庇及び開口部の再構築が必要となった場合、当該部分のオリ

ジナリティーが失われるため、創建時の姿に復原を行うか、2期の円形庇及び開口部を再

構築するか、復原時期について再度検討を行う必要がある。
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4-3 耐風対策

（1）被害の想定

構造躯体に関して、風による破損等は過去に被害報告がなく、今後も大きな問題はない

と考える。台風や強風時に、周囲の樹木や飛散物による窓ガラス、外壁等の破損が想定さ

れる。また、復原にあたって屋根を天然スレート葺にした場合は、風により飛散しやすい

ため、固定方法等に配慮が必要である。

（2）今後の対処方針

屋根材や煉瓦の飛散等が予想される場合、あるいは飛散物による破損が想定される場

合は、建物周辺を立ち入り禁止にする、あるいは窓ガラスに耐風養生を行う等の措置を取

る。災害に関する情報を随時収集し、事前の対策を講じる。被害が発生した場合は速やか

に調査を行い、必要な応急措置及び修繕を実施する必要がある。

4-4 その他の対策（旧矯正研修所関連建物の解体工事期間中（R4.7～R5.6）の対策）

（1）汚損・損傷・沈下等の対策

令和 4年度（2022 年度）から翌年度にかけて行われる旧矯正研修所関連建物の解体に

あたって、文化財である表門に汚損・損傷、沈下等の影響が及ばないよう対策を施す必要

がある。解体手順や重機の侵入経路、低振動工法の検討、表門への仮囲いや騒音振動計の

設置といった仮設計画の検討を行い、担当部署間で相互に調整を図りながら進めること

とする。

（2）防火管理計画・防犯計画・防災設備（防火・防犯設備）計画

周辺建物の解体工事期間中、表門については防火管理区域を仮囲いで囲い、施錠管理を

行う予定である。解体工事期間中は、解体工事発注者及び解体工事請負業者にて協議の上、

体制を整える。
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第５章 活用計画

5-1 公開その他の活用の基本方針

公開その他の活用の基本方針は、現存する旧豊多摩監獄表門（以下、「表門」という）

の価値及び中野刑務所が果たした社会的役割といった視座から、次のとおりとする。

上記の価値が伝わるよう、

1）表門自体が展示物であり、復原修理を行うことで当時の姿を復原し展示する。

表門の四周を見学でき、直接触れる、あるいは間近で見ることが出来るようにする。

2）古写真のアングルから視点場を設定、VR を用いるなど、往時の表門の姿を感じられる

よう工夫を行う。

3）表門の理解を深めるための資料展示を用意し、そのための展示スペースの確保を図る。

4）ガイドツアーを地元ボランティアで実施できるよう人材の育成をし、建物ガイドプロ

ログラムを用意する。

上記の価値が伝わるよう、

1）日本の行刑・矯正の歴史において、他の監獄施設（明治五大監獄、小菅刑務所、網走

監獄等）との関係や位置づけなど、旧豊多摩監獄が果たした役割を学べる場とする。

（1）日本の近代建築史に影響を与えた煉瓦造建築物である

表門の価値を伝えるための公開・活用を行う

創建時の価値

●日本人建築家が西洋の模倣から脱しようとする大正期のモダニズム建築の先駆者後

藤慶二の唯一の現存作品

●日本における煉瓦造建築物の到達点（覆輪目地やクサビ型煉瓦の使用等）

震災復興後に付加された価値

●行刑建築の変遷過程を見る（知る）ことのできる貴重な遺構

（2）日本の行刑の近代化を推進する先駆的役割を担った

旧豊多摩監獄の歴史を伝えるための公開・活用を行う

豊多摩監獄から豊多摩刑務所、中野刑務所に至る中で、日本の行刑処遇制度等の先駆的役

割を果たしてきた

●大正 4年（1915）日本ではじめて悪性の程度によって段階的に処遇を進める「豊多摩監

獄階級処遇規定」が試行された

●中野刑務所の十字舎房には、「予防拘禁法」の制定に伴い、日本で唯一の予防拘禁所が

おかれた

●戦後日本で最初の「分類センター」や「職業訓練所」を設置。モデル施設としての役割

を担った
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2）模型や VRなどを用いて、監獄の敷地内や建物の変遷がわかる工夫を行う。

3）ガイドツアーを地元ボランティアで実施できるよう人材の育成をし、日本の処遇制度

に関連した講習プログラム等を用意する。

1）中野区の近代の歴史遺産としての希少価値を発信する。

2）矯正会館（CAPIC や矯正図書館等）との連携を図る。

3）地域内の近代発展を示すその他施設と連携し、哲学堂公園や、周辺の同時代の公的施

設と連携した企画、イベント、まちあるきルートの作成など、面的な活用を行う。

4）中野区認定観光資源への選定・承認を目指す。

（3）地域の近代発展を示す公的施設と連携した公開・活用を行う

近代発展を示す公的施設例

陸軍関連施設（現四季の森公園）、国立療養所（現江古田の森公園）、農事試験場（現城山

公園一帯）、哲学堂公園、旧野方配水塔など
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5-2 公開基本計画

（1）建造物の公開

ア 外観

外観は四周を望見できる状態とする。

イ 内観

・表門の内部、すなわち「通路」及び「部屋」ならびに「元守衛室」は、文化財保護の

観点から常時開放せず、土日祝等や申し込み制による限定公開が望ましい

ウ 移設・修復工事中の公開

工事中には、文化財の価値とその保存の理解を広げるため、曳家や修理現場の公開を

検討する。ただし、見学者の安全確保を優先する。

5-3 活用基本計画

（1）計画条件の整理

ア 文化財保護法による指定

表門は、文化財保護法第 182 条第 2項に基づき、中野区指定有形文化財（建造物）の

指定を受けた建造物である。

イ 建築基準法に係る整理

中野区指定有形文化財（建造物）である表門は、建築基準法第 3条第 1項三号に基づ

いて、建築審査会による同意を得て適用除外の指定を受ける。ただし、公開活用にあた

り、多くの利用者が訪れる区民に開かれた施設、場とすることが求められていることか

ら、建築や設備のハード面、管理運営などのソフト面の両面からの対策を講じて安全性

に十分配慮した計画とする。

ウ 消防法に係る整理

消防法上の防火対象物の用途区分は「（17）重要文化財建造物」となることから、消

火器、自動火災報知設備の設置が必要である。

エ その他関係法令に関して

その他、計画地に関する地区計画である「平和の森公園周辺地区地区計画」について

は第 3章で整理した通り、また、下記条例等に関する協議及び確認が今後の計画内容の

具体化に伴い必要となる。

・東京都福祉のまちづくり条例（窓口：建築課）

・中野区福祉のまちづくり環境整備要綱（窓口：建築課）
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・雨水流出抑制施設設置指導要綱（窓口：道路課）

・みどりの保護と育成に関する条例（窓口：公園課）

（2）建築計画

ア 配置計画

移設後の表門及び表門周囲の外構要素について配置計画を行う。表門本体について

は、地区計画の壁面後退条件（東側の区画道路第 2号の中心線まで 3ｍ以上、隣地境界

線まで 50cm 以上）を満たすこととする。また、表門の外構の復原範囲については、配

置上の敷地の制限もあることから、表門脇の鉄格子塀及び表門側の石柱までを情景再

現として計画する。

表門の移設にあたり、計画地の配置案を 4案作成し比較検討を重ねた。計画地におい

て配慮する事項として、以下が挙げられる。

①計画地周辺の住宅地のプライバシーや騒音に配慮する

※計画地の南・西側は住宅密集地となっている

②区画道路第 2号は新設する小学校児童が利用するため、車両の通行を極力控える

③計画地内の樹木は表門の見学に支障のない範囲で残す

図 5-3-01 広域地図（北が上） 図 5-3-02 移転先航空写真(Googlemap より)
（北が上）
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表 5-3-03 各配置検討案の特徴及び課題

Ａ案

創建時の煉瓦塀の軸線上に表門を配置し、方位は当初のままとする案。また北側に旧中野刑務

所敷地があったという史実に配慮した案

■特徴

・方位が旧状と同じで、平和の森公園側が

旧中野刑務所の跡地であるという歴史的

背景が考慮されている

・保存公開必要範囲を 3方向満たす

・元位置からの平行移動のため、曳家費用を

抑えられる

■課題

・接道する東、西面の道路側から表門の正面

をみることができない

Ｂ-1 案

表門の正面を西側の道路に向け、特徴的な外観意匠を誰にでも見える位置に計画した案

【道路に平行】

■特徴

・西面の道路に平行して配置することで、道

路側から特徴的な外観意匠をみることがで

きる

・保存公開必要範囲を 3方向満たす

■課題

・旧状から方位が変わる

・回転することで曳家費用が高くなる
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以下の点から、表門の配置についてはＡ案が最適と考えられる。

・方位が旧状と同じで、平和の森公園側が旧中野刑務所の跡地であるという歴史的背景が

考慮されている

・表門が北に面していることで、見学者の視線が北側に抜け、住宅密集地への視線が配慮

できる点

Ｂ-2 案

門の正面を西側の道路に向け、特徴的な外観意匠を誰にでも見える位置に計画した案

【90 度回転】

■特徴

・西面の道路に平行して配置することで、道

路側から特徴的な外観意匠をみることがで

きる

・保存公開必要範囲を 3方向満たす

■課題

・旧状から方位が変わる

・回転することで曳家費用が高くなる

Ｃ案

門を敷地南側に配置し、北側に一体的な空地を設けることで、敷地の有効活用ができる案

■特徴

・北側の管理用通路から正面をみることがで

きる

・北側にまとまった空地ができ、敷地の有効

活用ができる

■課題

・旧状から方位が変わる

・門が住宅密集地に面するため、近隣住居へ

の視線の配慮や騒音等の配慮が必要となる

・回転することで曳家費用が高くなる
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イ 平面計画

1）動線計画

・計画地では、接道する東側と西側に出入口を設け、平和の森公園からの動線と、中

野駅からの動線に対応するとともに、計画地内の二方向避難にも配慮する

・「通路」「部屋」「元守衛室」については公開日のみ通路から出入りできるようにし、

内部を見学できるようにする

・小規模な建物であるため、順路は定めない

ウ 施設等整備計画

1）保存管理、環境保全、防災に係る施設等

自動火災報知設備及び消火器を設置し防火対策を行う。また防犯対策として防犯

カメラや機械警備の導入を行う。

2）公開、活用に係る施設等

施設利用に伴い、移設・修復工事とは別で、駐車場、駐輪場、説明板・標識の設置

といった敷地の整備が求められる。車両の出入りに関して、東側に整備が予定される

区画道路第 2号は、今後建設される小学校の児童が利用する道路となるため、車両の

出入りは極力避けることが必要であり、一般利用者向けの駐車スペースは西側の接

道付近の敷地内へ確保することを検討する。

3）公開、活用に係る設備等

表門の維持管理及び公開活用に向けて、以下の通り設備計画を行った。ただし今後

の公開活用内容の具体化に伴い、計画内容を最適化していく必要がある。

①電気設備

近年の改修で取り付けられたコンセント類は工事に伴い撤去する。維持管理及び

活用上必要となるコンセント及びスイッチ設備は露出配管で可逆性を担保する形で

新たに設ける。

展示等の機能にあわせた必要な電気容量を確保する必要がある。

②照明設備

照明設備は、通路のみ当初のものと思われる照明器具が残っている。通路の照明に

ついては LED 電球が利用できるように改造した上で再用する。「部屋」は天井面に当

初の照明のものであろう木台のみが残っている状態で、「元守衛室」については天井

面に木台がついていた痕跡が残っている。どちらの室も当初の照明器具は明らかに

なっていない。
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今後、両室の照明器具を復原整備する場合は、大正から昭和の刑務所や刑務所の門

といった類似例を参考にし、新規で計画する必要がある。

なお、今後、室内での展示を行う場合は、ライティングダクト等を用いたしスポッ

トライト等の展示用照明の設置を検討する。

③換気設備

現状では換気設備は設置されていない。今後の活用のためには、換気設備の設置検

討が必要である。両側の室に第 3種換気の機械換気設備を天井面に設置し、小屋裏で

はダクト配管し、北側妻壁のガラリから外部へ排気する計画が考えられる。

なお、小屋裏換気は、軒裏天井部に吸気口を設け、かつ棟換気を新設することで換

気機能の確保を図る。

④衛生・給排水設備

室内には衛生・給排水設備は設置しない。外部において、活用・維持管理用として

外部水栓を新設する。

（3）外構及び周辺整備計画

移設・修復工事とは別の計画となるが、計画地の整備にあたっては、隣地、特に住宅

地が接する敷地西と南側については、利用者の視線などの配慮から、隣地境界線付近に

樹木や目隠しとなるものが必要である。

（4）管理・運営計画

ア 建物の管理

・通路、両側の室は公開日にのみ開放とし、通常は施錠した状態とする

・常時機械警備を行う

イ 敷地の管理

敷地の管理を行うにあたって、移設・修復工事とは別で整備する必要があるものとし

て以下が挙げられる

・出入口は二方向避難を考慮し、接道する西側と東側に設ける。

ウ 管理運営体制

・計画地全体の経常管理（清掃、消防設備点検、設備管理、警備、施錠管理等）につい

ては業務委託を想定する
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エ 公開範囲

表門外観は常時公開

※通路、元守衛室、部屋内部は限定公開とすることが望ましい
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5-4 実施に向けての課題

（1）活用に対する意見

令和 3年（2021）11 月には、区が公開見学会を開催し、門を今後活用していくにあた

ってのアイディアをアンケートで募った。また、同年 9月には、区民団体主催による旧豊

多摩監獄表門文化財指定を祝うオンライン交流会（以下、「オンライン交流会」とする）

も行われ、活用に関する盛んな意見交換がなされた。これらの意見を参考に、活用計画の

実施に向けての課題を整理する。

ア 公開見学会

・開催日：令和 3年（2021）11 月 5 日（金）、6日（土） 計 2日間

・来場者総数：5,568 人

・アンケート回答：2,946 人 このうち、活用アイディアに回答は 444 人

・444 人のうち 311 人（70％）が歴史展示の設置を提案し、個別意見としては、門本体

を加工しないで別に展示施設を設けるという意見が 17件寄せられた。

また、刑務所全体模型を作成する提案が 34 件寄せられた。

イ 活用にあたっての具体的なアイディア

公開見学会等で挙げられた活用にあたってのアイディアの抜粋を、以下に記載する。

【主な意見】

・展示室、資料室の設置

→歴史展示、映像記録の公開、刑務所全体の模型展示、マネキンを用いた情景再現、

定期的なガイドツアー 等

・休憩スペースの設置

・カフェやキッチンカー

・グッズの作成、販売、お土産ショップ

・矯正協会刑務作業協力事業（CAPIC）との連携

・ワークショップや講演会のための研修室

（2）活用にあたっての課題

文化財建造物である表門そのものを公開してほしい、といった意見が多い一方、展示室

や資料室、講演会や学習会等の研修室的な使い方といった要望も多く聞かれる。

表門両側の室は専有面積が 26 ㎡（15.73 帖）程度で、展示や資料室等の活用を図って

いくためには規模が小さく、また環境的な整備（空調、音響設備等）が必要となり、指定

文化財建造物の保存には好ましくない状況にある。

よって、表門については、文化財建造物として各室内部を公開することとし、資料展示
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等は最小限のパネル展示程度が適切と考えられる。

（3）展示・鑑賞エリアの必要性

近年の文化財の活用事例においても、文化財建造物の積極的な活用とともに、文化財建

造物の活用を促し、補うための、資料展示や鑑賞のためのエリアを設ける事例が多くみら

れる。

（4）展示・鑑賞エリアを計画地内に設置する場合の留意点

①地区計画に準拠すること

・展示・鑑賞エリアに建築物を計画する場合は、壁又はこれらに代わる柱から区画道

路第 2号の中心線までの距離は 3ｍ以上としなければならない

・展示・鑑賞エリアに建築物を計画する場合は、壁又はこれらに代わる柱から隣地境

界線までの距離は 50cm 以上としなければならない

・展示・鑑賞エリアに建築物を計画する場合は、建築物の高さの最低限度は 7ｍ以上

とする。ただし、附属建築物で平屋建てのものはこの限りではない

②その他関係法令に関して、今後の計画の具体化に伴い適宜協議、確認を行うこと

③近隣住宅地（特に計画地の南・西側の住宅地）側は開口をつくらず壁にするなど、騒

音やプライバシーに配慮した建築計画及び配置計画とすること

④配置にあたっては、表門周辺の景観に支障のない位置とすること

（5）計画地の既存工作物等と樹木についての課題

①敷地西・南側の隣地境界線沿いには、住宅地と区切るようにしてコンクリートブロッ

ク塀（敷地内から見て高さ 1.4～1.65m 程度。敷地外地盤は計画地より若干低くなっ

ている）が設置されている。現地確認の結果、ブロック塀天端に笠木仕上げが無く、

ブロック塀の天端から鉄筋が露出しており、鉄筋には錆が発生していた。今後、既存

コンクリートブロック塀の耐震性を調査、確認の上、安全性に懸念がある場合には、

補強や更新などを含めた検討が必要である。

②計画地の地盤レベルについて、計画地内を東西に横断する既存土留めブロックを境

にして、南側地盤面が北側より 360mm 程度高くなっている。公開活用において、敷地

の一体的な利用を目指した整備を考える場合には、地盤のスキ取りや緩勾配での地

盤レベルの調整等を行い、併せて舗装仕上げや雨水処理方法の検討をする必要があ

る。

③計画地の北側に接している管理用通路と計画地では、計画地側の地盤面が約 300mm 高

くなっている。管理用通路へ計画地の土砂が流出してしまわないよう、土留めを設置
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する等の検討が必要である。

④計画地内には既存樹木（樹高 8～16m 程度の中高木）が存在する。表門上方を覆うよ

うに枝を伸ばす樹木は、建物の維持管理上、剪定等の措置が必要である。また、表門

を望見する際、特に南正面からの望見時に建物と重なってしまう樹木については、意

匠的にも高い価値を持つ表門の南面外観の見え方を考慮し、移植や伐採含め検討し

ていく必要がある。

（6）計画地の整備案

次頁以降に計画地のイメージ図及び整備例を紹介する。
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正面からみたイメージ 

 

 
南東からみたイメージ 

図 5-4-01 移設後の配置イメージ 
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第６章 保護に係る諸手続き 

 6-1 保護に係る諸手続き 

旧豊多摩監獄表門（以下、「表門」という）は、文化財保護法第 182 条第 2 項に基づき、

中野区指定有形文化財（建造物）の指定を受けており、保護に係る諸手続きについては、

主に中野区文化財保護条例（以下、「条例」という）、中野区文化財保護条例施行規則（以

下、「施行規則」という）によることとなる。保存活用にあたって必要となる行為と諸手

続きについて、運用の方針を以下にように定める。だだし、本章の定めにおいて明確でな

い行為については、教育委員会と協議するものとする。 

 

 6-2 現状の変更又は保存に影響を及ぼす行為をしようとする場合の手続き 

（1）あらかじめ教育委員会と協議をしなければならない行為（条例第 10 条第 1 項／施

行規則第 11 条・第 12 条） 

 「ア 現状の変更」又は「イ 保存に影響を及ぼす行為」の協議を行おうとする場合は、

あらかじめ教育委員会と協議しなければならない。また、これらの規定する行為等をする

90 日前迄に現状変更等の承認申請書を教育委員会へ提出しなければならない。 

 

 ア 指定文化財の現状の変更をしようとするとき 

 現状の変更とは、文化財建造物が指定された時の状態を変えることを指し、以下の内

容が挙げられる。 

 

  1）保存修理に伴う復原的行為 

保存修理に伴い、文化財建造物を特定の時期の姿に復原する行為である。新たに発

見された資料により、現状が復原年代の姿と明らかに異なっていることが判明した

場合などがある。 

2）保存管理上の行為 

 保存管理上の、移築、構造補強などの行為である。また維持管理上不可欠な施設・

設備の設置や埋設設備配管等の改修等もこれにあたる。 

3）活用のための行為 

 活用のために必要な現状変更を行う行為である。この場合、建物特性や景観的、歴

史的、文化的な価値の所在などを十分に考慮して判断する必要がある。 
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 イ 指定文化財の保存に影響を及ぼす行為をしようとするとき 

 保存に影響を及ぼす行為とは、施行規則第 12 条において、当該建造物の所在地及び

その隣接地において行う建設工事、造成工事その他土木工事（水道、ガス、電気、電話、

道路工事等）としており、文化財建造物そのものには改造を加えなくても、その行為に

よって災害やき損の恐れが生じたり、構造耐力を弱めるなど、文化財建造物の保存上好

ましくない影響を与えることをいう。具体的には以下に類する場合といえる。 

 

1）文化財建造物の敷地内で、その建造物に延焼の恐れのある場所に建物の新築・増

築を行ったり、現在ある建物を改築したりする場合 

2）文化財建造物敷地内に火気や多量の危険物を扱う施設を設置する場合 

3）文化財建造物の周辺における切土、盛土、掘削で、その建造物の構造耐力を弱め

たり、災害を及ぼす恐れのある場合 

4）文化財建造物の内部に、ポンプ小屋、売店、詰所など防災及美観上問題を生じや

すい施設を設ける場合 

5）文化財建造物内に、その建造物の構造耐力を弱めるような重量物を搬入しようと

する場合 

6）文化財建造物の一部に、直接触れる手法により模写する場合 

7）文化財建造物から直接型取りを行い。模造をする場合 

 

（2）協議を要しない行為（条例第 10 条第 3 項／施行規則第 14 条） 

現状の変更については、「ア－① 維持の措置」又は「ア－② 非常災害のために必要

な応急措置」をとる場合、及び「イ 保存に影響を及ぼす行為で影響が軽微であるもの」

は教育委員会への協議を要しない。 

 

ア－① 維持の措置 

 維持の措置としては、次のような行為である。 

1）当該建造物が、き損し又は衰亡している場合、その価値に影響を及ぼすことなく、

そのき損前の原状に復するとき。例えば、移築・修復工事完了時の状態に復する

ことを目的とした修理等で、同種・同材・同仕様による場合（塗装の一部剥落、

照明の取替え等）は、維持の措置として現状変更の許可を要しないものと考えら

れる。 

2) 1)の場合に、当該き損の拡大を防止するための応急の措置をとるとき。 

 

  



旧中野刑務所正門保存活用計画 
 第６章 保護に係る諸手続き 

 

6－3 

 

ア－② 非常災害のために必要な応急措置 

 非常災害のために必要な応急措置としては、次のような行為が想定される。 

1）被災した建造物において、例えば脱落した部材等を改修・収容する行為、倒壊防

止のために傾斜した壁や破損の恐れのある煉瓦開口部等に支柱を添える行為、建

具を失った開口部を応急に閉鎖する行為等は、応急処置として現状変更の許可を

要しないものとされている。 

2）災害によってき損が予測される場合に、被害の発生を予防する目的で行う行為

は応急処置に準じて運用する。例えば、外壁の開口部において、建具の飛散を

予防する目的で仮に板を打ち付ける行為等が想定される。これらの行為につい

ては、協議を要しないとされる。 

 

イ 保存に影響を及ぼす行為で影響が軽微であるもの 

 保存に影響を及ぼす行為のうち、影響が軽微であるものについては、2 章保存管理計 

画の「2-4 管理計画 (3) 文化財の維持管理」を参照のこと。 

 

6-3 速やかに教育委員会へ届け出をしなければならない場合（条例第 11 条） 

以下の場合には、速やかに教育委員会へ届け出をしなければならない。ただし、5)修理

の場合には、教育委員会と事前協議を行った上で、届け出をすることとする。 

1) 所有者等の変更があったとき 

2) 所有者等の氏名若しくは名称又は住所の変更があったとき 

3) 中野区指定有形文化財である表門の全部又は一部が滅失し、もしくはき損し、又は

これを亡失し、若しくは盗難にあったとき 

4) 中野区指定有形文化財の所在の場所を変更しようとするとき 

5) 中野区指定有形文化財の修理しようとするとき 
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資料 

  旧中野刑務所正門保存活用計画 現況図 

 

01 平面図 

02 南立面図 

03 東立面図 

04 北立面図 

05 西立面図 

06 梁間断面図 

07 桁行断面図 

08 展開図-1 元守衛室 

09 展開図-2 通路 

10 展開図-3 部屋 
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